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「リーガル、ただいま戻りました」

　謁見の間に、古めかしい甲冑をまとった髑どく髏ろの剣士が現れた。

　不死王ロードアンデッドリーガル。

　魔王の側近『七大魔軍長』の一人であり、アンデッド軍団を束ねる猛将だ。

「我が軍の精鋭を率いて北部および東部方面を探索しましたが、勇者の残党は発見できませんでした。残る南部と西部に関しても、順次探索を行います」

「ご苦労だった、リーガル」

　玉座から鷹揚にうなずく俺。

　王らしい威厳を意識したつもりだが、どうも柄じゃない。

「お前の力はこれからも必要だ。無理をせず、休息も取ってくれ」

「もったいないお言葉にございます、王よ」

　リーガルは恭しく頭を下げた。それから顔を上げ、俺を見据える。落ち窪んだ髑髏の眼──その奥に赤い光がまたたく。

「……恐れながら」

「なんだ」

「雰囲気が少し変わられましたな」

　と、リーガル。

「ん？」

「以前よりも気迫が感じられます。王としての覚悟を、背負われましたか」

「まあ、少し……な」

　仮面の下で、俺はかすかに微笑んだ。

　思い返す。

　人間界でライルとの決着をつけ、かつての戦友を打ち倒したことを。

　魔界でのベルとの戦いを通じて、自分の意志を再確認できたことを。

「少しずつだけど、俺がこれから為すべきことが見えてきた」

「それが魔界に繁栄をもたらすものであれば、私は全力であなた様を支えましょう」

　口調は恭しいが、リーガルの気配はあいかわらず攻撃的で、俺を試すような感じだった。

　奴は言外にこう言っているのだ。

『あなたの行動が魔界に不利益をもたらすようなら討つ』──と。

　それほどの苛烈な気配が漂っていた。

「リーガル、久しぶり～」

　玉座の向こうから閃光のようなスピードで一匹の黒犬が現れた。ヘルハウンド形態のベルだ。

「……冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダか」

　リーガルが俺からベルに視線を移し、うなった。

「魔王の乗騎たる冥帝竜を従えたのですな……」

「ベルでいいよ。長ったらしいし」

「ここは謁見の間だ。軽挙な言動は控えよ、冥帝竜」

「ベルだってば。相変わらずお堅いなぁ」

　ふん、と鼻を鳴らすベル。

「俺が堅いのではなく、お前が軽すぎるのだ」

「堅苦しいと部下も窮屈だよ？　君、魔軍長なんだからもっとこう……明るいキャラでいこうよ」

「俺は俺だ。武人に愛想など不要。武があれば、それでよい」

　リーガルが淡々と告げた。それから俺に向き直り、

「申し遅れました。人間界では部下たちを救っていただき、感謝いたします」

　深々と頭を下げる。

「すでに大半は勇者たちに討たれた後だった。残った軍勢とはどうにか合流できたが……」

「霊魔衆や散っていた者たちの無念は、いずれこの私が晴らします」

　リーガルの淡々とした声音に、強い闘志と怒りが混じっているのを感じた。

「すべての勇者を我が剣で斬り伏せ、彼らの弔いといたしましょう」




　謁見の時間が終わり、俺は城内を巡回していた。

「はい、次。どんどん続いて～」

「うおおおっ」

「これでぇっ」

　中庭に出ると、威勢のよい掛け声が聞こえてくる。吐き出される火炎や雷撃が、地面に設置された的を次々と射抜く。兵たちが訓練中のようだ。

「精が出るな」

　声をかけると、兵たちが振り返った。

　先頭にいるのは赤い髪をポニーテールにした魔族の少女。

　警備兵の隊長を務めるリリムだ。

　一緒にいるのは、いずれも翼を備えた魔族だった。魔鷲ガルーダに有翼女ハーピー、海妖女セイレーン、そして飛翔竜ワイバーン。

　空戦タイプの魔族たちを訓練しているようだった。

「魔王様、こんにちはっ」

　リリムはいつも元気だ。他の兵たちも俺に一礼する。

「今日は連携技の練習なんです」

「連携技か」

「ちょうどいいや。誰か、やってみせてー」

　リリムが兵たちに声をかける。

「よし、魔王様の前でいっちょいいところを見せるか」

「やってやるわよ」

　鳥のような翼を備えた魔族二人が、空高く飛び上がった。

「ザマトとアーリユだね。がんばってっ」

　リリムは上空の二人に声をかけた。

「じゃあ、はじめ～」

　合図とともに、彼らが相次いで急降下する。

　先行するガルーダがフェイントのような動きをしながら急上昇。ガルーダの真後ろに隠れるようにして飛んでいたハーピーが、羽毛を矢のように発射する。

　羽毛の矢群は見事に無数の的を射ぬいた。

「先行が敵の注意を引きつけ、その隙をついて後続が攻撃！　名づけてフォーメーション・ザマトです！」

　リリムが得意げに叫ぶ。

「あ、ザマトっていうのは、この連携の発案者の名前です」

「ザマトと申します」

　さっきの二人組の片方──ガルーダがぺこりと頭を下げた。

　なるほど、いろいろと戦い方を工夫しているんだな。

「がんばってくれ。邪魔して悪かったな」

　俺は仮面の下で笑みを浮かべた。

「魔王様のお声がけは全員の励みになりますから」

　にっこりと答えるリリム。

「じゃあ、みんな。もうワンセット、いっくよー」

「おー！」

　兵士たちの士気はなかなか高いようだ。




　その後も、忙しそうに働く文官や武官、司祭などの仕事ぶりを見て回った。

　巡回を終えた俺は執務室に戻る。

「失礼いたします、フリード様」

　ステラが入ってきた。

「頼んでおいたものはどうなった？」

「現在リストアップ中ですが、現時点ではこのような感じです」

　と、書類の束を差し出すステラ。

　先の戦いで殺された魔軍長三人のポストが空席になっている。そのため、新たな魔族を任命する必要があった。

　三か月後に襲来するであろう勇者たちに備え、魔界の防衛体制をもっと強化するために。

　魔王の側近を務める彼らは、いわば魔界の最高幹部だ。慎重な選考が必要である。

「まず極魔導マスターヅィラームの後任候補ですが──」

　ステラが言いかけた、そのときだった。

　──視界が、明滅した。

「なんだ、これは……!?」

　周囲の景色から色彩が消え、白と黒の二色になる。地震のように床や壁、天井が激しく揺れる。

「何が起きている──!?」
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　魔界の外縁部──。

　黒いモヤが漂う森林地帯から、光の柱が立ち上っていた。

　その中に、すらりとしたシルエットがたたずむ。艶めいた美貌の女魔族だ。

　彼女は、まどろみの中にいた。

　ゆったりとした浮遊感が断続的に訪れる。

　──眠れ。

　つぶやく。半ば覚醒し、半ば停止した意識のままで。

　──すべての魔族よ、眠れ。

　唱える。

　──あたしの夢の中で、永遠に。
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　俺はステラとともに執務室の外に出た。回廊も、壁や天井も、そして窓から見える景色も──世界のすべてが、白黒の二色に彩られている。

「どうなっている……!?」

「──城の正門前に巨大なモンスターが近づいてきます」

　ステラが千里眼で感知する。

「この現象と関係があるのか……？」

　分からないが、俺はステラを連れて、城の正門前まで移動した。

　景色は、いつの間にか元の色彩を取り戻していた。

　ただ、完全に元通りというわけじゃない。薄赤いモヤのようなものがところどころに漂っている。

「まさか、これは……」

　ステラがハッとした顔でつぶやいた。

「心当たりがあるのか」

「これほどの真似ができるのは、魔界広しといえども限られています。おそらく──」

　ずし……んっ！

　ステラが何かを言いかけたとき、前方から地響きが響いた。

　全長は二十メートル近くあるだろうか。黄土色の岩石でできた巨人──岩石魔人ゴーレムだ。

　さっきステラが感知したのは、こいつだな。

「敵……発見……」

　兜をかぶったような顔で赤い目が光った。ずし、ずし、と地面を揺らしながら、近づいてくる。明らかな敵意を持って。

「こいつは……！」

　俺は右手の甲を向け、魔王の紋を見せた。

　だけど、ゴーレムは止まらない。俺が魔王だと知っても向かってくるか。

「魔王様ーっ！」

　リリムや兵たちが駆け寄ってきた。

「みんな、魔王様を守るよっ」

「おうよ！」

「特訓したあの技を見せてやる！」

　ガルーダのザマトが、ハーピーのアーリユとともに飛び立った。

　先行するザマトがゴーレムを牽制し、離脱。その後方からアーリユが羽毛の矢を放つ。

　空戦魔族たちの必殺連携技『フォーメーション・ザマト』だ。

　が、岩石でできたゴーレムの装甲は、そのすべてをやすやすと弾き返した。

「効かないなんて……うあっ!?」

「きゃあっ！」

　ゴーレムが反撃とばかりに石の礫を弾丸のように射出した。二人の魔族はあえなく撃ち落とされ、地面に叩きつけられる。

「魔王様、あれは幻影です」

　ステラが第三の瞳を開き、告げた。

「幻影？」

「ただし──実体を持つ幻影のようです。この『夢幻の世界ナイトメアワールド』でのみ存在できるモンスターですね」

　夢幻の世界……？　なんのことか分からないけど、でも、

「幻影なら、遠慮なく倒してもいいんだな？」

「お願いします」

「『ダークエッジ』！」

　俺は呪文とともに右手を突き出した。魔力で生み出した三日月形の刃を放ち、ゴーレムを両断する。

「おおー、一撃で！」

　リリムたちが歓声を上げた。

「さすがです、魔王様！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

　たちまち湧き起こる『さすまお』コール。

「ぐぬぬ……フォーメーション・ザマトをもっと磨かねば」

「特訓あるのみ、ね……」

　その一方で、ザマトとアーリユが悔しがっている。

「大丈夫だ。またがんばればいい」

　俺は二人をフォローしておいた。

「おお……失敗した我らに優しいお言葉！」

「さすがです、魔王様！」

　……また『さすまお』コールが湧き起こってしまった。




「ステラ、さっき何かを言いかけていたな。この空間のことを知ってるのか？」

　俺はステラにたずねた。

「おそらく──これは魔軍長の一人、夢魔姫デッドチャームフェリアの生み出したものです」

　うなずくステラ。

「行方不明だった彼女が、なぜこんな真似をしたのか分かりませんが……しかも、どうやら暴走状態にあるようです」

「暴走？」

「本来、この空間は限定した対象にだけ作用するもの。ですが今は、無差別に──おそらく王都中の魔族に作用しています」

「王都中に……」

「フェリアの能力は対象を眠らせ、夢の中──『夢幻の世界ナイトメアワールド』に引きこむ……というものです。眠っている間は、そこから出ることができません」

　ステラが説明する。

「そして夢の中では、フェリアは万能の女王となります。すべてを支配し、絶大な力を持つのです」

「要は、ここは異空間みたいなものか。じゃあ、ここを壊して脱出すればいいんじゃないか？」

「無理です。夢幻の世界は、物理でも魔法でもけっして破壊不可能な──」

「試すだけ試してもいいだろ」

　俺は右手を掲げた。

「『ラグナボム』」

　黒いエネルギーボールを上空に放つ。

　ぐごおおおぉぉぉぉぉぉんんっ！

　大爆発とともに、空の一角に大穴が空いた。

「壊れたみたいだぞ」

「あ、あなたという方は……」

　ステラが呆然とした顔で俺を見ている。

　ちなみに、今のは魔王の呪文としては中の上くらいの破壊力だ。たぶん最上級の『灼天の火焔メガファイア』や『破天の雷鳴メガサンダー』辺りなら空全体が吹き飛んでいたんじゃないだろうか。

「後は脱出するだけだな。空じゃなくて、もっと地面に近い場所に穴を空けるか」

　しかし威力が強すぎる攻撃魔法は、周囲にも被害が出る。なるべく狭い範囲に破壊力を集中するタイプがいいだろう。

　俺は最適な魔法を探そうと呪文リストを呼び出す。

　──と、そのときだった。

「ううっ……気持ち悪いぃぃ……」

　ふいに、リリムが倒れた。

「う、ああ……」

　いや、彼女だけじゃない、他の兵たちも苦しげな様子で次々に倒れていく。

「くっ……ぅぅ……」

　ステラまでが倒れ、苦悶の表情を浮かべた。

「おい、どうした、みんな！」

「おそらく……世界の、一部が……壊れた、せい……で……」

　震える指先で上空を指差すステラ。

　そこは、さっき俺が魔法で壊した穴があった。

「世界に……傷をつけると……そのダメージが、私たち……に……も……ううぅ」

　俺だけが平気なのは、魔王だからなのか。それとも魔法の能力によるものなのか。

　あるいは、また別の理由なのか……分からないが、とにかく、

「強引にこの世界を壊すのはまずいってことか……」

　俺は空の穴に向かって呪文を唱えた。

「『ルーンリペア』」

　以前、魔界の結界を修復する際にも使った魔法だ。

　空の穴は、俺の魔力によって完全に塞がった。

「はあ、はあ、はあ……た、助かりました」

　周りを見ると、ステラたちは立ち上がっていた。もう大丈夫みたいだな。

「悪い。みんなを苦しませてしまって」

「いえ、私にも予想外のことでした……」

　と、ステラ。

　ともあれ、世界を壊して脱出する、っていう手は使えない。

「さて、どうするか……」

　いつまでもこんな場所にいるわけにはいかないな。

　また、さっきみたいな敵が襲ってくるかもしれない。あるいは別の場所では、他の魔族たちが襲われているかもしれない。

「ステラ、この世界から全員が脱出するにはどうすればいい？」

「一番簡単なのは夢魔姫デッドチャームフェリアに会うことです」

　たずねた俺に、ステラが答えた。

「フェリアに？」

「──今、千里眼で見通しました。彼女は西部地方の魔界外縁部で眠っているようです」

　額に黄金の瞳を生み出し、告げるステラ。

「フェリアは、その魔力で夢幻の世界を作り上げています。彼女の目を覚ますことができれば、この世界は消滅し、私たちも元の世界に戻ることができるでしょう」

「なるほど……」

「ただし、私の千里眼でも正確な居場所はつかめません。夢の中では、私の能力が制限されてしまうようです」

「まあ、大雑把な位置は分かるんだ。後は周辺まで行って探せばいい」

　──ということで、方針は決まった。




　俺たちは西の外縁部を目指して出発した。

　メンバーは俺とステラ、そしてリリムと兵たちだ。

　こういうとき冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダことベルがいれば、手っ取り早くフェリアの元までいけるんだが、どこにも見当たらなかった。

　もともとこの世界に取りこまれていないのか。あるいは、どこか離れた場所にいるのか──。

　ともあれ、俺たちは進んでいく。

　数時間ほど歩いただろうか、ふいに街道が消失した。

　次の瞬間、前方に美しい草原と小高い丘が出現する。

　丘の上には、壮麗な城がそびえていた。

「これは……でも、どうして……!?」

　ステラが戸惑った顔だ。

「どうかしたのか、ステラ」

「こんな場所にあるはずが……でも」

「ステラ……？」

　知っている場所なんだろうか。

「間違いありません。ここはアーゼルヴァイン公爵領──」

　ステラが俺を見つめ、言った。

「私の、故郷です」
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　突然前方に現れた草原と丘、そして城。

　ステラによれば、ここは魔界五大貴族の一つ、アーゼルヴァイン公爵家の領地だという。彼女は確か、その公爵家の跡取り娘だ。

「ですが、公爵領は王都から数十キロは離れています。夢の中の世界だけに、地理がねじ曲がっているのかもしれません」

「フェリアの仕業か？　何か意味があるのかな」

「可能性はあります」

　俺の問いにステラがうなずいた。

「フェリアに意図があって、公爵領を出現させたのか。あるいは特に意味のない出来事なのか。大元は彼女の夢なので、意図を正確に読むことは難しいですね」

「とりあえず行ってみるか。フェリアの居場所を突き止めるヒントがあるかもしれない」

　俺たちは丘を登り、城までやって来た。

　魔王城より一回り小さいものの、十分に立派な城である。人間界なら大国の王城だといっても通用するレベルだ。

　城内に入ると、一人の女魔族が立っていた。

　緩く波打ったセミロングの紫髪。眼鏡をかけた地味な顔立ち。白いカチューシャに白と紺のエプロンドレスというメイド姿だ。

「イレーネ……？」

　眉を寄せるステラ。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　彼女──イレーネは深々と頭を下げた。

　もともとはステラの実家のメイドで、今は魔王城で働いていると以前に聞いていた。

　こいつもフェリアの夢の中に捕らわれていたのか。それとも──。

「……幻影、ですね」

　ステラが額の瞳を輝かせ、告げた。

「先ほどのゴーレムと同じく、フェリアが作り出した実体を持つ幻影です」

「ふふ、さすがはお嬢様。簡単に見抜かれてしまいますね」

　微笑むイレーネ。その存在感は幻影だとはとても信じられないほどの現実味があった。

「イレーネ、フェリアはどこにいる？」

　ステラがイレーネに詰め寄った。

「まあまあ、慌てないでくださいな。まずは一休みなさいませ」

「答えるんだ、イレーネ」

　ステラの語調は強い。

「魔王様まで夢の中の世界に捕えるなど、臣下としてあるまじき行動だ」

「お嬢様、もっと笑って笑って。せっかくの美人さんが台無しですよ～」

「イレーネ、今は非常時……ふにゃっ!?」

「ほ～ら、笑顔笑顔ですよ」

　イレーネがステラの頬をつかみ、無理矢理笑みを作らせる。

「え、ええい、離せ……」

「お嬢様はからかい甲斐がありますね～。だから好きです」

「まったく……」

　イレーネから離れたステラは、軽く頬を膨らませた。拗ねてるんだろうか。




「──眠れ」




　ふいに、声が響く。

「なんだ──」

　同時に、周囲から色彩が消えた。

　魔王城のときと同じく、白黒二色の世界に変わる。

「漂う魔力が濃くなっています……お気を付けを、魔王様」

　ステラが警告した。

　こつ、こつ、と足音が響く。

　何もない空間からにじみ出るようにして、人型のシルエットが現れた。

　足元まで届く、薄桃色の髪。悪戯っぽい笑みを浮かべた、色っぽい容姿。下着と見まがうような露出度の高い衣装が扇情的だ。

　腰からは細い尾が、背中からはコウモリを思わせる飛膜状の翼が生えていた。

「……フェリア」

　ステラが険しい表情になった。

　こいつが七大魔軍長の一人──夢魔姫デッドチャームフェリアか。

「すぐに夢幻の世界ナイトメアワールドを解除しろ。魔王様まで巻きこむとは、どういうつもりだ」

「──すべては、あたしの夢の中に」

　ステラの問いにも答えず、つぶやくフェリア。

「──生きとし生ける者は等しく、眠れ」

「俺は新たな魔王になったフリードだ。話を聞け、フェリア」

「──永遠に、眠り続けよ」

　俺の言葉にも反応はない。

「──永遠に続く、夢の中で」

　呪文のようにつぶやき、その姿が消えた。

「どこか別の場所に移動したようですね……」

　と、ステラ。

「夢の中の世界では、フェリアは万能です。瞬間移動など造作もないことでしょう」

「なんとか、この世界を解除するように説得したいが……難しいかな」

「意思の疎通はできない感じでしたね……」

　ステラが首を左右に振る。

　確かに、フェリアは一方的にしゃべっているだけだったからな。

「あなたが魔王様だということも、おそらく認識していないのでしょう」

　ステラがため息をついた。

「もともと他人の話を聞かないタイプでしたが、さすがに今のは限度を超えています」

　そのとき、城の外から赤い光があふれた。

「わー、何これー？」

　リリムの声が聞こえる。

　外に出ると、赤いクリスタルのドームが城全体を覆っていた。

　まるで檻だ。たぶん、これもフェリアが作ったものなんだろう。

「……閉じこめられたか」

　フェリアは何がしたいんだ？

　俺たちをおびき寄せたかったのか。足止めしたいのか。それとも意味なんてない、ただの気まぐれなのか。

　まるで読めない──。

　俺たちは、完全に翻弄されていた。

「城の外は完全にクリスタルで覆われています。脱出できるような隙間はまったくありませんでした」

　ステラが周囲を千里眼で見回し、告げた。

「強引に壊すと、他の魔族たちにダメージがあるかもしれないな」

　さっき空の一部に穴を空けたときのことを思い返す。夢幻の世界にダメージを与えると、その中に捕らわれている者に跳ね返ってくるようだ。

「申し訳ございません、お嬢様。すでに門限の時間ですので～」

　イレーネがおっとりした口調で言った。

「明日の朝になれば、クリスタルは開きます。それまで城の中でお過ごしくださいねぇ」

「私たちは急いでいるんだ。すぐに開いてくれ」

「門限は守っていただかないと。私が奥様にお叱りを受けてしまいますぅ」

「……お母様が、か」

　ステラの表情に暗い影が差した。

　ん、どうしたんだ？

「朝には出られるっていうなら、今晩はここに泊まるか」

　俺はそう提案した。

「魔王様……」

「下手にクリスタルを壊して、またお前たちがダメージを受けるのは嫌だからな」

「それは、そうですが」

「仮に、朝になってもクリスタルが残ったままだったら、また別の手を考えよう。全員の休息も兼ねて、今日はここに泊まるってことでいいか？」

「……承知いたしました。では、私はリリムたちに伝えてきます」

　ステラの表情は、やっぱり少し暗かった。




　──俺たちは城内の部屋を適当に使い、休息した。

　しかし、深夜になり、俺は寝苦しくて目が覚めてしまった。

「少し外の空気にでも当たるか……」

　クリスタルで覆われてるから、あんまり新鮮な外気じゃないかもしれないが。

　俺は休息用に選んだ客室から出た。

「考えてみれば、ここって夢の中なんだよな。夢の中でさらに寝るっていうのも、どうなんだ……？」

　廊下を歩きながら、そんなことを考える。

「きゃぁぁぁぁっ……」

　悲鳴が響いたのは、そのときだった。廊下の突き当たりから聞こえてくる。

「あの声は──ステラか！」

　慌てて走り出す俺。

　次の瞬間、眼前の景色が切り替わった。

　城の中から、よく手入れがされた庭園に。

　俺の目の前を、小さな女の子が歩いている。

「お前……!?」

　肩のところで切りそろえた銀色の髪。凍りつくような美貌に、あどけなさが混じった彼女は──ステラによく似ていた。

　まるで、彼女が子どもになったようだ。

「ステラ……？」

　少女が振り向いた。あどけない顔立ちには、やはりステラの面影があった。
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「子どもになっている……のか？」

　彼女が近づいてくる。

「おい、ステラ──」

　呼びかけた俺を無視して、彼女はまっすぐ近づいてきた。

「えっ……!?」

　そのまま俺の体を突き抜ける。実体がないかのように。

　この小さなステラは、幻像の類なのか？

　……お母様。

　彼女がつぶやいた。

　同時に、胸の中に何かが流れこんできた。

　寂しさ。孤独感。不安。

　そして──母への愛情。

「ステラの気持ちが……流れこんでくる、のか？」

　戸惑う俺。

　夢の中の世界にいる影響なのか、これは？

「ステラ……愛しい娘……」

　気品のある美女が現れ、小さなステラを抱きしめた。

　今度は、強烈な喜びが俺の胸をよぎった。これもステラの感情なんだろう。

　二人とも俺のことは気にも留めない。

　いや、そもそも俺が見えていないのか。

　戸惑う俺に構わず、二人は談笑を続けていた。

「もしかして、彼女の幼いころの記憶なのか……？」




　──そして俺は目にすることになる。

　ステラの、過去を。
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　ステラ・ディー・アーゼルヴァインは魔界五大貴族の一つ、アーゼルヴァイン公爵家の長女として生を受けた。

　アーゼルヴァインは『眼魔がんま』と呼ばれる眷属である。

　すべてを見通す『眼』を持つ魔族──ゆえに、眼魔。

「お前は魔王に仕えるために生きるのよ、ステラ」

「はい、お母様」

　美しく気品のある母──マルセラ・ディー・アーゼルヴァインはステラの憧れだった。

　魔神眼ヴィジョンの称号を持ち、魔軍長として働く母のようになりたくて、ステラは自らの力を磨いた。

　眼魔としての『眼』の力を。

　マルセラは魔王の側近として多忙な日々を送っていた。自宅である城にいる日は、一年を通じて数えるほどしかない。

　ステラには、母に抱きしめられた記憶がほとんどなかった。

　そんな母も、ステラの秘めた『力』には関心を示してくれた。

「あたしが力を磨けば、お母様は喜んでくれる」

　透視や遠隔視を。麻痺眼や毒眼を。呪怨眼や天殺眼を。

　ステラはあらゆる瞳術を訓練し、すさまじい速度で習得していった。

「見て、お母様。あたし、また力が強くなったの」

　新しい術を一つ覚えるたびに、ステラは嬉々として母に報告した。

「褒めて、お母様」

　ステラは一族始まって以来の天才と謳われた。

「あたし、また瞳術の力が強くなったよ、お母様」

　それが誇らしかった。母に、そんな自分を見てほしかった。

「ねえ、あたしを見て。褒めて。愛して。お母様──」

　ステラの瞳術は日に日に成長していった。

　だが、途中までは賞賛してくれていた母は、徐々に態度が変わっていった。

「ステラ、そろそろ修業は終わりにしなさい」

「えっ、どうして……？」

「過ぎた力は災いを呼ぶ。お前の才がここまでとは……放っておいたのは失敗だったか」

「あたし、よく分からない」

「お前はもう十分な力を得たの。すでに私を超えているわ。いずれは魔軍長の座を継ぐでしょう」

　母の微笑みが、そのときは妙に冷たく感じた。

「あたしがお母様みたいに……？」

「そうよ。だから力を磨く必要はもうないの」

「でも、あたし、もっともっと力を強くしたいよ。お母様にもっと褒めてもらいたいの」

「このままでは、お前は『あの力』に到達してしまう。そうなれば、私は──」

　母の言葉は難しく、まだ小さなステラには理解するのが難しかった。

「すごい、ステラお嬢様は天才ですね」

「ここまで『眼』を使いこなせる方は、歴代で誰もいませんよ」

「マルセラ様もきっと鼻が高いですわ」

　周囲の魔族は変わらず賞賛してくれる。

　そう、きっと母も褒めてくれるはずだ。

　ステラは、その後も母に隠れて修業を続けた。彼女の力はさらに増し、新たな瞳術を次々に会得し、そして、




　──決別の日は突然、訪れた。




「お前は、目覚めさせてはならない力を身に付けた」

　怒りの声が響く。

「だって、お母様に褒めてもらいたくて」

「私がいつそんなことを言った？　力を磨くな、と命じたはずだ」

　母の顔が鬼の形相になった。

「だって……だって……」

　ステラは戸惑った。

　他に、母の目を自分に向ける方法を知らなかったのだ。

　多忙な母が唯一自分を見てくれるのは、瞳術のことだけだったから。その修業を止めてしまえば、母はもう自分を見てくれない──。

　そんな不安感で、ステラは止まることができなくなっていた。

「お前は私の命令通りにすればいい。余計なことをして」

　母の瞳が妖しい輝きを放つ。

　その輝きは稲妻となって、ステラの全身を打ち据えた。

「きゃあぁぁぁぁぁっ！」

　全身に走る激痛。意識がかき回され、薄れ、混濁する。

　自分が自分でなくなるような恐怖感と絶望感。

「この『呪い』は罰だ」

　母が冷たく告げる。

「今後お前は、普通の魔族よりも魔力の回復が遅くなるだろう。瞳術の力も格段に落ちるはずだ。目覚めつつある、あの力──『黙示録の眼アポカリプスノート』はもはや二度と使えない」

「ああ……ああぁぁぁぁぁぁ……っ」

「私の代で『忌み子』を出してしまうとは。私は裁きを受けねばならない。お別れだ」

　母は背を向けた。

　かつ、かつ、という足音が遠ざかっていく。

「えっ、どこへ行くの、お母様……？」

「今言ったとおり、私は裁かれる。お前とはもう二度と会うことはない」

「待って、行かないで！　あたしを一人にしないで、お母様……っ！」

　第三の瞳から血の涙を流しながら、ステラは絶叫した──。
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「ああ……ああぁぁぁぁぁぁ……っ！」

　俺の目の前で、小さなステラが苦しんでいた。

　その姿が徐々に大きくなり、やがていつもの姿へと戻る。

「ああああ……ぁっ……！」

　なおも苦鳴は続いた。さっきの映像で見た呪いのせいだろうか。

「ステラ！」

　俺は彼女の側に駆け寄った。

　そっと手を伸ばすと、確かな感触とぬくもりがあった。どうやらさっきまでの幻影じゃなく実体みたいだ。

「はあ、はあ、はあ……」

「嫌……嫌だよ……いなくならないで、お母様……」

「ステラ、しっかりしろ」

「あたし、ちゃんと言うこと聞くから……お母様の命令に従うから……あたしの側にいて……お母様……」

　普段のクールさなど、欠片もなかった。まるで小さな女の子のようにステラはおびえ、嗚咽していた。

「俺が側にいる。大丈夫だ」

　仮面を外して語りかけた。

「フリード……様？　あたし──」

　ステラが呆然とした顔で俺を見上げる。涙に濡れた瞳が俺を見つめる。

「ステラ」

「あた……し……」

　ステラは泣きながらすがりついてきた。

「フリード様……」

「大丈夫だ、俺がついている」

　腕の中で震える彼女を、そっと抱きしめる。

　彼女の体は柔らかく、思った以上に小さい。力を込めると折れそうなほどに細く感じた。

　俺はステラを、壊れ物のように抱きしめ続ける。

　彼女のほっそりした体は震えっぱなしだ。息も荒いし、かなり動揺しているんだろう。

　俺は何も言わず、彼女が落ち着くのを待った。

　十分ほどそうしていただろうか。

「……し、失礼いたしました」

　ステラがふたたび顔を上げた。

「あたし──いえ、私は、その……」

「少しは落ち着いたか？」

　たずねると、彼女はこくんとうなずいた。

　さっき目にしたステラの過去については触れないでおく。心の傷になっている可能性もあるし、刺激しないほうがいいだろう。

「フリード様……」

　ステラは、ふう、と息をついて、なおも俺に抱きついている。

　ん、顔が少し赤いな？　俺のことをチラチラ見てるし。

「やっぱり、まだ落ち着かないんじゃないか？　顔赤いぞ」

「っ……！　は、はい、あの……だ、大丈夫です」

　なぜかステラは、さらに顔を赤くした。




　翌朝、城を覆っていたクリスタルは跡形もなく消えていた。

　いや、それどころか外に出たとたん、城自体が消えてしまった。

　気が付けば、元の場所である。まるで公爵領で過ごした一夜が夢だったかのように。

　一体なぜフェリアは俺たちを一晩閉じこめるような真似をしたのか──。

　なぜ俺たちを公爵領まで誘ったのか──。

　理由は分からないが、立ち止まっているわけにもいかない。俺たちは、ふたたび彼女がいるという魔界西部の外縁に向かって出発した。

　しばらく進むと、前方から巨大な影が現れる。

「あれは……またゴーレムだねっ！」

　リリムが叫んだ。

　しかも数が多い。ざっと見ただけで三十体以上はいるだろうか。

　どうやら、また実体を持つ幻影のようだ。

「魔王様に頼ってばかりじゃだめ。みんな、いっくよー！」

　リリムが兵たちに号令する。

「おう！」

「今度こそ見せてやる、フォーメーション・ザマト改だ！」

　空戦魔族たちが飛び立ち、空中から火炎や稲妻を放つ。あるいはその飛行スピードを利用して、体当たりを敢行する者もいる。

　リリムも両腕をスライム化させ、鞭のようにして攻撃していた。

「きゃぁぁぁぁぁっ……」

　だけど、ゴーレムたちが放つパンチが爆風を巻き起こし、リリムたちをまとめて吹っ飛ばしてしまう。

「なんてパワーなの……！」

　リリムは体をスライム化させて衝撃を和らげたようだ。他の魔族たちも空中で体勢を立て直し、難を逃れている。

　ゴーレムたちはさらに襲いかかってきた。

　力の差は明らかだ。ゴーレムたちの圧倒的な膂りょ力りょくに、リリムたちは防戦一方である。

「あっちが力押しで来るなら、俺も──」

　俺は右手をまっすぐに突き出した。

「『ストーム』！」

　風系統の下級呪文だ。吹き荒れる嵐が三十を超えるゴーレムたちをまとめて薙ぎ払い、粉砕した。

「うわ……すごい」

　リリムが息を飲む。

「あたしたち、役に立ってない……護衛なのに」

「いや、敵に立ち向かう意気は大切だ。お前たちに対処できる敵が現れたときは、任せる」

　と、フォローしておく。

　実際、俺の魔力だって無限じゃない。際限なく敵が押し寄せた場合、魔力切れを起こす可能性はゼロじゃない。

　──とはいえ、道中に現れた敵はほとんど瞬殺状態だった。

　数十体単位で出てくるたびに、俺が下級魔法でまとめて吹き飛ばす。

　相手は本物の魔族やモンスターじゃなく、いずれも幻影。遠慮する必要はまったくなかった。ことごとくを焼きつくし、薙ぎ払い、砕き、消滅させるだけだ。

「大丈夫ですか、魔王様？」

　ステラがたずねた。

「すべての敵を一撃で倒しているとはいえ、連戦しているのは事実です。消耗が大きいようなら早めに休息してください」

「ああ、今のところは疲れもないし平気だ」

　うなずく俺。

「使っているのは全部下級の魔法だしな」

「力になれず、申し訳ありません」

「ステラは索敵をしてくれてるだろ。十分助かってる」

「……ありがとうございます」

　ステラが微笑んだ。

　気のせいか、その表情がいつもより柔らかく感じる。

　基本クールなのは変わってないんだけど……。




　数日後、俺たちは西部地方の外縁部までたどり着いた。

　周囲には、悲鳴を上げる人間を思わせる異様なシルエットの木々が茂っている。薄赤色のモヤが漂い、視界はかなり悪かった。

「魔界の西部外縁に広がる『妖かしの森』。毒や麻痺効果などを持つ樹木が多数生息している場所です。お気を付けください」

　ステラが告げた。

　ちなみに、この間ベルと戦った『死の氷原』は北部外縁だ。

「私が『眼』で安全な道を見つけますので、魔王様たちはその通りに進んでください」

「任せる」

　彼女の千里眼に従い、俺たちは森の中を進んだ。

　そうやって数キロほど進んだだろうか、

「ねー、見てあれ～」

　リリムが前方を指差した。

　薄赤いモヤの向こうに、一際赤い──まるで血のような色の巨大なクリスタルがあった。

　その内部に、すらりとした人影が見える。

「フェリア……！」

　昨日、公爵領で見た女魔族そのままの姿だ。

「とうとう会えたな」

　魔王の側近、七大魔軍長の一人。

　夢魔姫デッドチャームの称号を持つ彼女は、サキュバスの眷属だ。夢を操り、精神を支配する──強大な魔族。

「ぐっすり眠っているみたいだな」

　以前に会ったときみたいに、語りかけてこない。

「彼女を起こせば、夢の世界は解除されます」

　説明するステラ。

「どうやって起こせばいい？　あのクリスタルを壊せば、みんなダメージを受けるんだよな？」

「おそらくは……」

「よーし、みんなー。こういうときこそ、あたしたちが役に立つ番だよ～」

　リリムが元気よく叫んだ。

「おー！」

　盛り上がる魔族兵たち。

　何か、彼女を起こすための策でもあるんだろうか。

「見てみて、フェリア様～。あたしのスライム芸、めったに見せないとっておきのやつ、やるよー」

　リリムの腕が、足が、スライム化して縦横に伸びる。さらに左右の腕で蝶結びをしたり、両足をくねらせて様々な図形を描いたり、と芸のオンパレードだ。

「な、何をやってるんだ……？」

「こんな楽しい芸をしてれば、フェリア様だってばっちり目を覚ますと思いますっ」

　呆気にとられた俺の問いに、リリムが自信ありげに答えた。

「そ、そうなのか……？」

　悪いけど、上手くいく気がしないぞ、その策。

　案の定、フェリアはまるで反応しなかった。あいかわらず眠ったままだ。

「うーん、芸じゃだめかなー」

「隊長、自分は料理で釣る作戦を提案するであります！」

　兵たちの一人が言った。

「なるほど、ご飯の美味しそうな匂いで目を覚ますかもしれないね……よし、採用っ」

　リリムがにっこりうなずいた。

「みんな、ご飯の準備するよー」

　いやいやいや、その策も無理だろう。

「……お前たち。まさか、ただ遊んでいるわけじゃないだろうな」

　ステラがリリムたちを軽くにらんだ。

「やだなー、あたしたち大真面目ですよ」

「そうだ、そうだっ」

「勝算ならありますっ」

「む……そうなのか。すまない」

　困惑しつつも素直に謝るステラ。

「しかし、これでフェリアが目を覚ますとは思えんが──」

　もっともな意見だった。

　……と思いきや、

「待て」

　俺はクリスタル内部のフェリアを注視した。

「さっき、眉がぴくっと動いた」

　まさかリリムたちの策が上手くいったのか？　いよいよフェリアが目覚めるのか──。

　次の瞬間、前方で強烈な光が弾ける。

　そして──現れた。

　フェリアが、ではない。

　異常なほどの殺気を漂わせる、黒ずくめの騎士と騎馬が。

「ま、まさか──」

　ステラが呆然とした顔でうめく。

「知っている奴か？」

「私も記録で見たことがあるだけですが……」

　震える声でステラが告げる。その顔から血の気が引いていた。

「あれは──いえ、あの方はヴリゼーラ様。『虐殺の騎士王』の異名を取る、かつての魔王様です」




　かつての魔王──『虐殺の騎士王』ヴリゼーラ。

　俺はその姿を呆然と見つめる。

　肌が露出した場所がほとんどない漆黒の全身鎧。またがっている馬も、主と同じく漆黒の重装甲をまとっていた。

「なるほど、貴公が今代の魔王か」

　ヴリゼーラが涼しげな声で話しかけてきた。フルフェイスの兜の奥で、金色の鋭い眼光が俺を見据える。

「まさか、この身が滅びた後、別の魔王に出会う日が来るとは。縁とは奇妙なものよ」

　まるで世間話でもするような口調のまま、すさまじいまでの殺意が吹きつけてきた。わずかでも気を抜けば、その瞬間に斬り殺されそうな圧迫感だ。

　このプレッシャーは、さすがにかつての魔王だけのことはある。

「見てみてー、また出てくるよ」

　リリムがヴリゼーラの背後を指差した。




　光は、さらに三度──弾けた。




　黄金のローブをまとった魔法使い風のシルエット。

　全身が燃えるように赤い獅子の獣人。

　そして身長五十メートルはありそうな巨人。

　そのいずれもが、ヴリゼーラと同じくらいの強烈なプレッシャーを放っている。

「ステラ、まさかあいつらも……か？」

「……ええ」

　うなずいたステラの顔は蒼白だ。全身が震えている。

　恐怖、しているのだ。

「大丈夫だ、ステラ。俺がついている」

　呼びかけると、ステラはほんのかすかに微笑んだ。

「そう……ですね。申し訳ありません」

　そう言って、奴らを見据えるステラ。

「右から順番に……『魔導帝』エストラーム様、『真紅の獅子』ロスガート様、『巨大なる覇者』ボルン様。仰る通り、いずれも過去の魔王様たちです」

「あいつらも幻影か？」

　たずねると、ステラはうなずいた。

「幻影とはいえ、いずれも歴代魔王屈指の実力者ばかりです。お気をつけください、魔王様」

「過去の魔王が四人……夢の中はなんでもありだな」

　仮面の下で苦笑する俺。




　──あたしに、近づかないで。




　ふいに、声が響いた。

「フェリアか」

　クリスタルの中にたたずむ女魔族が俺を見ていた。

　いつの間にか目を覚ましていたらしい。

「前にも言ったが、この世界を解除してくれ。魔族が大勢巻きこまれている」

　──近づかないで。

「おい、フェリア。話を──」

　周囲の景色が、いきなり切り替わった。

　森の中から、赤茶けた荒野へ。

　荒野から、極寒の氷原へ。

　氷原から、灼熱の山頂へ。

　次々に場所が変わっていく。

　これも、フェリアの仕業なのか……!?

　──怖い……の。

　ため息交じりにつぶやく夢魔姫。

「えっ」

　意外な言葉に俺は戸惑った。

　──勇者たちが、あたしを殺しに来る。だから……誰も近づかせない。

　世界から色彩が消え、白と黒の二色だけになってしまう。

　──嫌、怖い……怖い……怖い……。

　さらに黒一色に染まったかと思うと、また元の色彩を取り戻す。

　世界が、不安定だった。

　──来ないで……来ないで……。

「落ち着け、フェリア」

　声を震わせる彼女に、俺は静かに呼びかけた。

　一体、なぜこれほどおびえているんだ……？

「もしかしたら、これは一種の防衛本能かもしれません」

　ステラが言った。

「防衛本能？」

「先の勇者たちとの戦いで、フェリアは敗走して行方不明だという話でした。その際に、フェリアの心に勇者への恐怖心が深く刻まれたのかもしれません」

「勇者への恐怖……」

「恐怖心は、そこから自身を守ろうという防衛本能を呼び覚まし、その本能が夢幻の世界の暴走を招いた──ということではないでしょうか」

　ステラが告げた。

「場所も色合いさえも不安定なこの世界は、フェリアの心象風景そのものだと思えます。私たちを一晩、アーゼルヴァイン公爵領に閉じこめたのも、強い力を持つ者を自分に近づけないための防衛行動……と考えると、いちおうの説明がつきますし」

　確かに……今のフェリアの様子から見ると、あり得る話だ。

「つまり、彼女を恐怖から解き放つことができれば、夢幻の世界を止められるのではないでしょうか」

「なるほど……」

「フェリア。勇者なら魔王様が追い払った」

　と、ステラがフェリアに語りかける。

　──魔王様が……？

「ああ、もう安心だ。それでも解除できないか？」

　──魔王様は、強いの？

「歴代の誰よりも強い。もう心配することはない」

　──強い……怖い……！　本当に……？　分からない……不安……。

「おい、フェリア……？」

　──見せて、魔王様の強さを……。

　その言葉とともに──。

　四人の魔王たちがいっせいにフェリアの前に並んだ。まるで、彼女を護衛するように。

　──あたしが安心して夢から覚められるように。

　フェリアがつぶやく。

「俺の力を試したい、ってことか？」

「いかにも」

　俺のつぶやきに応えたのはフェリアではなく、馬上で剣を抜いた黒騎士だった。

　他の三人もそれぞれ身構えている。臨戦態勢だ。

　──あなたが本当に誰よりも強いなら……勝てるはずよね？

　フェリアがクリスタル越しに俺を見つめる。

　──勝って、安心させて。あたしを。

「……まったく」

　俺は苦笑交じりのため息をついた。

　リーガルといい、ベルといい、そしてこいつといい──すんなり俺を認めてくれないんだな。

　幹部たちで最初から俺に従ってくれたのは、ステラくらいか。

「ありがたいよ、本当に」

「魔王様？」

　キョトンとしたステラの肩にぽんと手を置き、俺は進み出た。



　名　　前：ヴリゼーラ

　階　　級：魔王

　総合ＬＶ：７２１

　Ｈ　　Ｐ：５３０６

　Ｍ　　Ｐ：３３９１

　攻　　撃：６１１５

　防　　御：５７６０

　回　　避：４２８４

　命　　中：５９８０

　装　　備

　　　　　：滅神の剣

　　　　　：瘴気の盾

　　　　　：暗黒の鎧

　スキル

　　　　　：千光斬　（ＬＶ１７９）

　　　　　：騎乗　　（ＬＶ１３１）

　　　　　：闘気放出（ＬＶ１１４）

　　　　　：魔軍服従（ＬＶ１５０）





　先頭にいる騎士姿の魔王──ヴリゼーラのステータスは、さすがに今まで戦ってきた勇者たちよりはるかに高かった。他の三人は、エストラームが総合レベル６９８、ロスガートが７１３、ボルンが７０７──似たようなレベル帯だ。

　単純な数値で比べるなら、彼らがいずれもレベル７００前後なのに対し、俺はレベル４０００を超えている。ステータスもそれに比して、大きな差があった。

　とはいえ、相手は四人である。

「……連携されたら、厄介かもしれんな」

　ステータスを見るかぎり、幻影とはいえ強さは本物と変わらない様子だ。少なくとも気を抜けるような相手じゃない。

「君が今代の魔王か」

　魔法使い風の魔王──『魔導帝』エストラームが俺を見据える。

「儂わしの牙と爪が、お前を千の肉片に変えてくれよう」

　獣人の魔王──『真紅の獅子』ロスガートがどう猛に吠えた。

　ぐおおおおおおおおおおおんっ。

　巨人の魔王──『巨大なる覇者』ボルンが雄たけびを上げる。

「さあ、始めるぞ」

　そして騎士の魔王ヴリゼーラが剣を構えた。

「『グラビティフォール』」

　俺はすかさず重力呪文を唱えた。

　先手必勝。狙いは──一番動きが鈍そうな巨人魔王だ。

「っ……!?」

　超重力に捕らわれ、動きが止まる巨人魔王ボルン。

「『サンダーアロー』！」

　そこへ稲妻の矢の乱れ撃ち。

　ぐおおおおおおおおおおおおお……んっ！

　ボルンが苦鳴を上げた。

「悪いな。幻影に足止めを食うほど、俺は暇じゃない」

　魔王の仕事はけっこう忙しいからな。

「『ラグナボム』！」

　漆黒のエネルギー球が巨人の魔王を跡形もなく粉砕した。

「だから、さっさとフェリアを解き放って、従えて──元の世界に帰らせてもらう」

　俺は魔王たちを見据えた。

　あと、三人だ。




「ボルン殿が……！」

「奴の巨体を破壊するとは……なんという魔力か」

「ふん、攻撃力はなかなかのものだ」

　残る三人の魔王たちが同時にうなる。

「攻撃力が高くとも、防御はどうかな！」

　魔法使い風の魔王──『魔導帝』エストラームが叫んだ。先端に血のように赤い宝玉がはめこまれた杖を振りかざす。

　その宝玉がまばゆい光を放った。

「『メガウィンド』！」

　十二の竜巻が俺の周囲を取り囲む。森の木々が根こそぎ吹き飛び、地面がえぐれてクレーターと化した。

　風系統の最上級魔法──『轟天の烈風メガウィンド』。

　このレベルの呪文を即座に、しかも十二発も同時に発動できるとは。

　さすがに魔王だけあって、大した魔力だ。だけど──、

「『バーストウィンド』！」

　俺はそれらを風魔法で弾き返した。

　呪文のランクは俺が唱えたもののほうが下だが、魔力のステータスは俺の方が圧倒的に高い。その差を利用した力押しで、強引にかき消したのだ。

「むう、私の魔法をたやすく跳ね返すとは」

　エストラームがうめいた。

「やはり魔力が高い……！」

「なら、物理攻撃で攻めるまでよ！」

　背後から獣人の魔王──『真紅の獅子』ロスガートが襲いかかる。

「砕け散れ、新米魔王！」

　大気を爆砕し、烈風を起こしながら迫る、五本の爪。

　防御は間に合わない。俺は大きくサイドステップして避けた。

　直後、ロスガートの爪が地面に叩きつけられる。

　ごがぁっ！

　轟音とともに大地が深々と裂けた。

「とんでもない膂力だな……」

　俺は半ば驚き、半ば呆れてつぶやいた。爪だけで地割れを作るとは常識外れのパワーだ。

「よく避けた！　だが獣の武器は爪だけではない。牙も、尾も──すべてを避けられるものなら避けてみるがよい！」

　ロスガートがすかさず追撃する。

　大気を切り裂いた牙が真空の刃を生み出す。旋回した尾が衝撃波をまき散らす。

　避けたところで、攻撃エネルギーの余波で体をズタズタにされそうだ。

「『ルシファーズシールド』」

　が、距離を離した分、俺には呪文を詠唱するだけの余裕があった。

　生み出した上級魔力障壁がロスガートの連撃をすべて弾き返す。

「硬いっ……！　儂の攻撃でも砕けんだと!?」

「じゃあな」

　すべての攻撃動作を終え、一瞬動きが止まったロスガートに、俺は右手をかざした。

「『ベルフェゴールソード』！」

　生み出した魔力の剣で、魔力障壁の裏から奴の体を貫く。

「がは……ぁぁぁっ……」

　苦鳴とともに倒れ、動かなくなる獣人魔王。

　あと、二体。

「確かに貴公のステータスは高い。高すぎる」

　騎士の魔王が俺の前に立った。黒い騎馬が俺を威嚇するようにいななく。

「だが戦いとは単純なパワーやスピードだけで決まるものではない。それを教えてやろう」

「ぜひご教授願いたいもんだ、先輩」

　俺は『ベルフェゴールソード』を構え、魔王としての先輩に言い放った。

　相手は接近戦を主体とするタイプだろう。遠距離から攻撃魔法で一方的に倒せれば話は早いが、あまり威力のある魔法を使うとこの世界自体が壊れかねない。

　そして世界が壊れるということは、ステラたちにもダメージがあるということだ。

「いいだろう。指導の時間だ」

　告げて、ヴリゼーラが騎馬を駆けさせた。

　速い──！

　まさしく人馬一体。迎撃の呪文を唱える間もなく、ヴリゼーラが俺の間合いに侵入する。

「ぬん！」

　馬上から撃ちこまれた剣を、俺は魔力の剣でかろうじて受けた。

　さらに二撃、三撃──。

　巧みなフェイントを交え、稲妻のように打ちこまれる剣先を俺は凌ぎきれない。

「『ベルフェゴールソード』！」

　左手にも魔力の剣を生み出し、二刀流でどうにか防ぐ。

「ぬるい！」

　ヴリゼーラの剣がさらに加速した。二本の魔力剣が半ばから切断される。

　こいつ──俺が生み出した魔力でさえも斬れるのか!?

「『ラグナボム』！」

　驚きつつも、俺はカウンター気味に攻撃呪文を放った。

「ぐっ……！」

　ヴリゼーラは苦鳴を上げて吹き飛ぶ。

　ふたたび距離を取って対峙する俺と騎士魔王。

　間一髪、呪文が間に合ったが、今のは少し冷やりとした。さすがに、相手も魔王だっただけのことはある。

　しかも、あいつの剣技には見覚えがあった。

「ザイラス流剣術に似てる──？」

「ザイラス？　ふん、かつて私が戯れに剣を教えた人間の名だな」

　ヴリゼーラがかすかに笑った。

　ザイラス流剣術──。

　俺が人間の勇者だったころに使っていた流派で、大陸に広く伝わる最強剣術の一つだ。創始者ザイラスは数百年前に『剣聖』と謳われた不世出の天才騎士である。

　今の口ぶりだと、そのザイラスに剣術を教えたのがヴリゼーラということになるが……。

「なるほど。彼は後世に自身の流派を残したというわけか」

　つぶやく騎士魔王。

「しかし、人間の剣術に詳しいようだな、今代の魔王は」

「……！」

「どうした？　迷いが見えるぞ」

　ヴリゼーラが騎馬とともに駆け、ふたたび俺の間合いに侵入した。

「『メテオブレード』！」

　俺は炎の剣を生み出し、反射神経を全開にしてその斬撃を凌ぐ。

　だが、すぐに防戦一方になった。

　攻めるヴリゼーラ。防ぎ、避ける俺。

　十数合の攻防の後──、

「くっ……」

　右肩に熱い痛みが突き抜けた。同時に鮮血が飛ぶ。

　鮮やかなフェイントを織り交ぜた剣が、俺の見切りをわずかに上回ったのだ。

「身体能力だけで防げるほど甘くはないぞ。私の剣は」

　淡々と告げるヴリゼーラ。

　斬撃はさらに加速し、無数の流星のように四方から俺に襲いかかる。高ランクの呪文を唱える余裕はない。

「『ファイアアロー』！」

　とっさに数十単位の火矢を生み出し、放った。

「無駄だ！」

　そのすべてをヴリゼーラは一瞬で切り裂いた。爆風が弾け、俺は風圧で大きく後退する。

「いや、狙い通りだ」

　距離を取ることに成功し、俺は仮面の下でほくそ笑んだ。

「なるほど、今のは攻撃ではなく、爆風を利用して間合いを取るのが狙いだったか」

　ヴリゼーラがまた笑う。

「力押しだけでなく、自身の力を利用した戦いもできるようだな」

「それなりの場数は踏んでるんでな」

　主に、人間だったころにな。

「魔王を継ぐだけのことはある」

　ヴリゼーラの構えが変わった。

「ならば、この一撃も受け切れるか？」

　左手に剣を持ち、右手だけで手綱を握り、極端な前傾姿勢へと。

　同時に、ヴリゼーラの剣が青白い雷光をまとった。

「絶技『破魔の雷閃マギブレイカー』──極限まで対魔力を高めた斬撃は、あらゆる魔法防御を切り裂く。そしてその速度はいかなる魔族も反応できない超々速。貴公にこれが破れるか？」

　つまり、回避も防御もできない絶対の必殺剣──というわけか。

「なかなか厄介だな」

　俺は仮面の下で小さくうなった。

　……勝つ手は、ある。

　最上級魔法であるメガ系の攻撃呪文を使えば、おそらくヴリゼーラを倒せるだろう。少なくとも大ダメージは与えられるはず。

　だが、その攻撃は夢幻の世界ナイトメアワールドそのものを破壊しかねない。

「ステラたちが死ぬようなダメージを負うかもしれないんだよな……」

　だから、この案は却下だ。

　この世界にはダメージを与えず、ヴリゼーラだけを仕留める魔法が必要だった。

　俺は呪文リストを呼び出し、探す。

　だが、表示されたのはメガ系の呪文ばかりだった。このリストは基本的に、状況に最適な呪文が表示される。ただ『状況に最適な呪文』という定義は、あくまでも『敵に勝利すること』を最優先しているみたいだ。

　仲間を守る、という部分は考慮されていないみたいだから、そこは自分で選び直すしかない。

「さあ、どうするか……！」

　俺は小さくうめいた。

　迷っている時間は、残されていない。

　今、決断するしかない。

　勝つために。

　ステラたちを守るために。

「──待てよ。あるいは」

　メガ系呪文で力押しをする以外に、もう一つある。

　危険な賭けになるが、奴に勝てる可能性がもう一つ──。




「どうした？　怖気づいたわけではあるまい？」

　ヴリゼーラが静かに告げる。

　バチッ、バチッ、と突き出した剣の刀身が激しいスパークをまき散らしていた。

　絶技『破魔の雷閃マギブレイカー』。

　防御も回避も不能の、必殺剣技──か。

　俺の『ルシファーズシールド』をもってしても、防げないかもしれない。

　並の相手には絶対不可侵といってもいい防御力を誇る魔力壁だが、相手はまがりなりにも魔王である。その奥義ともなれば、俺の魔力で生み出した防壁でも確実に防げる保障はないだろう。

　そして、もしも防げなければ、俺は両断される。

「やるしかないか、あれを」

　俺たちの間で緊張感が極限まで高まり、

「……いくぞ」

　まず先に動いたのはヴリゼーラだった。

　漆黒の騎馬が超速で疾走する。矢のような勢いで迫る魔王。

「『フラッシャーボム』！」

　俺は無数の光球を打ち出した。

　その数は五百ほど。魔法のランクを落とし、手数で勝負だ。

「ぬるい！」

　迎撃するヴリゼーラの剣は、まさに黒い閃光。光に比肩する斬速ですべての光球を一瞬で切り裂く。

「こいつ……っ！」

　俺も人間の勇者だったころに剣の達人を何人も見てきたが、こいつは格が違う。

　次元が、違う──。

「はあああああああああああああああっ！」

　裂帛の気合とともに、ヴリゼーラが最後の光球を切り裂いた。あらゆる魔法を切り裂くという言葉は、嘘でもハッタリでもない。

「遅いぞ、新米魔王！」

　人馬一体となったヴリゼーラが瞬間移動を見まがう速度で迫ってきた。

「次の呪文の詠唱は間に合うまい。私の勝ちだ」

「確かに、間に合わないな」

　だけど、問題はない。

「さっきの『フラッシャーボム』で、あんたの動きを十分観察できた」

　そして、それは俺の予想通りだった。

　だから、こいつの次の動きは。




　──左右に一度ずつのフェイント。

　──その直後、右側に小さなフェイント。

　──そこから左サイドに突き下ろす刺突。




　俺は一連の動作をすべて予測し、あらかじめ右側に跳んだ。

「何……っ!?」

　ヴリゼーラの斬撃が空を切り、

「『アクアエッジ』！」

　カウンターで放った水の刃がその胸元を切り裂く。

「ぐ……うううっ……」

　黒い甲冑が裂けて鮮血がしぶいた。

「き、貴公、なぜだ……!?」

　ヴリゼーラが苦鳴をもらし、後退する。

「なぜ私よりも早く──私が動く先に移動できた……!?」

「知っている動きだったからだ」

　俺は油断なくヴリゼーラを見据えつつ、告げた。

「ザイラス流剣術基本動作『雷らい襲しゅう』──あんたの動きはまさに、そのお手本だった」

　フェイントの数やタイミング、動きの軌道まですべてが……俺が人間だったころに習った動きそのままだった。

「戦っている途中に気づいた。動きがザイラス流剣術にあまりにも似すぎている──いや、逆だな。ザイラス流剣術こそ、あんたの動きそのものなんだ」

　だから、容易に予測できる。

「……奴に教えた剣術が私の動きを教えた、か」

　つぶやき、ヴリゼーラはかすかに笑った。

「もし俺がザイラス流剣術を知らなければ、今のは防げなかったかもしれない」

「……いや、見事だ」

　ヴリゼーラが小さくため息をついた。

「ザイラスは磨き続けたのだな。私が教えた剣を」

「……ああ、『剣聖』ザイラスから後に続く者たちへ。今も人間の世界で、あんたの剣は生き続けているよ」

「彼に剣を教えたのは、ただの気まぐれだったが」

　ヴリゼーラの声音に、わずかに柔らかい響きが混じった。

「……悪くない気分だ。『弟子』の成長を実感するのは」

　弟子、か。

　ライルのことを思いだす。

　俺も、そんなふうに感慨に耽ふけりたかった。奴にすべてを託してみたかった。

　その想いは、もう叶わない。

「……いや、感傷に浸っている場合じゃないな」

　仮面の下で苦笑する。

　もう断ち切ったことだ。

　もう、終わったことだ。

「今は、もう」

　ステラたちの方を振り返る。

　そう、今の俺には──。

「確かに今のは一本取られたというところ。だが──まだ私は戦えるぞ」

　ヴリゼーラが馬上で剣を構え直す。

「続行だ、今代の魔王よ」

「上等だ」

　油断なく身構える俺。

　──と、そのときだった。

「長々と話しこみおって。私たちがやっているのは試合ではない。戦場の殺し合いなのだぞ」

『魔導帝』エストラームがはるか上空に浮いていた。

「うなれ、我が魔血杖ブラッドロッド──」

　杖を振りかざすエストラーム。

「気づいているぞ。さっきから君は臣下の魔族を気にして戦っている。最大火力の魔法を使わないのは、温存しているのかと思ったが──違う」

　エストラームがフードの奥でにやりと笑った。

「この世界を壊して、臣下が傷つくのを恐れているからだ」

「だから、なんだっていうんだ……！」

　まさか、こいつ。

　嫌な予感で背筋が寒くなった。

「その大事な臣下を灰にしてやろう」

　エストラームが杖を向けた先には、ステラたちがいる！

「やめろ！」

「最大限まで長期詠唱チャージした私の魔法と、ほぼ無詠唱の君の魔法──どっちの威力が上かは、分かるだろう？」

　エストラームの杖の先端にある宝玉がまぶしい光を放った。

「燃え尽きろ──『メガファイア』！」

　全部で二十発ほどの火球がほとばしった。上級の攻撃呪文や防御呪文を唱える時間はない。

「この……っ！」

『ラグナボム』で迎撃する俺。同時に、『ルーンシールド』を張り、攻撃の余波からステラたちを守った。

「重い──」

『ラグナボム』が『メガファイア』に押しこまれていく。

　さすがにエストラームの魔力は高い。

　レベルやステータスは俺が上だが、奴は最大魔力で攻撃してきている。対する俺は、とっさに唱えた魔法のため十分な火力を発揮できない。

　総合的に見て、火力が高いのは奴の方だ──。

「くっ……ううっ……」

　俺の放った黒い光弾が、エストラームの火球群に押しこまれていく。

「さあ、終わりだ」

「フリード様！」

　告げるエストラームの声に、ステラの声が重なった。

「勝って……ください」

　不安げに、それでもまっすぐに俺を見つめる彼女の顔が見える。

「ステラ……！」

　公爵領での出来事を思い出す。

　ステラの過去を。まるで捨てられた子犬のように、俺にすがりついた彼女を。

「──任せろ」

　俺は仮面の下で微笑んだ。

　そうだ、王として。

　俺が、彼女たちを守る──。

　そのとき、俺の胸元から淡い輝きがもれた。

「これは──!?」

　胸の鼓動が異様なほど早まる。

　この感覚は、まさか……！

　同時に、『ラグナボム』を押しこんでいた『メガファイア』の火球群が揺らいだ。少しだけ、奴の攻撃の圧力が緩む。

『メガファイア』の威力が弱まっている──。

「今だ……っ！」

　ありったけの魔力を込める。

　俺の『ラグナボム』が『メガファイア』を押し返していく。

「馬鹿な、なぜ私の魔法が!?」

　エストラームの驚愕の声が響いた。あふれる黒い輝きが、真紅の火球群を弾き散らし、そして、

「弾け散れ、魔王！」

　黒い輝きがエストラームを飲みこみ、大爆発を起こした。




「はあ、はあ、はあ……お、おのれ……」

　とっさに魔力障壁を張ったらしく、魔法使いの魔王はまだ生きている。

　とはいえ、さすがに大ダメージを受けたようだ。身に付けたローブはボロボロで、手にした杖も焼け焦げていた。

「なんだ、君の力は……!?」

　エストラームが俺をにらむ。

「私の魔法の威力を弱めるとは……」

「ステラたちに手は出させない」

　俺はエストラームをにらみ返した。

「臣下を守るか。ふん」

　エストラームが傷だらけの杖を掲げる。

「優しき王よ。だが、それは君の弱みにもなりうるぞ」

「弱み、か」

「受けよ、我が魔法！」

　杖の先から火球が、雷撃が、烈風が、水刃が、次々と飛び出した。呪文のランクを落とし、手数で勝負するつもりらしい。

「なら俺もっ」

　同じく低ランク呪文を連発する。

　生み出した魔法攻撃の数は、ともに数百単位。そして一発一発は俺の方が威力が高い。

「ちいっ、ここまで魔力に差が……！」

　ふたたび押しこまれるエストラーム。

「消えろ！」

　俺はとどめの魔法攻撃連打を加える。

　と、横合いから飛び出した黒い騎士が、その攻撃呪文群を切り裂いた。

『破魔の雷閃マギブレイカー』──あらゆる魔力を切り裂く剣技だ。

「ここまでだ」

　エストラームを守るように、騎士の魔王が立ちはだかる。

「もはや勝敗は明らか。貴公の負けだ、エストラーム殿」

「しかし、ヴリゼーラ──」

「貴公も感じただろう、この男の力を。存分に」

「むう……」

「魔王にふさわしい力量だと思わぬか？」

　言った後、その眼光が鋭くなった。

「甘さはあるが、な」

「同感だ」

　かすかに笑うエストラーム。

　……悪かったな、甘くて。

「それにしても」

　エストラームがフードの奥でスッと目を細めた。

「君の中には不可思議な力が眠っている。魔力を弱体化──いや、阻害ジャミングするとは」

「……ああ」

　その力の正体については心当たりがある。

　だがステラはともかく、他の魔族たちがいる前でおおっぴらに明かすわけにはいかなかった。エストラームの魔法を弱めた力は、おそらく俺の中に『あれ』が眠っている、ってことだろう──。

「そろそろ我らが実体化できる時間もなくなってきたな」

　ヴリゼーラがつぶやいた。その体が徐々に薄れていく。

　隣のエストラームも同じだ。

「いくら魔軍長といえど、我ら魔王クラスを長時間実体化することはできまい」

「だろうな」

　顔を見合わせる二人の魔王。

　彼らはフェリアの力で実体化した幻影である。その効力が切れてきた、ということか。

「仮初めの体……そして短き時間ではあったが、今代の魔王と相まみえて楽しかったぞ」

　言って、エストラームが完全に消滅する。

「私も、貴公と戦えたことを誇りに思う」

　さらにヴリゼーラも、

「ただ、一つ気になることがある。貴公は人間の機微に詳しすぎる」

「……！」

「よもや、その仮面の下は──」

　言いかけて、ヴリゼーラは左右に首を振った。

「いや、詮索は無粋か。頼もしき後継者がいることを嬉しく思うぞ……さらば」

　その言葉を残し、ヴリゼーラもまた消え去った。




「へえ、歴代トップクラスを四人撃破か……すごいわね」

　前方で赤いクリスタルが割れた。

　一人の女魔族がその中から現れる。

　足元まで届く薄桃色の髪に、小悪魔的な微笑を浮かべた美貌。ほとんど下着のような扇情的な衣装を身に付けている。背からはコウモリのような翼が、腰からは細い尾が生えていた。
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「やっと、まともに話せるな」

　俺は彼女と向き合った。

「夢魔姫デッドチャーム──フェリア」

「魔力を振り絞って四人の魔王を実体化させたのに、まさか全滅とは、ね。さすがに過去最強と呼ばれる『始まりの魔王ヴェルファー』までは生み出せなかったけど……それでも、とんでもない強さね」

　フェリアが俺をしげしげと見つめる。

「あたしは勇者との戦いで大きな傷を負ったの。その恐怖をぬぐえなかった……だけど、あなたの戦いぶりを見て、気持ちが楽になったわ」

　と、フェリア。

「かつての魔王たちをも凌駕するあなたの力は、頼もしかった。何よりも臣下を守ることをまず優先したのが気に入ったわ。あたしのこともちゃんと守ってよね？」

「臣下を守るのは、俺の仕事だ」

　俺は彼女にうなずいた。

「ただし──お前も魔界を守るんだ。魔界の大幹部として。そのための力を、俺に貸してくれ」

「ふうん……」

　フェリアがすうっと目を細める。俺を値踏みするように。

「いいわよ。魔王様の命令通りに戦いましょう」

　それから、悪戯っぽい笑みを深めてうなずいた。

「では──あらためて、よろしくね。あたしはフェリア・ゼル・ツィラエーナ。夢魔サキュバスの眷属よ」

「フリードだ」

　うなずく俺。

「魔王様の御前だぞ、フェリア。無礼だ」

　ステラが彼女をにらんだ。

「さっきから妙に馴れ馴れしい……」

「ん？　いいじゃない、別に。先代のユリーシャ様も、あたしのこーいう態度、別に咎めなかったでしょ」

　フェリアは艶然と笑い、俺にしなだれかかった。

「むむ……」

　ステラがますます険しい顔をする。

　そんな彼女を無視するように、フェリアが俺を上目遣いに見上げ、

「ねえ、どうして仮面をつけてるの？」

「いや、これは──」

　俺の素顔は人間時代のものと同じだ。

　厳密には、おそらくこの体は魔族のものだろう。ただ、どうも人間の気配が色濃く残っているらしい。素顔を見られると、俺が元人間だと判別できる者もいる、と以前にステラから注意されていた。

「仮面の下の素顔、あたしにだけ見せてほしいな？」

　さらに擦り寄るフェリア。豊満な胸を思いっきり押しつけてきて、さすがに意識してしまう。

　……まあ、俺も若い盛りじゃないから、いちいちドギマギした態度は出さないが。

「ふふ、魔王様への誘惑はいったんこれくらいにして……まずは夢幻の世界ナイトメアワールドを解除しないとね」

　ちゅっ、と空中に投げキスをした。唇からハート形をした魔力の塊が飛び出し、弾ける。

　ぐごぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　次の瞬間、世界が揺らいだ。

「っ……！」

　一瞬の浮遊感、そして酩酊感にも似た感覚が走り──、

「ここは──」

　執務室の中だった。

　すぐ側にはステラがいる。

「戻った……のか？」

　執務室は、夢の中の世界に入る直前にいた場所だ。

　圧倒的なまでの現実感が周囲に漂っていた。こうして見ると、今までいたのは夢の中の世界なんだと、あらためて実感する。

「ええ、ここはもう現実の魔界よ」

　目の前の空間から溶け出るようにして、フェリアが現れた。

「みんな、目覚めたわ」

「じゃあ全員元通りなんだな？」

　確認する俺。

「大丈夫大丈夫。夢魔姫の名にかけて保証するわよ、魔王様」

　フェリアは薄桃色の髪をかき上げながら、俺にしなだれかかる。さっきから妙にボディタッチが多い。

「……魔界に大きな混乱はないようです、魔王様」

　ステラが報告した。どうやら千里眼で魔界を見回したようだ。

「そうか、よかった」

「まったく。大勢の魔族を巻きこみすぎだぞ、フェリア」

　ステラが憤然と言った。

「ごめんね～。あたしにも夢幻の世界を制御できなかったのよ。ほら、あたしって繊細だし」

「どこが繊細だ」

「ひどいわねぇ」

　フェリアはにっこり笑って、ますます俺に体を寄せる。

　むちっとした体が俺に密着した。豊かな胸の弾力が押しつけられていて、興奮で体が熱くなる。

「フェリ……ア……？」

　ふふっ、と笑ったフェリアの吐息が、俺の首筋をくすぐった。

　ぞくり、と肌が粟立つ。さっきから、その……下半身にやたらと血流が集まっている感じがあった。有り体に言うとムラムラしていた。

「この感じ……お前、『チャーム』を使っているな！」

　ステラが叫んだ。

「よりによって魔王様を魔法で誘惑するとは何事だ！」

「あ、バレちゃった？　さすがにステラにはごまかしが効かないわね」

　悪戯っぽくぺろりと舌を出すフェリア。

『チャーム』──サキュバスが得意とする魅了の魔法か。

　フェリアを見て妙にドギマギしてしまったのは、そのせいらしい。

　……もしかしたら、『チャーム』に関係なく、素でドギマギしていた部分もあるかもしれないが。

　一方のステラは仏頂面だ。

「あたしはサキュバスだもの。男を惑わせるのは生態みたいなものよ」

「そういう問題じゃない」

「真面目ねぇ。そんなことだから、いつまで経っても生娘なのよ」

「し、処女で悪いか」

　ステラがわずかにたじろぎ、

「そういうお前だって、経験豊富を装っているだけで──」

「ふふ、なんのことかしら？」

　怒るステラと微笑むフェリアが対峙する。

「前の魔王様は女だから誘惑しなかったんだけど、今度はアプローチしちゃおっかな？　しちゃおっかな？」

　フェリアの視線がステラから俺に移った。

　全身にねっとり絡みつくような視線だ。見つめられているだけで、肌がゾワゾワする。

　また『チャーム』を使ってないか、これ？

「お妃にしてほしい──なんて贅沢は言わないから、愛妾の一人に加えてくださいな、魔王様？」

「フェリア、いいかげんにしろ。魔王様がお困りだ」

「そう？　むしろ喜んでるんじゃないかしら」

　フェリアがステラを見つめる。

「あんた、さっきからヤキモチ焼いてるだけでしょ」

「なっ……!?」

　ステラが言葉を詰まらせた。

　あれ、なんだか顔が赤いぞ、ステラ？

「わ、私は、その、魔王様への忠義心で言っているにすぎん！」

「照れちゃって初心ねぇ。男を落とすテクニック、あたしが色々教えてあげよっか？　魔王様もイチコロよ」

「ま、魔王様も……!?　本当か……っ？」

　いや、なんでそこで食いつくんだ、ステラ。

「魔王様が、私を……」

「サキュバスはすべての恋する乙女の味方。後でレクチャーしてあげるわ」

「お前、もしかして本当はいい奴か？」

　ステラはフェリアをまじまじと見つめた。

「あーら、今ごろ気づいたの？」

「フェリア、私が全面的に悪かった」

　なんで懐柔されてるんだよ、ステラ。

「──と、まあ冗談はこれくらいにしておいて」

「じ、冗談だと!?」

　笑うフェリアに、ステラがすごい形相で叫んだ。

「魔王様を落とすテクニック……冗談だったのか……っ？」

　いや、そこは冗談でもいいだろ、別に。
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「勇者ライル・ライアードに刑を言い渡す」

　ライルは法廷の中央でうなだれ、裁判官の言葉を聞いている。

　魔王にかけられた魔法によって、彼は勇者ギルドで自身が魔界で行ったことを自白した。

　その罪に対する判決が、今日下されるのだ。

「ぐ……うう……ぅぅぅ……っ」

　激痛が体中を間断なく駆け巡っていた。師匠だったフリードから呪いをかけられて以来、この痛みに慣れる日はない。

　夜も眠れず、慢性的な睡眠不足が続いていた。歩くだけでも難儀し、言葉を発するだけでも痛みが走り、日常生活を送るのも困難なほどだ。

（くそ……フリードめ……許さない……許さない……！）

　心の中で、ひたすらに呪詛を吐き出す。

　それしか、できない。それ以外に、何もできない。

「仲間であり師でもあったフリード・ラッツへの裏切り」

「結果的に魔界を攻略する好機を失い、新たな魔王を生誕させる発端を作ったこと」

「すべてが、勇者としてはあるまじき下劣な行為である」

「決して許されることではない」

　聴衆から非難の声が飛ぶ。罵声が飛ぶ。怒号が飛ぶ。

　そこには勇者に対する敬意など一片もなかった。

　ライルは屈辱に全身を震わせた。

「ただし、これまでの勇者としての功績は素晴らしく、死罪だけは免れるものとする」

「よって、ライル・ライアードを懲役千七百年の刑と処す。また奇蹟兵装の所有権永久剥奪、ならびに勇者名簿からの除名、ならびに──」

　判決が、遠くから聞こえてきた。




　王城の最下層にある牢には、窓すらない。目に入るのは剥き出しの岩の壁と鉄格子だけである。

「師匠を裏切って、手柄を独り占めしようとしたんだってよ」

「最低だな、こいつ」

　見回りの牢番たちが、ライルの前で立ち止まり、笑った。

「けど、腕は確かだったんだろ？」

「智天使ケルビム級の奇蹟兵装使いだってよ。まあ、四天聖剣セイクリッドエッジ様がいれば、こんな奴がいなくても大丈夫さ」

「そうそう、四天聖剣セイクリッドエッジ様といえば、いま大聖堂カテドラルで修業してるって話だ」

「へえ」

「遠からず、第二次の魔界侵攻作戦が行われる予定で、そこに加わるかもしれないんだとよ」

「本当か！　あの人たちが行ってくれるなら、魔王なんて敵じゃねーな」

「いや、新しい魔王ってのは相当強いらしい。噂じゃ伝説の『始まりの魔王ヴェルファー』すら凌ぐとか……」

　彼らの雑談を、ライルは聞くでもなく聞いていた。

（僕は……一生このままなのか……）

　何者にもなれず、毎日を牢で過ごし、痛みに苛まれ続けて。

　勇名は地に堕ち、罪人として歴史に名が残り。

（希望はもう……ないんだ……）

　残りの人生は、絶望と空虚さに支配されるのだ──。
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　そこは白い輝きに覆われた異空間だった。

　空中に、数千の的が浮かんでいる。いずれも弓の訓練で使う小さな的である。

「いくわよ、『ラファエル』。すべての標的を貫け──」

　ルドミラはＸ字型をした弓──熾天使セラフ級奇蹟兵装『ラファエル』を構えた。弦を引き絞ると、彼女の精神の高まりに応じて光の矢が出現する。

「最大装弾精密連射サウザンドアロー！」

　放った矢が全部で７７７本に分裂し、標的を次々に射抜く。

「……駄目ね」

　ルドミラは小さくため息をついた。すべての的を同時に射抜くには、一度に発射できる矢の数が足りない。

「精神力自体は一週間前よりも向上していますが……まだ足りないみたいですね～」

　背後からの声に、ルドミラは振り返った。

　立っていたのは、花のように愛らしい一人の少女だ。

　ツーサイドアップにした銀色の髪に真紅の瞳。小柄な体にまとうのは、瞳と同色の赤い衣装。頭上には輝く光輪が浮かび、背から白い翼が伸びていた。

「……ルージュ様」

「引き続きがんばりましょう～」

　彼女──ルージュが微笑む。

「その奇蹟兵装の力をすべて引き出せば、今の三倍の数の矢を出せるはずですよ」

「三倍……ですか」

　ルドミラはうめいた。精神力を限界まで振り絞り、意識がぼうっとしていた。

　光の矢を生み出すと、精神エネルギーを消耗する。一度に放つことができる矢は７７７本が限界だ。

　その三倍の数の光の矢を生み出すなど、考えただけでも頭がくらくらする。

「ルドミラさん、これくらいで疲れるようでは、神の試練の第一段階すら突破できませんよ～」

　ルージュがにっこりと微笑んだ。




　──彼女に出会ったのは一週間ほど前。

　来るべき魔界での決戦に備え、ルドミラは同じ四天聖剣セイクリッドエッジのフィオーレとともに修業と奇蹟兵装の強化に努めることになった。

　その方法を聞くために『神託の間』に入った。地上で唯一、天界の神と通信できる部屋である。

　部屋に入ると、一人の少女が現れた。

「ようこそ～。勇者ギルドの人たちから聞いてますよ。修業したいというのは、あなたたちですねっ」

「あなたは……？」

「わたしは神の使い──『紅の使徒ルージュ』といいます。あなたたちのコーチ役です～、よろしくねっ」

　妙に軽いノリともに、彼女が挨拶をする。

「神の、使い……」

「天使様、ということでしょうか？」

　フィオーレがたずねた。

　結い上げた金髪に気品のある美貌。貴族令嬢であり、熾天使セラフ級奇蹟兵装『ミカエル』を操る四天聖剣セイクリッドエッジでもある勇者だ。

「ですね。ルージュとお呼びくださいな」

　にっこりと笑ったルージュは、

「神話の時代──神々と魔王ヴェルファーは激しい戦いを繰り広げました」

　突然語りだした。

「神々は人間に奇蹟兵装を与え、その戦いの末にヴェルファーを打ち倒しました。配下の魔族たちも弱体化し、彼らは魔界に撤退しました」

　神々と魔王との戦いの歴史だ。

「神々も大きな傷を受け、長い休眠期間を必要としました。ですが、その傷も癒えつつあります。人間と断片的な交信しかできなかった状況から、こうして天使を──つまり、わたしを派遣できるまでに回復したのです。めでたしめでたし～」

　ルージュが嬉しそうに笑う。

「というわけで、このわたしがあなたたちをバッチリ鍛えちゃいますね。ちょっと危険も伴いますけど、強くなるためにがんばってついて来てくださいね～」

「……よろしくお願いします、ルージュ様」

　天使というには、威厳のかけらもない少女を前に、ルドミラは戸惑っていた。

「じゃあ、さっそくレクチャー開始。まず奇蹟兵装について」

　と、ルージュ。

「ご存知だと思いますけど、奇蹟兵装の稼働には大量の精神エネルギーを消耗します。あまり長時間の戦いには向いてないわけですね」

　確かにその通りだ。ゆえに、魔族と戦うときは消耗具合も計算し、複数の勇者で当たるのが基本戦術となる。

「また精神エネルギーの変換ロスの問題もあります。たとえば十の精神エネルギーを使用したとして、奇蹟兵装が攻撃力として変換できるのは通常で三割から四割程度。これを十割に近づけるようにしましょう。そうすれば、より高威力かつ高精度の攻撃を放つことが可能です」

　ぴっ、と人差し指を立てて、ルージュが説明する。

「そこで、まず第一段階として、あなたたちの精神力を強化しましょう。第二段階はエネルギー変換効率の向上。そして最終段階でわたしとの実戦訓練です。この三つをすべてクリアすれば晴れて合格となります～」

「三つの試練、というわけですか」

「そういうこと。じゃあ、さっそく一つ目。精神力の強化です」

　たずねたルドミラにルージュが微笑んだ。

「正確には、奇蹟兵装を稼働させるための精神エネルギーを、より強くするということですね」

「精神エネルギーを、強く……」

「奇蹟兵装を操るのに必要なのは、心の力。思い出してください。あなたが戦う理由を。そして強く象るのです。今よりも、もっと強く。もっともっと強く」

　神の使徒たる少女は語る。

「その想いの先に──心が成長した果てに、あなた方はさらなる力を得るでしょう」

「つまり、あたしたちの心次第ということですね」

　ルドミラがうつむく。

「もっと……心を強くもたねば……」

「あなたは少し思いつめるところがあるようですね。もっとリラックスですよ」

　ウインクする天使。

「確かに、ルドミラさんは真面目すぎますわね」

　フィオーレが微笑む。

「隣の『神託の間』でも担当の天使が、あなたたちのお仲間を鍛えているはず。負けないようにこちらもがんばりましょうねっ」

　と、ルージュ。

「──というわけで、さっそく移動です」

　ぱちん、と指を鳴らす。

　同時に、周囲の景色が切り替わり、白く輝く空間が現れた。

　ルージュの話によれば、修業のために生み出した異空間なのだという。今ごろは四天聖剣セイクリッドエッジのシオンとリアヴェルトも同じように修業しているということだった。




　──というわけで、修業が始まった。

　それから一週間。ルージュの指導により、ルドミラは今のような訓練を続けている。

『ラファエル』の最大装弾数を増加する訓練だ。

　だが、成果は今のところゼロだった。最大装弾数は７７７本のまま、一向に増えない。

「やっぱり駄目ね……あたしの精神力が足りない……！」

「うーん、もっと気楽にやったほうがいいですよ～？」

「でも、次の魔界侵攻作戦では、あたしたちも同行できるかもしれないんです」

　前回の侵攻作戦では、四天聖剣セイクリッドエッジは参加できなかった。

　彼女たちが扱う熾天使セラフ級奇蹟兵装は、他のクラスの奇蹟兵装に比べて圧倒的に高い聖性を持つ。

　その聖性が魔界の結界に跳ね返され、通過できなくなるのだ。

　彼女たちが魔界へ行くためには、結界に今までより大きな穴を空ける必要があるそうだ。それは上層部で進めているそうだが──。

「だから、あたしも戦力になりたい。手も足も出なかった魔王に、今度こそ勝ちたい──いえ、勝たなければいけません。でなければ、多くの人たちが犠牲に……ひゃあんっ!?」

　言いかけたところで、いきなりルージュに抱きつかれた。

「はい、思いつめすぎ」

　ぎゅうっと抱きしめられて、少しだけ落ち着きを取り戻す。

「もっと、りらーっくすしましょ？」

「ですが、ルージュ様。気楽に構えていては、魔王を超える力は手に入りません……！」

「りらーっくす、って言ってるのに～」

　ルージュがまた抱きついてきた。

「生真面目ですねぇ。うーん……ルドミラさんには、こういう荒療治っぽいのがいいかもですねー」

　ぱちんと指を鳴らすルージュ。

「荒療治？」

　たずねようとした直後、

「きゃあっ……!?」

　離れた場所で訓練していたフィオーレが、突然悲鳴を上げる。虚空から何本もの黒い触手が現れ、彼女を取り囲んだのだ。

「こ、この──」

　手にした細剣──奇蹟兵装『ミカエル』で触手群を斬り裂こうとするフィオーレ。

「ちょっと取り上げさせてもらいますね～」

　ルージュの放った光弾が、フィオーレの手から細剣を弾き飛ばした。

　丸腰になった彼女の四肢に触手が絡みつく。触手は十本、二十本と数を増していき、やがて──周囲一面が、数えきれないほどの黒い触手群に覆われた。

「はっ、ああぁぁぁぁ……いやぁぁぁぁっ……！」

　触手群に拘束されたフィオーレが悲鳴を上げた。秀麗な顔が苦悶に歪んでいる。

「あの触手には精神汚染能力があります。放っておくと気が触れてしまいますよ？」

「なっ……！　彼女を離してください！」

　ルドミラは怒りの声を上げた。

「危険な修業だと最初に言ったでしょう？」

　ルージュの顔から笑みが消える。

　先ほどまでの気楽な雰囲気は消えていた。氷のように冷たい雰囲気だ。

「命も懸けずに何を手に入れるつもりだったんです？　あなたたちが求める力は、そんなに軽い物ではないはずですよ」

「くっ……！」

「さあ、仲間のピンチだけど……どうします？」

「貫け、『ラファエル』！」

　７７７本の矢で触手をまとめて吹き飛ばす。

「無駄ですよ」

　ルージュが冷然と告げて、ぱちんと指を鳴らした。またたく間にすべての触手が再生してしまう。

「その触手は全部で２０００本あります。そのすべてを同時に破壊しない限り──一本でも残っている限り、瞬時に再生してしまうんです」

「２０００本を、同時に……!?」

　だが『ラファエル』の最大装弾数は７７７本だ。一度の攻撃で触手すべてを消し飛ばすのは不可能だった。

「迷っている暇はありませんよ。仲間の心が壊れるまで、あと少し──」

　ルージュがルドミラを見据えた。

「あなたはかつて、魔族に大切な者を根こそぎ奪われていますね？　今また──自分の非力さで、大切な仲間を失いますか？　それとも」

「あたしは……」

　すべてを滅ぼされた、あの日のことを思いだす。

　あんな絶望はもう嫌だから。

　誰か失うのはもう嫌だから。

　もう誰も死なせたくないから。

　だから、あたしは勇者になった。

「力なき者は何も守れない。力なき正義は誰も救えない」

「あたしは──」

　ルージュの言葉に、ルドミラは『ラファエル』を強く握りしめた。

「あああ……ああ……ぁぁぁぁ……っ……！」

　目の前では、苦しむフィオーレの姿がある。

　黒い触手群が──村を襲った魔族の姿に重なった。

　許せない。

　憎い。

　心の奥底で、何かが湧き立つ。

「力が……」

　欲しい。

　すべてを壊す力を。

　すべてを、殺す力を。

　──どくん。

　心の奥で蠢くものがあった。ドス黒い殺意だった。

　神の武具である奇蹟兵装を起動させるには、もっともそぐわない負の感情。

　──どくんっ！

『ラファエル』が激しく鳴動したのは、そのときだった。

「これは──!?」

　ルドミラは驚きの声を上げた。

　奇蹟兵装『ラファエル』の形が変わっている。

　Ｘ字型の弓が、星のような形へと。色合いも翡翠色から光沢のある漆黒に変わり、各部に黄金の装飾がなされていた。

「へえ、混沌形態カオスフォームですか」

　ルージュがそれを見て微笑んだ。

「思ったよりも早い移行ですね～。なかなかの素質です」

「カオス……フォーム？」

「ふふ、今ならもっと強い力を出せますよ」

「──試してみます」

　ルドミラは黒い弓を構えた。触手群に囲まれたフィオーレを見つめる。

「うう……くあ、あぁぁ……っ」

　苦悶に顔を歪めるフィオーレ。精神汚染が進む前に救いださなければならない──。

「あたしに力を貸して、『ラファエル』」

　ルドミラは大きく弦を引き絞った。

「すべてを滅ぼし、殺す力を──」

　そして、放つ。




「弐式・最大装弾精密連射アクセル・サウザンドアロー！」




　気合いの声とともに、放たれた矢は２０００に分裂した。

　一瞬──だった。

　すべての触手は瞬時にして射抜かれ、消滅する。

「ほら、できたじゃないですか」

　戦況を見守っていたルージュが微笑む。

「これは──」

　ルドミラは矢を放った体勢のまま、驚く。

　今までの最大装弾数をはるかに超えている。しかも、おそらく先ほどの２０００本が限界というわけではなさそうだ。

　慣れれば、さらに上の──。

「あなたの心の力を引き出すトリガーを自覚しなさい」

　ルージュがルドミラの元に歩み寄る。

「トリガー……？」

「あなたの根源は『憎悪』」

　天使の少女の瞳がすうっと細まった。

「かつて、故郷を滅ぼした魔族に立ち向かったときに芽生えた激しい怒りと憎しみ──それがあなたの戦う理由の根幹でしょう？」

　ルドミラの過去を見ることができるのか、強烈な眼光が彼女を捉えている。

「あなたにとっての出発点。それを忘れないで。なんのために魔族と戦ってきたのか。なんのために魔族と戦っていくのか」

「あたしの……戦う理由、ですか」

　ルドミラはひとりごちた。

「騙すような真似をしてごめんなさい」

　ルージュは深々と頭を下げる。

「奇蹟兵装を操るのは心の力。精神的にぎりぎりまで追いこむことで、あなたの成長を促そうとしたのですが──嫌なやり方でしたね」

「……いえ、おかげで力を身に付けることができました」

　ルドミラは天使の少女に一礼した。

「感謝します、ルージュ様」

「そう？　やっぱり、わたしのやり方でよかったですかね？」

　たちまち笑顔に戻るルージュ。

「有能コーチじゃない、わたしって。うん、偉い偉い」

「……いえ、ちょっとは反省もしてほしいんですが」

　コロッと態度を変えた少女に、ルドミラは少し憮然とした。

「あ、いちおう言っておくと、触手の精神汚染攻撃は命に別状があるようなものじゃないんですよ。あなたが真の力を引き出せるように、危険な攻撃だと誤認させただけ」

　その言葉通り、フィオーレは「んー」と伸びをしている。

　どうやら体にも心にも別条はなさそうだった。

「ですが、まだ『半分』といったところでしょうか」

　つぶやくルージュ。

「半分……？」

「じゃあ、次はフィオーレさんですね。さあ、サクサクいっちゃいましょうか～」

　無邪気とさえいえる笑顔で、神の使徒たる少女がフィオーレに呼びかけた。




　冷やりとした外気に温泉の熱気が気持ちよかった。

「お風呂まであるなんて……」

　岩でできた湯船を見て、ルドミラは驚きのつぶやきをもらす。

　訓練から数時間、ルージュに案内された場所は天然の露天風呂だった。異空間にこんな場所があるとは驚きだ。

「えへへ、やっぱりトレーニングの後は、ゆっくりお風呂に入って気持ちよくなりたいですからね。特別に作ったんです～」

　と、ルージュ。

「人間の世界の『温泉』というのを再現してみました。確かこういうの、露天風呂って言うんですよね？」

　ぱちん、と指を鳴らす。

　白い空間の上部に、美しい星空が現れた。

「雰囲気作りもしてみました。絶景ですよね」

　ぐっ、と親指を立てて、得意げに告げるルージュ。

「さ、入りましょ」

　三人は服を脱ぎ、温泉に浸かった。

「ふう、気持ちいいですわね」

　フィオーレが満足げな顔で息をついた。

　着やせするタイプらしく、豊かな胸がたわわに揺れている。ミルク色の美しい肌は、同性であるルドミラも思わず見とれるほど艶めいていた。

「人間の世界にはこんな温泉がいくつもあるんでしょ？　いいな～、わたしも行ってみたいです」

　ルージュが微笑む。

「神様からの許可が下りたら、人間の世界に行ってみたいです。今度案内してくださいね」
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「あたしたちでよければ」

「ええ、三人で町を回りましょう」

　ルドミラとフィオーレがうなずく。

「やったー！　約束ですよっ」

　ルージュが無邪気にはしゃいだ。

「あ、でも、神様は戒律に厳しいんですよね。わたしたち、よほどの理由がないと下界に降りられないし」

「そうなんですか？」

「そ。『神託の間』以外じゃ、人間と接触することもできないんですよ」

　と、ルージュ。

「あの……一つ、聞いてもいいですか？」

　ルドミラが切り出した。

「どうぞ～」

「なぜ、神はあたしたちに段階的な力の授与を？」

「ん？」

　首をかしげるルージュに、彼女は鋭い視線を浴びせた。

「正直、納得のいかない部分があります。たとえ、神といえども──」

「ち、ちょっと、ルドミラさん……」

　驚くフィオーレに軽くうなずき、ルドミラは続けた。

「最初からもっと強い力を得ていれば、あたしたちは魔王すら倒せたのでは？」

「神の御心を疑ってはいけませんよ、ルドミラさん」

　ルージュが微笑んだ。

「でも、魔族の侵攻で多くの犠牲が出ています。あたしの故郷だって──」

「神の御心を量ってはなりません。神の御心に背いてはなりません。神の御心を疑ってはなりません」

　ルージュが、まるで呪文のように告げた、

　以前に勇者ギルドの上層部から言われたのと、同じ台詞だった。

「ただ信じることです。神を」

「あたしは──」

　ルドミラはうつむき、唇を噛みしめた。

　信じられるのだろうか。

　人は、ただ神の手の上で踊らされているだけではないのだろうか。

　漠然とした不安感が、ルドミラの胸をよぎる。

　消えない、不安感が。
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　魔界は陽の光が差さない暗黒の世界だが、夜になれば月が出る。

　その月明かりが、俺たちの眼前に立ちはだかるモンスターの群れを照らし出していた。その数は全部で三十ほど。

「またお出ましか」

「これも魔法で生み出された兵器のようです、フリード様」

　ステラが第三の瞳でスキャンして告げた。

「下がってろステラ。全部撃ち抜く」

　俺は右手をまっすぐ突き出す。

「『ホーミングレイ』」

　追尾式の光弾が三十のモンスターをすべて貫いた。

　おおぉぉぉ……んっ。

　苦鳴とともに、すべてのモンスターが倒れ伏した。一撃で全滅である。

「しかし……次から次へと出てくるな」

　ここまでの道中で五百体くらいはモンスターを倒しているはずだ。

「フリード様、魔力は大丈夫ですか」

「問題ない。まだまだ余力がある」

　心配そうなステラにうなずく俺。

「先へ進もう」

　俺たちはふたたび歩き出す。

　深い霧が立ちこめる険しい峡谷。その奥地に目的の魔族がいるはずだ。

「新たな『極魔導マスター』が──」

　その、候補が。




　──時間は、半日ほど前にさかのぼる。

「よく来てくれた。我が側近、魔軍長たちよ」

　八つの席がある円卓で、俺は三人の魔族──ステラ、リーガル、フェリアに告げた。

　俺が身に付けているのはローブと杖、そして王冠。魔王としての正装だった。

　ちなみに杖は実戦ではほとんど使っておらず、飾り同然だった。本来は魔法を使用する際の補助道具らしいが、これがなくても普通に魔法を撃てる。だから、初めて勇者たちと戦ったときくらいしか、この杖を使っていない。

　ほとんど雰囲気づくりの小道具と化していた。

「掛けてくれ」

　俺は王冠を外し、杖を置いて座ると、三人に促す。

　ステラたちは一礼して椅子に座った。

　あらためて三人を見回す。

　右隣の席に掛けているのは、長い銀髪の美少女だ。身に付けているのは、黒い軍服風の衣装。魔神眼ヴィジョンの称号を持つ魔軍長にして、俺の片腕ともいえる側近ステラである。

　正面に座したのは、古めかしい金属甲冑をまとった髑髏の剣士。不死王ロードアンデッドの称号を持ち、アンデッド軍団を従える魔軍長リーガルだ。

　そして左隣には、薄桃色の髪を足元まで伸ばした色っぽい美女が座っている。下着と見まがうような扇情的な衣装に、蝙蝠を思わせる羽根。夢魔姫デッドチャームの称号を持ち、精神干渉系の魔術を得意とする魔軍長フェリアだった。

「これで魔軍長が三人になったか」

　円卓の席は全部で八つ。一つは俺で、残る七つは魔軍長用のものである。

　今日は俺と魔軍長たちで、魔界の防衛についての会議だった。

「勇者たちが魔界に侵攻してくるまで、およそ二ヶ月半。迎撃態勢を整えなければならない」

　俺は三人に告げた。

「王よ、あなたほどの力があれば、人間どもを根絶やしにすることもできるのではありませんか？」

　リーガルがたずねる。

　髑髏の眼に金色の光が宿り、俺をまっすぐ射抜いた。

「……人間を侮るな、リーガル。特に上位の勇者たちの力はかなりものだ」

　静かに首を振る俺。

　もっとも、奴の言うことには一理ある。

　確かに、俺が人間界に行き、最上級の広範囲破壊呪文──メガファイアやメガサンダーあたりを連発すれば、国単位で壊滅的な被害を与えられるかもしれない。
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　だけど──それは単なる虐殺だ。自衛のための戦い、という範疇を越えすぎている。

　その虐殺は憎しみの連鎖を生むだろう。

　それに、もう一つの理由がある。

　ライルとの戦いで、俺の力が一時的に弱体化したことだった。あれと同じことがまた起これば──不覚を取ることもあるだろう。

「我が魔界の国力も先の戦いで削がれている。まずは体制を整えることだ」

「防戦主体ということですか。ならば、奴らが攻めてきた暁には、我がアンデッド軍団が蹴散らしてみせましょう」

「自信たっぷりだねー」

　フェリアがニヤニヤした顔でリーガルを見た。

「返り討ちにあうんじゃない？　大丈夫？」

「なんだと」

　茶化すような口調の彼女をリーガルがじろりとにらんだ。

　ステラとリーガルもそうだけど、どうも魔軍長同士というのは、あまり仲がよくないみたいだ。

「この間の『夢幻の世界ナイトメアワールド』を使った精神干渉とかで勇者たちを迎撃できないのか、フェリア？」

　仲裁も兼ねて、たずねる俺。

「あ、無理無理～。この前は力が暴走気味だったから、あれだけの範囲に精神フィールドを広げられたけど、あんなの長くはもたないわよ」

　と、フェリアが首を振った。

「すっごく疲れるし」

「夢などというまやかしの力など不要」

　リーガルが傲然と言った。

「不遜なる人間どもは、この俺の剣で蹴散らしてくれよう」

「脳筋」

　フェリアがぼそりとつぶやいた。

「あ、でもアンデッドだから脳がないんだよね」

「貴様は先ほどから俺を愚弄しているのか？」

　リーガルの口調に不穏なものが混じる。

　というか、さっきからフェリアに対してはずっと不穏な口調だ。

　幹部同士、できれば仲良くしてほしいものだが……。

「二人とも魔王様の御前だ。慎め」

　ステラが割って入った。

「はいはーい」

「……ふん」

「そうだ、リーガルは勇者の残党がいないか、探索していたな」

　俺は別の話題を振った。

「その後の成果はどうだ？」

「はっ。先日に続き、残る地域を探索しましたが、勇者の残党は発見できませんでした。先の戦闘で、すべて殲滅もしくは追放されたかと」

「そうか。ご苦労だった」

　と、リーガルをねぎらっておく。

「魔界の結界が破られないかぎり、当面は勇者の脅威は去ったと見ていい」

　俺は三人をあらためて見回した。

「では、次に各軍の分担を整理しよう──」




　魔界には七人の魔軍長をトップとする七つの魔軍がある。

　俺は三人の魔軍長と相談して、それらの魔軍にあらためて役割を割り振った。

　アンデッドや獣人たちには、魔界周辺の警護を。

　魔導を操る魔族たちには、結界の監視と点検を。

　眼魔がんまや聴魔ちょうまなど感覚器官に優れた魔族たちには索敵と情報収集を。

　夢魔たちには精神攻撃を仕掛けられた際の防御に備えてもらい、神官系の魔族は治癒能力に長けているため、有事の際の体制を再構築する。

　ただ、大半の魔族はそれほど戦闘力が高くない。

　もっと強固な防御態勢が必要である。

「やはり、一騎当千の強者が欲しいところだな」

　俺一人で広大な魔界全域をどこまでカバーできるかは分からない。

「少なくとも、先の戦いで討たれた三人の魔軍長の後任を決めておく必要があるでしょう」

　ステラが言った。

「できるだけ、早急に──ですな」

　リーガルが俺を見る。

「それと、人間界に侵攻したまま消息が知れない獣帝ギガントロアゼガートの行方もつかむべきです。かの者こそ、まさしく一騎当千の猛者。私とて一対一で勝つのは難しいでしょう」

　……そんなに強いのか、ゼガートって。

　ぜひ、魔界の防備に加わってほしいところだ。

「なんとかゼガートを探し出すことはできないか？」

「それについては探索任務に長けた魔族を送りこんでおきましょう」

　答えたのはステラだ。

「俺が直接出向いて探すのはどうだ？」

　それこそ前回の要領で、ゼガートと合流次第すぐに魔界に戻るとか。

「いえ、彼が攻めていた場所は、勇者の数も多く──魔王様といえども、万が一の危険があります」

　ステラが首を振った。

「それに──魔王様には、新魔軍長の選定に注力していただきたく思います。結界が破られるまでに、できるだけ防衛体制を整えておくべきでしょう」

「……確かにそうだが」

　ならば、なおさらゼガートを見つけておきたい。

「ゼガートの元には私が行きましょう」

　リーガルが名乗り出た。

「おお、行ってくれるか」

「この中では私がもっとも人間界の地理に慣れているでしょう。それに戦闘能力においても、私が適任かと」

「リーガル、戦いしか能がないもんね」

　と、茶々を入れるフェリア。

「王よ、よろしいですか」

「あ、無視しないでよ！」

　フェリアが拗ねたように唇を尖らせた。




　その後も魔界の防衛体制について小一時間ほど話し合い、会議を終えることになった。

「では、それぞれの仕事に戻ってくれ。ご苦労だった」

　俺は三人の魔軍長をねぎらう。

「それとステラは少し残ってほしい。相談したいことがある」

「承知いたしました」

　恭しくうなずくステラ。

「え、ステラだけ特別？　いいなぁ、あたし妬けちゃう」

　その隣でフェリアが悪戯っぽく笑った。

「今度あたしにもマンツーマンの相談してほしいな？　な・ん・で・も・応えちゃうわよ、魔王様？」

　異様に色っぽい科しなを作り、艶然と俺を見つめるフェリア。背筋が少しゾクリとした。

　……こいつ、また魅惑魔法チャームを使ってないか？

「魔王様の御前だぞ、慎め」

　ステラがキッとした顔でフェリアをにらむ。

「ん、ヤキモチ？」

「だ、誰がヤキモチかっ。私の気持ちはあくまでも──」

「単なる忠義心？　前にもそんなことを言ってたけど……魔王軍に戻ってきてから、しばらく様子を見てたら、とてもそうは思えないのよねー」

　ふふん、とフェリアが笑う。

「な、ななななななな何を言っている!?　私は、忠義様への魔王心をっ、あ、いや違う、逆だ……と、とにかく、忠義心といったら忠義心だっ。ほ、ほ、本当だからなっ」

　うろたえるステラ。

　どうもこういう話題は苦手らしいな。顔が真っ赤だ。

「まあ、その辺にしておけ二人とも」

　微笑ましくて、つい笑ってしまった。

「はーい」

「失礼いたしました、魔王様」

　あっけらかんとうなずくフェリアと、まだ顔が赤いステラ。

「……恋愛感情とやらか。俺にはそういった機微は分からん」

　リーガルがぼそっとつぶやく。

「まあ、アンデッドには分からないわよねー」

「分かりたいとも思わん。俺に理解できるのは剣と剣の語らいのみ」

　武人らしい台詞を告げたリーガルは、

「王よ、私はこれで」

　俺に一礼して去っていった。

「あたしも。またね、魔王様」

　フェリアも退室する。

「ご相談とはなんでしょう、フリード様」

　彼らが去った後、ステラがたずねた。

「この間の『夢幻の世界ナイトメアワールド』でのことだ」

　二人っきりになったので、俺は仮面を外した。

「過去の魔王の一人──エストラームと戦ったときに、奴の魔法が突然弱まった。その理由が気になってな」

「弱まった……？」

　ステラが眉をひそめる。

「もしかしたら、なんらかの力で魔法の効果が阻害ジャミングされていたんじゃないか、って思ってな」

「阻害……ですか？」

「俺が人間の勇者だったころに使っていた奇蹟兵装『グラム』に魔法効果の阻害能力というのがあった。その力に似ていたんだ」

　説明する俺。

「ステラの『眼』で何か感知できないか？」

「……やってみますね」

　ステラが俺と向き合った。まばゆい輝きとともに、額に第三の瞳が開く。

　彼女は眼魔と呼ばれる眷属だ。その目は、遠隔視や透視から毒や呪術など幅広い能力を備えている。

「……駄目ですね。ぼんやりとして、私の千里眼でも見えません」

　ステラが申し訳なさそうに頭を下げた。

「ただ、フリード様の中から強い魔力を感じました。なんらかの魔導具の気配が」

「魔導具……？」

　奇蹟兵装も、大きな意味では魔導具の一つといえなくもないな。

「魔導の範疇ですから、その分野に長けた者なら──」

　と、ステラ。

「あるいは何か分かるかもしれません。千里眼による解析よりも、魔法研究の分野かと」

「七軍の中には、魔法使い系の魔族たちもいるよな？　彼らに調べさせればなんとかならないか？」

「そうですね……いえ、少し危険だと思います」

　俺の提案にうなずきかけたところで、ステラが首を振る。

「仮にフリード様の中に『グラム』があった場合……なぜ魔王が奇蹟兵装を宿しているのか、と疑いを招きかねません」

「確かに……」

　一理ある。だが、このまま放置はできない。

「調べるにせよ、大人数相手では秘密を保てません。誰か一人に調べさせる、というのは？」

「いいかもしれないな」

　ステラの提言にうなずく俺。

「誰にする？」

「極魔導マスターヅィラームの後任候補ならどうでしょうか？　魔法使い系の魔族を束ねる魔軍長候補です」

「確か候補者をリストアップしてあったな」

「持ってきます。少しお待ちください」

　ステラはいったん退席し、すぐに戻ってきた。

「どうぞ、フリード様」

　ヅィラームの後任候補をまとめた書類を差し出す。そこには優れた魔法能力を持つ魔族の名前が一覧になっていた。

「この者は魔法戦闘に長けていますが、分析力には欠けます」

　そいつの説明欄には、魔法戦闘力が『Ａ』、分析力は『Ｄ』という格付けがされていた。

「この者は魔法研究の第一人者ですが、忠誠心には疑問符が。それから、こちらは──」

　ステラが各候補者の説明をしてくれた。

　それぞれの資質には一長一短があって、これは、という魔族が見つからない。

「ヅィラームは魔界に並ぶ者のない魔導の実力者でした。特に解析能力は超一流です。その代わりとなると、なかなか……」

　と、ステラ。

「『魔導帝』エストラーム様を始めとして、歴代で何人もの魔王を輩出している名門の出ですし」

「なるほど……ん？　こいつは」

　魔力ランクや魔法戦闘力、魔導具作成能力など魔法に関するあらゆるステータスで最上級の『Ｓ』という格付けがされている。

「何者なんだ？」

「あ、それは──一応リストアップはしていますが……」

　口を濁すステラ。

「名前はジュダ。悠久の時を生きてきた、もっとも古い魔族の一人です。魔法に関しては天才ですが、性格的に難があり……宮仕えには向かないかと」

「天才……？」

「何しろ、ヅィラームの師匠ですから」

「じゃあ、能力は確かだな」

　というか、逸材じゃないのか。

「性格に難があるっていうのは？」

「とにかく気分屋だと聞いてます。たとえ王の命令であっても、自分が気に入らないことであれば協力しないとか」

　と、ステラ。

「歴代の魔王様のほとんどが彼を臣下に召し抱えようとしましたが、誰にも従わなかったとか」

「……簡単には臣下になってくれないか」

　とはいえ、優れた能力を持つ人材は一人でも多く欲しい。

　勇者の襲来に備えなければならないし、何よりも──俺の、弱点の問題がある。

　未だ解明はできていないものの、ライルとの戦いで起きた俺の魔力の弱体現象。

　それをカバーするために、強い配下をそろえたい。魔界を守るための、最強の軍団を作りたい。

「会ってみるか」

「ジュダに、ですか？」

「魔法の天才なんだろ？」

　驚いたようなステラに答える俺。

「それに、『グラム』のことと魔軍長の後任問題、その両方を一気に解決できるかもしれないからな」

「では、私も行きます」

　ステラが言った。

「ああ。案内を頼む。それと説得のフォローも、な」

「はい、フリード様のために」

　ステラが微笑み混じりにうなずく。

「頼りにしているぞ」

「っ……！　あ、ありがとうございます、光栄ですっ」

　ステラが頬を赤く染めて、頭を下げた。照れているらしい。

　……というわけで、俺はステラとともにジュダの元へ向かうことにした。

　彼の住処は南部地方の奥地にあるという。

　新たな極魔導マスター候補、ジュダ。

　果たして、どんな魔族なのか──。




　俺はステラとともに冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ──ベルに乗り、南部地方の奥地までやって来た。深い霧に包まれた峡谷の前で、竜を下ろす。

「ご苦労だったな、ベル。ここから先は徒歩で進む」

「助かったぞ、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ」

　俺とステラがベルに礼を言った。

「本来、ボクは魔王専用の乗騎なんだけどね。ステラはボクを可愛がってくれるから、特別に乗せてあげたよ」

　黒竜はそう言って巨体を揺すった。

「じゃあ、ここからはヘルハウンドの姿になるね」

　ぽんっ、と煙を上げて、可愛らしい犬の姿に変わる。ヘルハウンド形態だ。

「きゃわわ……」

　ステラが目を輝かせて、犬化したベルを抱き上げる。

「ああ、可愛い……もふもふ～」

「あ、そこそこ、もっと撫でてぇ」

「ん、こうか？」

　しなやかな指先で顎の下あたりを撫でるステラ。

「ふにゃあ」

「ああ、お前は本当にかわいいなぁ。すりすり」

　ステラは目じりを下げ、満面の笑顔でベルに頬ずりする。

　すっかりキャラが変わってしまっていた。クールな彼女はどこへ行ったんだ？

「……はっ、し、失礼いたしましたっ」

　俺の視線に気づいたのか、ステラは顔を赤くして直立不動の姿勢になった。




　俺とステラ、ベルは峡谷を進んだ。

「ねえねえ、ステラは魔王様が元人間だって知ってるんだよね」

「っ……!?」

　ベルがたずねると、ステラは顔をこわばらせた。

「ま、魔王様──」

「ああ、匂いとかで分かったらしい。このことを知っているのはステラだけだと説明してあるし、他の魔族には口外しないように言ってあるから、大丈夫だ」

　ステラにうなずく俺。

　魔族の中には人間を憎む者も少なからずいる。元とはいえ、俺が人間だったことを明かすのは得策じゃないだろう。

　まして、魔族と戦ってきた勇者だったわけだからなおさらだ。

「ボクだって人間嫌いだしね。っていうか、ステラは？」

　ベルがたずねる。

「妙に忠義心が強いみたいだけど、魔王様が元人間だって気にならないの？」

「……フリード様は魔族を守るために戦って下さった。元人間でありながら、人間の勇者たちを相手に」

　ステラは静かに、だが力を込めて告げる。

「この方の『魔族を守りたい』という意志を信じている。だから私は、この方を支える」

「ふーん」

「納得いかないか？」

「魔族の幹部は何考えているか分からない連中が多いからね。先代も、その前も、その前の前も──腹に一物って魔軍長を何人も見てきたから」

　ベルが笑う。

「でも、君は違うみたいだね。今の言葉には真実の匂いがした。それくらい単純な方が好感が持てるよ。うん、本当に単純」

「……もしかして、微妙に馬鹿にしてないか」

　ステラが眉を寄せた。

「してないしてない。それにステラの撫で方は気持ちいいからね。好感を持ってるのも本当だよ。ほら、もっともふもふして？」

「そ、そうか。では遠慮なく」

　さっきまでの真面目トークもどこへやら、ステラはすぐに相好を崩した。

「もふもふ、お前の感触は気持ちいいなぁ……」

「あ、耳の後ろもいいかも」

「ん、ここか？」

「そうそう……ふにゃあ」

「──フリード様、敵です」

　いきなり真顔になるステラ。

「えっ？」

　もふもふしながらも、ちゃんと索敵を怠らないのはさすがだった。

　その切り替えが急すぎて、俺の方が戸惑ってしまう。

　次の瞬間、霧の向こうから黒い影が現れた。二十体ほどのモンスターだ。

「魔族か……？」

「いえ、どうやら魔法で作られた生物兵器のようです」

　と、ステラ。

　おおおおおおんっ！

　怪物たちが咆哮を上げて襲いかかってくる。

　おそらく、それなりの戦闘力を持った連中だろう。人間の基準で言えば、下位の勇者では太刀打ちできないクラスの、強大な魔力の気配が伝わってくる。

　──とはいえ、

「『ラグナボム』」

　とりあえず爆撃系の魔法を放つ。すべてのモンスターが塵となって消滅した。

「あいかわらず瞬殺だねー」

　ベルが苦笑とも呆れともつかない様子で言った。

「また来ます」

　ステラが警告する。

　今度は五十体ほどのモンスター。これも魔法兵器か。

「『ファイア』」

　火炎魔法で吹き飛ばした。

　──だが、しばらく進むと、またモンスターの一群に出くわす。

「どれだけいるんだ、こいつら」

「迎撃用に等間隔でモンスターの出現ポイントが配置されているようです」

　ため息をついた俺に、ステラが説明した。

「私の『眼』でも完全には見切ることができません。魔法を妨害したり遮断する効果が、この霧にあるようです」

「とにかく警戒して進むしかないか」

　言いつつ、そいつらを『バーストアロー』で撃ち抜く俺。

　こんな連中に足止めを食らっている場合じゃない。早いところ、ジュダの元までたどり着かなければ──。




　その後の道中も、おおむね問題なく進んだ。

「『エネルギーハンド』」

　魔力の腕でモンスターたちを弾き飛ばす。

「『アクアブリット』」

　水の弾丸でモンスターたちを貫く。

「『ウィンド』」

　風魔法でモンスターたちを吹き飛ばす。

　数十体単位で出てくる連中は、いずれも俺の敵じゃなかった。

　休息を挟みながら進み、いつしか夜が明け、朝になり、昼になり──。

　やがて峡谷の奥まった場所までたどり着く。

「これは──」

　俺たちは足を止めた。

　今までとは、少し様子が違う。

　地面に剣や槍がいくつも突き立っていた。

　しかも、ただの武器じゃない。この気配は──、

「奇き蹟せき兵へい装そう……!?」

　だが、魔界に侵入した勇者は俺がすべて倒すか、追い払ったはずだ。こんな場所に攻めてきた勇者はいないだろう。

「今までにも勇者が魔界を攻めてきたことがあったのか？」

「いえ、前回の百の勇者の侵攻が初めてのはずですが……」

　俺の問いに困惑したような答えを返すステラ。

「じゃあ、これは一体──」

　俺は剣や槍が突き立った場所に近づこうとした。

「それは私の研究材料だから触らないでね」

　声が、する。

　振り返ると、そこに一人の少年が立っていた。
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　森の中では、勇者たちの訓練が行われていた。

　あと二ヶ月と少しで行われる、第二次魔界侵攻作戦──その参加候補者たちの訓練だ。

　選りすぐりの勇者たちが剣や槍といった武装型の奇蹟兵装を振り回す。あるいは自律型の奇蹟兵装を己の手足のように操る。

　いずれも、中位くらいの魔族までなら単独で撃破するであろう猛者たちだ。

　と、その一人が何かに気づいて剣を止めた。

「あれは──」

　草むらから、黒い霧のようなものが立ち上っている。

　──否、霧ではない。

　近づいてみると、それは妖しい漆黒の輝きを放っていた。手のひらに載るくらいの大きさの、金属片だ。

「なんだ、これ？」

　彼は金属片を拾い上げようとした。

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　背後で、悲鳴が響いた。

「えっ……!?」

　驚いて振り返ると、そこには一面の血の海が広がっている。

　訓練をしていた勇者たちは一人残らず倒れていた。

「い、一体、何が……!?　がはっ！」

　次の瞬間、彼は矢のようなもので貫かれた。

　いや、それは矢ではなかった。

「羽毛……!?」

　鉄の甲冑をも貫く、羽毛の矢。

　勇者はそのまま倒れ、動かなくなった。

「見つけたぞ」

　鳥のようなシルエット──魔族シグムンドがゆっくりと進む。草むらに落ちている金属片を拾い上げ、にやりと笑った。

「魔王剣の欠片……獣帝ギガントロアゼガート様に良い報告ができるな」




[image: ]




　振り返ると、一人の少年が立っていた。

　茫ぼう洋ようとした雰囲気を漂わせる整った容姿。美しい銀色の髪に褐色の肌。華奢な体にまとう紫色の衣。

「昔、人間界で勇者たちを倒したときに持ち帰ったんだよ。こっそりね」

　少年が爽やかに微笑んだ。

　こいつ、まさか──。

「よくここまで来たね。道中のモンスターたちはどうしたの？」

「倒した」

「へえ、あの数を……かい？　魔軍長クラスでも手こずるくらいの強さに調整してあるのに、大したもんだね」

「俺はフリード、こっちはステラとベル──冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダだ」
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　俺は手の甲の魔王紋を見せた。

「ふーん、君って今代の魔王なんだ。ユリーシャは死んだんだね」

　美貌の少年は淡々とした口調で言った。

「お前がジュダ……か？」

「そうだよ。私はジュダ・ルギス。初めまして、新米魔王くん」

　少年──ジュダが笑う。

　悠久の時を生きてきた、もっとも古い魔族。

　そう聞いていたが、目の前のジュダは少年そのままの容姿だ。魔族だから外見は関係ないのかもしれないが。

「魔王くんが来たってことは、あれかな？　また私を召し抱えたいとかそういう案件？」

　ジュダが肩をすくめた。

「魔王って代替わりするたびに、ここまで来るよね」

「そうだ。お前の力を借りたい」

「お断りだね」

　即答だった。あまりの返事の早さに、こっちが鼻白んでしまうほどだ。

「宮仕えは退屈そうだからね」

　と、ジュダ。

「昔、始まりの魔王ヴェルファーに力を貸したことはあるけど、あれは友だちとして、だし」

「ヴェルファー？」

「初代の魔王様です」

　ステラが耳打ちして教えてくれた。そういえば、前に聞いたかもしれない。

　しかし初代魔王の友人とは──こいつは、一体どれほど昔から生きているのか、と驚いてしまう。

「基本的にここでグータラ過ごすのが私の生きがいなんだ。たまに面白そうな魔法使いが出てきたら育成するくらいかな。ここ数百年ではエストラームとヅィラームくらいだけど」

　ジュダが言った。

『魔導帝』と呼ばれたかつての魔王エストラームに、極魔導マスターの称号を持つ前魔軍長ヅィラームか。

「エストラームは魔法戦闘で、ヅィラームは魔法研究の分野で、それぞれ抜きん出た才能を持っていたからね。なかなか教え甲斐があったよ」

「じゃあ、俺はどうだ？　興味が湧かないか」

　ステータスなら歴代魔王最強だ。その俺の魔力になら、こいつは惹かれるかもしれない。

　どうやら好き嫌いで物事を判断するタイプみたいだからな。

「湧かない」

　また即答だった。

「確かに強い力を感じるけど……なんか気が乗らないんだよね。君の気配みたいなものが、妙に癇に障るっていうか」

「癇に障る？」

「なんとなく、だよ。はは」

　あっけらかんと笑うジュダ。

「先ほどから魔王様に対して無礼の極み……」

　ステラがそろそろ怒りを爆発させそうだった。

「許せん……！」

「まあ、落ち着け。こういう性格なんだろうし」

「ですが、魔王様……」

「寛容だね。歴代魔王の中には、私と会話するだけでキレて襲いかかってきた者もいたよ」

　ジュダがくすくすと笑う。

「全部返り討ちにしたけどね」

　やはり戦闘能力は高い、ということか。さすがに候補者リストの格付けですべてのステータスに『Ｓ』をつけられていただけのことはある。

　まあ、性格に難ありという情報もその通りなんだが。

「うーん……やっぱり君、妙な気配がするね」

　ジュダがつぶやいたそのとき、

　キィィィィィィィィィィンッ……！

　甲高い音が辺りに鳴り響いた。

「なんだ──」

　地面に突き立った剣や槍が明滅していた。

　次の瞬間、

「っ……!?」

　突然、胸の中が熱くなった。

　焼けそうなくらいに、熱い。

「ふーん、奇蹟兵装と共鳴しているね」

　ジュダの目がスッと細まった。あいかわらずの笑顔だが、その目だけは笑っていない。

　魔導の天才としての、鋭い眼光──。

「なるほど。君の中にも奇蹟兵装が宿っている、ということか」

「……！」

「君──元人間だね。妙に癇に障るのは、そのせいか」

「お前、分かるのか!?」

　ジュダの言葉に驚く俺。

　奴は答えずに俺をジッと見つめる。

「……確かに俺は元人間だ」

「魔王様!?」

「いや、いいんだ。俺はこいつをスカウトに来た。本当のことを話して、まずは誠意を見せるべきだろう」

　俺は驚くステラを制した。

「いいよ、続けて」

　ジュダが促した。

「勇者として魔界に乗りこんだ俺は、先代魔王のユリーシャと戦った。色々あったが、相討ちのような状態になって──俺は魔王として蘇生した」

「ふむ……確かユリーシャは自分自身に蘇生魔法をかけていたね。それが君の奇蹟兵装と変な風に干渉したのかもしれない」

　ジュダは半ば独り言のようにつぶやく。

「で、君が魔王として蘇生した際に、持っていた奇蹟兵装が体内に取りこまれたんじゃないかな？　覚えはない？」

「……俺が持っていた奇蹟兵装と似た効力が発揮されたことなら、ある」

　しかし、ベルといいジュダといい、俺が元人間だってことを見抜く奴は見抜くんだな。

「君の素性は他言無用かな？　まあ、わざわざ触れ回ったりはしないから安心してよ」

　くすくすと笑うジュダ。

「それはそうと──少し君に興味が湧いてきたかな」

　その顔から笑みが薄れた。ますます鋭くなった眼光が俺を見据える。

「じゃあ、俺の元に来てくれないか」

　俺はあらためて頼んだ。

　やはりこいつの力は本物だ。ぜひ力を借りたい。

「嫌だね。興味が湧いたといっても、協力したいってほどでもない」

　だが、ジュダの返事はそっけない。

「そろそろ昼寝の時間だ。私は失礼するよ」

　と、背を向ける。

「いや、昼寝って……」

　気まぐれで、つかみどころのない奴だ。

「いい加減にしろ。魔王様はこの魔界のことを考えて、動いている。私たちを何度も守ってくれたんだ。お前はそれに協力したいとは思わないのか！」

　ステラが怒りの声を上げる。

「協力？　妙な言葉だね」

　ジュダが振り返った。

「私たち魔族を支えるものは『力』。強き者は生き、弱き者は死ぬ。淘汰こそが魔界の真実だ。弱肉強食こそが──魔界の唯一の戒律。違うかい？」

「弱い魔族は死んでもいい、っていうのか」

「もちろん」

　ジュダがうなずく。やっぱり即答だった。

「実際、今までだって魔界の歴史は闘争の歴史。天軍や勇者軍との戦いで多くの魔族が殺され、魔王になるための覇権争いでもたくさんの犠牲が出た。きっとこれからもそうだろう。私たちの本質は『力』であり『闘争』だよ。あるいは神や人間も同じかもしれない」

　と、ジュダ。

「なんなら、私を力ずくで従わせるかい？　見たところ、君のステータスは歴代魔王の中でも図抜けているね。あのヴェルファーでさえ対抗できないだろう。間違いなく歴代最強だよ」

「ジュダ……」

「仮に戦えば、私は死ぬだろうね。まあ、それでも構わないよ。さっき言った通り、弱い者が死ぬのは、魔界のルール。私も、その例外じゃない」

　どこまでも飄々とした魔族だった。

　自身の死すらも意に介さないような、態度。こいつを従える方法はあるんだろうか？

「どうする？　私と戦う？」

　ジュダが微笑む。

「あるいは、私を──殺す？」

　平然とした口調だった。

　こいつは、何も感じていない。何も動じていない。俺に自分を殺すだけの力がある、と分かっていながら──。

　まるで、他人事みたいに。

「戦わないなら、私は昼寝するから。じゃあね」

　言うなり、ジュダはぱちんと指を鳴らした。

　七色のクリスタルでできた半球形のドームである。あちこちにパイプやチューブが取り付けられた、機械的な装置だ。内部には天蓋付きのベッドがあった。

「なんだ、これ？」

「いいでしょ？　最高の快眠を追及するために私が造った究極快眠魔導昼寝装置ウルトラアルティメットベッドルームだよ」

　子どもみたいに無邪気な顔で笑うジュダ。

「睡眠誘導用のムード音楽再生装置やマッサージ魔導機器などを完備した優れものさ。枕や布団は、私がもっとも安眠できる素材を厳選してあるんだ」

　大層な名前だけど、要はこいつの寝室か……。

「あ、いいなー、これ」

　ベルが装置の回りを走りながら、はしゃぐ。

「ボクもこういうのでお昼寝したい～」

「君なら分かってくれると思ったよ」

　満足げにうなずくジュダ。

「じゃあ私は寝るから。よく食べて、よく眠り、また眠り、たまには学ぼうと一瞬思いつつ、めんどくさくなって結局眠る──これがジュダ流魔法の極意なんだ」

「ただのグータラ生活じゃないか、それ？」

「言っておくけど、力ずくでこれを壊したら許さないからね」

　一瞬だけ真顔になって、俺をにらむジュダ。それからふたたび笑顔になり、ドームの中に入ってしまった。

　うーん、どうするか。

「ここは一つ、魔王様のお力を示すべきでは」

　ステラが怒ったような顔で進言した。

「いくらもっとも古き魔族とはいえ、魔王様に対してあの物言い……無礼にすぎます」

「まあ、ちょっと変わった性格だよな」

「魔王様は魔界のために強い臣下を欲しているというのに、その志も理解せずに……ぶつぶつ」

　ぷうっと頬を膨らませるステラ。怒ってるんだろうけど、ちょっと拗ねてる感じがかわいかった。

「魔族にだって色んな奴がいるんだろうし、仕方ないさ」

「……ですが」

「それに、あいつは力ずくじゃ従えられない。さっきのやり取りは、きっと本心からなんだろう」

　俺はステラをなだめた。

　たとえ、どれだけ強い力があっても、心を縛ることはできない──。

「君もゆっくり休んでみたら？」

　ベッドで寝そべっているジュダが笑った。

「張り詰めた感じだからさ。リラックスも必要だよ。魔王なんていう重い立場ならなおさら、ね……ぐう」

　そう言うと、今度こそ眠ってしまう。俺たちがいてもおかまいなしに寝付くとは。

「あ、魔王様がいるのに、結局昼寝するとは……おのれ……！」

　ステラが唇を噛みしめた。

「……そうだな。俺も昼寝でもするか」

　思いつきだった。

「魔王様？」

「無理やり起こすわけにもいかないだろ。よけいに拒絶されるだけだ」

　というか、今までの魔王たちはこの辺で怒って、結局ジュダから仕官を断られたんじゃないだろうか。

　なら、もう少し根気よく付き合ってみるのも手かもしれない。

「同じように時間を過ごせば、少しはジュダを理解できるかもしれないだろ」

　理解や共感──ジュダとの距離を縮めるには、まずそれが第一歩かもしれない。

「……分かりました。では私も」

「ボクも」

　その場に寝転がる俺たち。

　……なんとなくの流れで、全員でお昼寝タイムになってしまった。




　気が付くと、目の前には戦場が広がっていた。

　なんだ、これは……!?

　大地を埋め尽くす黒い軍勢──。

　竜や獣人、アンデッドや不定形の魔物。

　その先頭に立って軍を率いているのは、一人の魔族だった。三つの顔と六つの腕を持つ異形。

　それに相対するのは、人間の軍勢だ。

「魔王ヴェルファー、覚悟！」

「我ら勇者が貴様を討つ！」

　勇者たちが三面六臂の魔族に向かって叫ぶ。いっせいに武器を構えた。

　神が勇者に与えた聖なる武具、奇蹟兵装だ。

　いや、少し雰囲気が違う。

「あれは──」

　彼らが手にする真っ黒な剣や槍、弓。そして、身にまとう漆黒の衣装。

　勇者たちが漂わせる禍々しい気配は、まるで魔族のようだった。神聖な武具を操る勇者とは、正反対の雰囲気である。

「忌々しい人間が……！　それに天使までも──」

　ヴェルファーと呼ばれた三面六臂の魔族が忌々しげに吐き捨てた。その視線の先には、上空に浮かぶ四つのシルエットがある。

　赤、青、白、黒。

　鮮やかな色彩の衣をまとった、翼を持つ人影たち。

「たとえどれだけの軍勢で来ようと、魔界は俺が守る。勇者軍も、天軍も、すべてを蹴散らして──」

　六本の腕を掲げる。それぞれの指先に膨大な魔力が宿り、一気に解き放たれた。

「『メガファイア』！」

　真紅の火線が大地を薙ぎ払う。勇者たちが吹き飛ばされ、上空の天使たちがたじろぐ。

　だが彼らもひるまない。

　黒い奇蹟兵装を振るい、反撃を繰り出してくる。

　吹き荒れる数々の最上級魔法──。

　奇蹟兵装から放たれる斬撃の嵐──。

　それらがぶつかり合い、大地を割り、森を燃やし、山を削る。

　激しい戦いは、いつ終わるともなく続けられていた。

「──昔の夢を見るのは、久しぶりだよ」

　すぐそばで声が聞こえた。

「ジュダ……？」

　銀髪に褐色の肌の美少年が微笑んでいる。

　もしかして、ここはジュダの夢の中なのか？

　先日のフェリアといい、最近は夢に縁があるみたいだな、俺は。

「君と出会った影響かな？　これは初代魔王のヴェルファーと神や人間の軍勢が戦ったときの記憶だね。私も一緒に戦ったんだ」

「初代魔王……」

「人間の世界では神話の領域だろうけど、私にとっては過去の記憶さ」

「お前はそのころから生きているんだったな」

「それにしても、君まで昼寝に付き合うとはね。今までの魔王たちで、そんなことを考えた者はいなかった」

　くすくすと笑うジュダ。

「歴代の魔王はみんな、私を力で従えようとしたのに」

「お前は力で従えられるような奴じゃなさそうだしな」

「本質的に、歴代魔王は闘争心や支配欲の塊みたいな者ばかりだった。ヴェルファー以外は、ね」

「なぜヴェルファーには力を貸したんだ？」

「友だちだからだよ。彼を気に入っていたから……理由はそれだけさ」

　あっけらかんと告げるジュダ。

「逆に言えば、歴代の魔王たちは気に入らない連中ばかりだった、ということだね。だけど、君は彼らとは少し違うみたいだ。元人間であることが関係しているのかな」

　ジュダが笑みを深めた。

　眼前で、魔族と神や人間たちとの戦いはますます激化する。

「『メガサンダー』！　『ギルティバースト』！　『ラグナエンド』！」

　ヴェルファーは次々と最上級の呪文を放ち、勇者軍を消し飛ばしていく。

「くうっ、なんて力……！」

「さすがは魔族の王……！」

　四人の天使すらもその力に大きく後退した。

　強い……！

　俺が以前に夢幻の世界ナイトメアワールドで戦った過去の魔王たちと比べても、さらにワンランク上だ。

　さらに他の魔族たちも奮闘する。竜族のドラゴンブレスが、アンデッドたちの放つ瘴気が、戦士や魔法使い系の魔族が繰り出す攻撃が──。

　各魔軍が、天軍と勇者の連合軍をじりじりと押しこんでいく。

　その中には、ジュダの姿もあった。魔王と同じく最上級の魔法を連発する。

　こいつも、強い──。

「強すぎますね、少し」

「ならば弱ってもらいましょうか」

　天使たちは顔を見合わせた。

「神よ、我らが敵に罰を与えたまえ」

　次の瞬間、閃光が辺りを覆った。

　なんだ──!?

　訝る俺の前で、魔族たちが次々と倒れていく。先ほどまで優勢だった戦いは、あっという間に逆転した。

　天軍と勇者たちの攻撃が、今度は魔族たちを蹴散らしていくのだ。

「弱体化の呪いか！　おのれぇぇぇっ……！」

　ヴェルファーがうめいた。

「神よ、我らにさらなる力を授けたまえ」

「魔を滅する聖なる兵器──『天想覇王ディヴァインギア』よ」

「すべての魔を駆逐せよ」

「すべての邪悪を払うのだ」

　天使たちの呪言とともに、天空から三つの巨大な影が降り立つ。全長三十メートルはあろうかという巨獣たち。

「燃やせ、『炎の王』」

「吹き飛ばせ、『風の王』」

「飲みこめ、『水の王』」

　天使たちが命じた。

「自律型の奇蹟兵装……!?」

　いや、それにしてもこれは。

　まるで、世界そのものを押し潰すような──すさまじいまでの威圧感だった。以前に俺が掃討した自律型の奇蹟兵装とは比べ物にならない。

　三体の巨獣は咆哮を上げて、残る魔族たちを消し飛ばしていく。

　それは、もはや戦闘ではない。

　虐殺だった。

「やめろ……魔族たちを、俺の臣下を──」

　ヴェルファーが血の涙を流し、うめいた。

「邪悪なる者は等しく討ち果たす」

「貴様らに生きる価値などない」

「死ね」

「消えろ」

「滅びよ」

　巨獣たちは、そして天軍と勇者軍は、まったく手を緩めない。

　悲鳴を上げる魔族を。逃げ惑う魔族を。恐怖する魔族を。絶望する魔族を。

　次々と──殺していく。

「やめろぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　俺は耐えきれずに叫んだ。

「──無駄だよ。これは私の夢」

　ジュダが静かにつぶやいた。

「すでに起きてしまった出来事。変えられない過去だ」

「くそっ──」

　分かっていても、目の前の殺戮劇には耐えられなかった。

「もうやめろ！」

　巨獣たちや天軍、勇者軍に向かって『メガファイア』を放つ。

　紅蓮の炎が、世界を染めた。

「はあ、はあ、はあ……！」

　これは夢の中の出来事だと分かっていても、撃たずにはいられなかった。

「……すさまじいね」

　ジュダがつぶやいた。

「私は魔導のすべてを極めたつもりだったけど、これほどの魔力はさすがにないよ。あるいは君こそが、いずれ魔導の極限に至る者かもしれない──」

「魔族はこの戦いで弱体化の呪いを受けたんだな。そして敗北した……」

　はあ、はあ、と全力の魔法を放って荒くなった息を整える俺。

「ああ、私たちはかろうじて魔界に逃げこんだんだ」

　ジュダがふうっと深いため息をつく。

「私は友を──ヴェルファーを守れなかった。そして仲間も……何一つ」

「ジュダ……」

「魔族はもはや天軍に対抗するほどの力はない。魔界に身をひそめ、神々におびえるだけの哀れな存在に成り下がったのさ。神の気まぐれによって、いつ滅ぼされるかもわからない世界──」

　自嘲気味につぶやくジュダ。

「だから私も……残りの生は、こうしてグータラ過ごすことにした」

「諦めた、ってことか」

「そうだね。実現不可能な理想を追っても仕方ない。魔界が、いつか神の脅威から解放される……なんて」

　景色が、切り替わる。

　小さな工房だった。

　銀髪に褐色の肌の少年が、何かを作っている。無数の魔導具のようだ。

　まるでおもちゃで遊ぶような無邪気な笑顔で、ジュダはひたすら魔導具ばかりを作っていた。

　時折、魔王らしき魔族が訪ねてくるが、彼はすげなく追い返す。そして、また魔導具作りに没頭する。

　遊ぶように。楽しむように。

　これが、本人の言う『グータラな生活』か。だけど──、

「違うな」

「えっ」

「諦めたっていうのは、嘘だろ」

　俺はジュダを見つめた。

　だって、こいつの目は笑っていない。無邪気な笑顔の裏で──心の慟どう哭こくが伝わってくる気がした。

　こいつの本心が伝わってくる気がしたんだ。

「本当はきっかけを求めてるんじゃないのか？　だからここで魔導の研究を続けている。いつか、それを役立てる日が来ることを願って。魔界が、神々の脅威から解き放たれる日が来ることを願って」

「……！」

　ジュダの表情がわずかに変わる。

　俺は自分の言葉が核心をついていることを悟った。

「この夢だって、本当は……俺にわざと見せたんだろう。そのきっかけが欲しくて」

「君は、魔界を解放できる器だと？」

「その力を、求めている」

　仮面を外し、もう一度ジュダを見つめる。人間だったころと同じ素顔をさらし、まっすぐに見つめる。

「その力を、貸してほしい」

　沈黙が流れた。

　ジュダは即答はしない。

　首肯はしない。だけど、拒絶もしない。

　俺は、奴の返答を待った。

　奴の答えは、もう決まっている気がした。

「──君の魔力なら、あるいは」

　ジュダがつぶやく。深いため息をついて。

「弱体化された魔族の解放と、神の脅威の撃退と──その二つを成し遂げられるかもしれない」

「俺が、じゃない」

　首を左右に振る俺。

「俺たちが、だ。もっと多くの強者を集めて、この世界に平和をもたらす」

　俺はジュダにニヤリと笑った。

「してみせる──」
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「へえ、こいつがジュダ？　優男すぎてあたしの好みじゃないなー」

　魔王城に戻り、魔軍長のフェリアと引き合わせたところで、彼女の反応がこれだった。興味がなさそうな顔をしている。

　ちなみにリーガルは獣帝ゼガートを探しに人間界まで出向いているため、留守だ。

　あいつとジュダは気が合うだろうか？　合わなさそうだな……きっと。

「今日から仲間だね。よろしく頼むよ。あ、仕事のやる気はあんまりないからフォローよろしくね」

　ジュダの返事は緩い。

「あらためて紹介する。新たな魔軍長──『極魔導マスター』ジュダ・ルギスだ。ともに力を合わせ、魔界のために働いてほしい」

「まあ、最低限のことはやるよ」

　ジュダがうなずき、フェリアが艶然と微笑む。

「あたしも。ちゃんと魔王様が守ってくれるなら、やれることはなんでもやるわよ。何だったら魔王様の夜伽だって──」

「おい、フェリア」

　ステラがフェリアをにらんだ。

「冗談だってば、ステラ。本当にヤキモチ焼きなんだから」

「な、何度も言わせるな！　私はヤキモチなど焼いていないっ。ただ魔王様に対して軽々しい真似をするな、と」

「恋する乙女だねー」

「違うと言っているだろう……私は、だから、その……」

　顔を赤らめ、ちらちらと俺を見るステラ。

　ん、どうした？




「じゃあジュダは、前任の引き継ぎに行ってくれ。ヅィラームが従えていた魔法使い系の魔族たちを、これからはお前が率いるんだ」

　──顔合わせを終え、ステラやフェリアがそれぞれの仕事に戻った後、俺はジュダにそう命じた。

「りょーかい」

　ジュダは軽い口調で言って、去っていく。それから、いくらも経たないうちに戻ってきた。

「ん、どうした？」

「引き継ぎなら終わったよ。ついでに部下たちの再編成もしてきた」

「……まだ三十分も経っていないが」

「一目見れば、全員の素質はだいたい分かるさ。上位の役職が案外無能だね。前任のヅィラームは魔導研究には長けていたけど、魔族を見る目はイマイチだったみたい」

　笑顔のまま、こともなげに告げるジュダ。

「代わりに、下位の役職でなかなか面白そうな才能を持った魔族を何人か見つけたから、抜擢しておいたよ。新しい役職表はあとで整理して君に渡すね」

「お、おう……」

　グータラな割に仕事は早いな、こいつ……。

「それで──ちょっと時間はいいかな、魔王くん」

　と、ジュダ。

「私に付き合ってほしいんだけど」

「付き合う？」

「せっかくそれだけの魔力を持っているのに、君は使い方をちゃんと身に付けていないでしょ。少し鍛えて上げようと思ってね」

　ジュダが笑った。

「私が教えてあるよ。魔導の真髄を」




　俺はジュダとともに魔王城を出た。

　移動方法は例によって冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ──ベルだ。

　ジュダの方は飛行魔法である。ベルの高速飛翔に余裕でついて来られる辺りはさすがだった。

　魔界王都の外部に広がる荒野地帯までやって来る。

「訓練場所はここでいいか？」

「うん、近くに町もないし、ちょうどいいんじゃない」

　と、俺の問いにうなずくジュダ。以前にも俺が魔法の訓練で使った場所だった。

　俺とジュダは地面に降り立った。

「『マジックウォール』」

　魔力の防壁を数キロ四方に張り巡らせる。物理攻撃には弱いが、魔法攻撃にはめっぽう強い防壁だ。剣などの攻撃は防げないため、実戦では使いにくいものの、こういう訓練にはもってこいの魔法だった。

「いちおう私も張っておくよ。『マジックウォール』」

　ジュダがその結界を覆うように、もう一枚の結界を張る。俺とこいつの魔力による二枚重ねの防壁なら、大火力の魔法でもかなり耐えられるだろう。

「じゃあ訓練を始めようか」

　ジュダがにっこり笑った。

「君は魔力こそ高いけど、魔法に関しては素人同然だ。私が一から教えてあげよう。実戦形式で、ね」

「……助かる」

　ステラにしろ、リーガルやフェリアにしろ、『魔導』に長けているというわけじゃない。俺に『魔導』のコーチができる人材は今までいなかった。

「まず条件を出すよ。君は全力で戦わないこと。魔界にどれだけの被害が出るか分からないし、君の膨大な魔力に直撃されたら、私だって危ない」

　説明するジュダ。

「二重に結界を張ってるんだから大丈夫だろ」

「結界は絶対じゃない。万が一ということもある。何よりも──実戦で結界を張る余裕があるとは限らない」

　ジュダが補足する。

「実際、今までの魔法戦闘でも君は周囲の被害を気にして、全力を出せないことがあったんじゃないかな？」

　見透かされていた。

「分かった」

「それを想定しての訓練さ。あ、私の方は全力を出すから。死なないように気を付けてね」

「……俺だけハンデマッチかよ」

「魔王なんだから、それくらいの逆境は跳ね返してみせてよ」

　悪戯っぽく笑うジュダ。

「まったく……」

「じゃあ、さっそく行くよ。『メガファイア』」

　ジュダが最上級火炎魔法を放つ。

「『ルシファーズシールド』」

　俺はすかさず魔力の障壁を展開した。紅蓮の炎は、俺の眼前で弾かれ、散る。

「『ファイアアロー』」

　反撃に数十の火の矢を放つが、

「『マナシールド』」

　ジュダは魔力障壁でそれを易々と防いだ。さすがに魔力が高い。

「じゃあ、続けていくよ。魔力収束ルーンコンバージョン──」

　ジュダが俺に向かって右手をかざした。

　この術式は──？

「『メガウォーター』」

　最上級の水流呪文だ。周囲一帯を洗い流しそうな勢いで出現した水流は、次の瞬間には手のひら大くらいの水の玉となり、放たれる。

　俺はふたたび魔力障壁を展開して、それを弾いた。

「今のは──」

　とあることに気づく。

「どうしたんだい、魔王くん。考えごとかな？」

　微笑みをたたえ、ジュダが右手をかざした。

「魔力収束ルーンコンバージョン──『メガサンダー』」

　今度は手のひら大くらいのサイズをした雷の光球だ。

　これも魔力障壁で弾く。

「俺のメガ系魔法とは、違う……？」

　魔力のコントロール能力に差があるせいなんだろうか？　奴の方が、威力を収束して撃っているようだ。

「気づいたかい？　君は強大な魔力に任せて、ただ撃っているだけ。だから広い範囲に被害が出るんだ」

　と、ジュダ。

「私はその威力を一カ所に凝縮して放った。これなら破壊力を狭い範囲に集中できる。魔力収束ルーンコンバージョン、という技術さ」

「魔力の……収束」

　俺は奴の言葉を繰り返した。

「口で言うより実地で訓練して身に付けた方が早いかな、君の場合。今から私の攻撃を相殺してみせて」

「分かった」

「当然、周囲への被害は最小限にとどめるように。『メガファイア』」

　告げて、ジュダは最上級火炎魔法を放つ。

「もう一つ──『メガサンダー』」

　間髪入れずに、最上級の雷撃魔法を、

「ついでにこれも──『メガウィンド』」

　さらに最上級の風魔法をも放つ。

　こいつ、三種類のメガ系魔法を同時に扱えるのか──!?

　驚く俺。

　魔力の大きさなら俺の方が上だが、『魔法を操る技術』という点では、こいつは今まで会ったどの魔族よりも上かもしれない。

　おそらく、夢幻の世界で出会った過去の魔王──『魔導帝』エストラームよりも。

　いや、そもそもこいつはエストラームの師匠だと言っていた。奴を凌ぐ実力を持っていても不思議じゃない。

　炎が、風が、雷が──三方向から迫ってくる。

「さあ、打ち破ってみせて」

　もちろん、全力で攻撃魔法を放てば、相殺することは可能だ。だけど、周囲にまで破壊の余波をまき散らすことになるだろう。

　それは、俺が求める力じゃない。

　それは、俺が必要としている力じゃない。

「俺が手に入れたいのは──」

　手に入れなきゃ、いけないのは。

「──イメージ、するんだ」

　自身に言い聞かせ、右手を突き出す。

「さっきのあいつのように」

　奴が撃つ魔法のように。

「俺も──」

　もっと威力を──効果範囲を狭めるんだ。

　そこに魔力を集中するイメージ。

　収束するイメージ。

　収しゅう斂れんするイメージ。

「斬り裂き、弾け！」

　吠えた。




『メガファイア』が、『メガサンダー』が、『メガウィンド』が──三つまとめて消し飛んだ。




「ふうっ……」

　俺の右手から、黒いモヤ状の魔力が漂っていた。

　いびつな剣のようにも見えるそれは、魔王としての莫大な魔力を狭い箇所に押しこめて作ったものだった。炎の剣を生み出す『メテオブレード』のような魔法とは違い、本来は広範囲爆裂系の魔法を凝縮したわけだ。

　形は悪いものの、とっさに編み出したにしては上手くいったと思う。

「へえ……まだまだ収束が甘いけど、今のはすごいね……！」

　ジュダが驚いたようにつぶやく。

　周囲の空間が──一文字に割れていた。俺が放った斬撃は空間そのものを切り裂き、魔力を霧散させたのだ。

「それを完成させれば、周囲への被害を抑えたうえで、どんな敵でも破壊できるレベルの魔法へと昇華できるかもしれないね」

「今の感覚をもっとつかみたい。続きを頼む、ジュダ」

　俺は魔力の剣を構えたまま、言った。

「力は制御できてこそ意味がある。君の力は、ただ破壊をまき散らすだけのものじゃない。そこから一つ、進歩したね」

　ジュダが微笑む。

　──どくんっ！

　胸の奥で何かが脈動したのは、そのときだった。

「っ……!?」

　強烈な違和感。胸の芯が熱い。

　熱い何かが、渦巻いている。

　なんだ、これは──!?
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　それは──静かに目を覚ました。

　巨大な、魔力を感知して。

　これほど圧倒的な魔力は、神話の時代以来だった。

　いや、そのときに戦った始まりの魔王ヴェルファーすらも凌駕するエネルギーである。

　そして、それは神にとっての大いなる敵。自分にとっての殲滅対象。

　ゆえに、起動のときが来た。

　それは──真紅の巨体を震わせ、立ち上がった。
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「くっ……ううっ……!?」

　胸の芯が、どんどん熱くなる。

「君の中に宿っている奇蹟兵装の力が強まっているみたいだね。他の奇蹟兵装と共鳴して、活性化したのかな？　その兆しは以前からあっただろう？」

　ジュダが俺の胸元を見つめた。

「『グラム』が……？」

　確かに、フェリアの夢の世界で過去の魔王と戦ったときに、エストラームの魔法を阻害したこともあったが──活性化、か。

「確か、君は人間界で勇者と戦ったときに、力が弱まったと言っていたね」

　と、ジュダ。

「だいたい分かった気がするよ。まず──煉獄魔王剣ラーディスそのものには、魔王の力を弱体化させるような機能はない」

　確か先代魔王のユリーシャも同じようなことを言っていたな。

　それに、俺自身もステラに魔王剣を持ってもらい、実験したが──力が弱まる感じはしなかった。あくまでもライルとの戦いでのみ起きた現象だ。

「弱体化は別の要因だね。おそらく、魔王剣の欠片がなんらかのきっかけになり──奇蹟兵装『グラム』の魔力阻害効果が君自身にかかったんだろう」

「俺の『グラム』が……俺の力を弱めている、と？」

「その奇蹟兵装はすでに君の体の一部だ。いくら君が圧倒的なステータスを持っていても、自分自身の力は遮断できない。その効果が、敵の勇者の奇蹟兵装と共鳴して発揮された──といったところかな？」

　推論だけどね、とジュダが付け加える。

「防ぐ方法はないのか？」

「無理だね。少なくとも、すぐには」

　俺の問いに、ジュダは首を左右に振った。

「君の中から『グラム』を分離することはできない。ならば、欠片をすべて回収して、弱点を断つのが一番現実的な方法だろう」

「欠片はあと六つか……」

　つぶやく俺。

「どこにあるのか、お前には感知できないのか？」

「一つは心当たりがあるよ」

　ジュダが言った。

「確か神話の時代の戦いで、人間界に落ちたはず。東方大陸にある広い森の中だと思うよ」

「人間界の、森……？」

「国が十個くらい入りそうな広い森だったね」

「……まさか『蒼そう穹きゅうの大森林』か」

　俺は顔をしかめた。

　国が十個くらい入りそう、というのは比喩ではない。実際に、それほどの広大さがある。

　何せ世界最大の面積を誇る森林地帯だからな……。

「ちなみに魔王剣の欠片は、魔力では探知できないんだ。目視で探すしかないね」

「目視だと……!?」

　あんな広い森の中から、目で見て小さな欠片を見つけ出すなんて、不可能だ。

「歴代魔王の誰も見つけられなかったんだ。そう簡単にはいかないよ」

「まあ、そうだが……」

「ちなみに魔王剣の欠片には擬態能力なんかもあるみたいだから、目視でもそうそう見つけられないよ」

　聞けば聞くほど厄介な話だ。

「何か方法はないのか？」

「ないね。根気よく探すしかない」

　ジュダの返事はそっけない。

「それから──」

「ん？」

「いちおう言っておくけど、配下の魔族に探索させないほうがいいよ」

　と、付け加えるジュダ。

「そいつが裏切らないとは限らないからね。最悪、君に敵対する勢力に欠片を渡すかもしれない」

「俺に敵対する勢力……？」

「魔界は一枚岩じゃないからね。次期魔王を狙う者だっているはずさ。心当たりの一つや二つはあるんじゃない？」

　──心当たりなら、ある。

　魔王として生まれ変わって間もないころ、陰謀らしきものを語る魔族たちを発見した。魔軍長の一人、獣帝ギガントロアゼガートの名前も出していた。

　ただ、そのときはリーガルがそいつらを始末してしまったため、詳細は不明なままだ。

　ゼガートに関しても、未だ行方が知れないしな。

「誰が信用できて、誰ができないか……王ならキチンと見極めないとね」

「明確な弱点を放っておくわけにもいかないし……対策は考えておくよ」

　ジュダの言葉にうなずく俺。

「お前にも力を貸してほしい」

「気が向いたら、ね」

　ジュダは、やはりそっけなかった。

「まったく……」

　苦笑する俺。

　まあ、こういう性格なのを承知で臣下に引き入れたんだしな。なんとか、折り合いをつけてやっていくしかない。

　部下を使う、ってのも大変だ。人間だったころは一介の戦士だったが、今の俺は──まがりなりにも『王』だからな。

「そろそろ訓練は終わりにしようか」

「えっ」

「君の体調が不安定みたいだし」

　言って、ジュダが背を向ける。

「そもそも私も飽きてきちゃったよ」

「どこまでも気まぐれだな」

　俺はますます苦笑した。




「ふう……」

　俺は玉座に腰を下ろした。

　俺の中に宿っているという、奇蹟兵装『グラム』。

　魔導の天才であるジュダにも、それを摘出することはできないという。下手に取り出せば、俺自身に悪影響を及ぼす、と。

　能力値ステータスなら歴代魔王最強とはいえ、弱点を抱えている、ってのは気分のいいものじゃない。

　俺自身のこと。今後の魔界の防衛のこと。

　あるいは、魔王に敵対する勢力がいるかもしれないこと。

　不安の種は、いくつもある。

「俺は……」

「フリード様……？」

　ステラが近づいてきた。

「申し訳ありません、いらっしゃるとは思わず」

「いや、いいんだ」

　言って、俺はあらためてステラと向き合った。仮面を外して、彼女を見つめる。

「どうかなさいました？」

「お前にだけは話しておくか」

　俺はジュダに説明されたことを告げた。

「では、やはり……フリード様の中に、奇蹟兵装が……」

「勇者側が魔王剣の欠片を手に入れると、なかなか厄介なことになりそうだ」

　言って、俺は軽く笑った。

「強い味方をもっと集めないとな」

「──お守りします」

　ステラが進み出た。濡れたような瞳が俺を捉える。

「えっ」

「私が、命に代えても」

　ステラはさらに進み出た。

　もしかして、俺の不安に気づいているのか──？

「……し、失礼いたします」

　断りを入れた彼女は、いきなり俺を抱きしめた。

「ス、ステラ……？」

　突然の行動に驚いた。

「どうか、少しでも……お心を安やすんじください」

　柔らかな体に触れていると、確かに心がフッと軽くなるようだ。

　ただ抱きしめられているだけで。

　ただ温もりを感じているだけで。

　──そういえば、夢幻の世界ナイトメアワールドに取りこまれたときも、こんなことがあったな。

　あのときとは立場が逆になったが。
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「王としての使命。人として残された弱点。それらを少しでも──分けられるものは、私にも分けてください。きっと背負ってみせます。私が……支えてみせます」

「ステラ……」

「あなたのために、身命を賭して」

　思えば、俺が魔王として生まれ変わったときから、ずっと彼女は側にいてくれた。そして、俺を支えてくれた。

「……ありがとう、ステラ」

　感謝の念を胸に、俺はステラを抱きしめ返した。
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　俺が魔王として生まれ変わってから、ちょうど一ヶ月が経った。

「これで七大魔軍長の席も、五つまでが埋まったか」

　俺はステラと執務室で話していた。

「残り二席についても、後継候補者のリストアップを急いでいます」

　答えるステラ。

　長い銀色の髪に紫の瞳。軍服を連想させる漆黒の衣装。

　絶世の美少女といっていい容姿の側近だ。

　あらためて、魔軍の現状を整理してみる。

　第一軍。

『魔神眼ヴィジョン』のステラが統括し、眼魔がんまや地じ獄ごく耳みみなど諜報能力に長けた魔族で構成された軍団だ。魔界全土のみならず、人間界の動向を探る任務もあり、まさしく魔界の情報の要である。

　第二軍。

『不死王ロードアンデッド』リーガルが統括し、不死の魔物であるアンデッドで構成された軍団だ。

　彼らは魔界の各所から湧き出す瘴気によって強大な力を得るため、魔界の防衛を主要な任務としている。ただし、人間界への侵攻においても、その力を振るうことがある。

　第三軍。

『夢魔姫デッドチャーム』フェリアが統括し、夢魔サキュバスや邪妖精デスフェアリーなど精神干渉系の力を持つ魔族で構成された軍団だ。精神に作用する魔法や呪術に関して、攻守両面で活躍する。

　第四軍。

『獣帝ギガントロア』ゼガートが統括し、獣人系の魔族で構成された軍団だ。人間界への侵攻の主力であり、全軍で最強の攻撃力を誇る。

　いわば魔界の剣ともいうべき軍団だった。

　現在は魔軍長のゼガートや副官シグムンドが行方不明のため、第三席に当たる魔族が代理で統括している。ただし絶対的なカリスマを持つゼガートに比べると、軍団の掌握、管理は心もとない。

　第五軍。

『極魔導マスター』の称号をヅィラームから引き継いだ新たな臣下──ジュダが統括し、魔法使い系の魔族で構成された軍団だ。魔界の攻守両面における魔法戦力であり、また魔界全土の魔導施設を整備したり、魔導具の開発なども担っている。

　就任して数日ながら、ジュダは思った以上に有能だった。ヅィラーム以上の求心力を持って、急速に軍団の再整備が進んでいる。

　ただし本人の性格はムラッ気が強く、注視が必要だろう。

　第六軍は治癒能力に長けた魔族で構成され、第七軍は機械的な製造分野に秀でた職人系の魔族で構成されている。

　先の勇者との戦いで、いずれも魔軍長が戦死しており、後任の選定が急務である。

「『邪神官プリースト』と『錬金機将アルケミスト』の後任候補は、どれくらいリストアップが進んでいる？」

　俺はステラにたずねた。

　ちなみに『邪神官プリースト』は第六軍の、『錬金機将アルケミスト』は第七軍の魔軍長の称号である。

「『極魔導マスター』の選定と同じく難航しております。やはり魔軍長を務められるほどの魔族は限られておりますし……」

　と、申し訳なさそうなステラ。

「苦労をかけるな」

「これが私の役目です。フリード様のご期待に応えられるよう、一層の精進をいたします」

　ステラが深々と頭を下げた。

「いつも、よくやってくれている。お前が支えてくれているから、俺はなんとか魔王なんて役目を果たせているんだ」

　俺は彼女を見つめた。

「ありがとう、ステラ」

「身に余るお言葉です、フリード様……」

　こちらを見つめる彼女の瞳は、心なしか潤んでいるように見えた。

　この間の、抱きしめられたことを思いだす。

　……というか、俺からも抱きしめ返したんだった。急に面映ゆくなってしまった。

「あ、えっと……」

　ステラの顔が赤くなる。

　……もしかして彼女も同じように、先日のことを思いだしたのかもしれない。

「つ、次は魔界全土の公共施設インフラ関連だ」

　俺はこほんと咳払いをして話を進めた。

「やだ、あたしったら……この前のこと……あわわ、フリード様になんてこと……あたし……あたし……」

　が、ステラはまだ仕事モードに戻っていないらしい。赤面しながらモジモジしていた。

「……ステラ？」

「へっ!?　あ、はい、あたしは、そんな、何も舞い上がったりはしてませんからっ」

　ステラの声は明らかに上ずっていた。

「……申し訳ありません。公共施設関連ですね」

　ふうっと息を吐き出し、ようやく普段のクールな態度に戻るステラ。

「先の勇者の侵攻で多くの施設が破壊された。魔界の民の生活のために、その修復に引き続き注力してほしい」

「魔法技術が使われている施設の修復は第五軍に、機械技術が使われている部分は第七軍に、それぞれ担当させています」

　と、ステラ。

「第五軍については、空席だった魔軍長にジュダが就任したこともあり、作業ペースは上がっているようです」

「逆に、第七軍の作業は遅れ気味だったな」

「人員配分の再チェックと、できれば予算をもう少し回したほうがいいかと」

「分かった。その辺りはステラの判断でやってくれ」

「承知しました」

　仕事を丸投げしているような気もするが、俺が半端に口を出すより、ステラに任せたほうが上手くいきそうだ。

　実際、それぞれの分野には専門の魔族がいる。俺は彼らができるだけ円滑に仕事を進められるよう、役割を割り振っていけばいい。




　──その後も、俺はステラと魔界の現状についての情報共有や今後の方策などを話し合った。

　魔王剣の欠片探索についても進めたいが、すぐに解決できる問題じゃない。

　ジュダの魔法では探せないし、ステラにも千里眼を試してもらったが、やはり駄目みたいだった。こっちは地道に方策を探るしかないな……。
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　大聖堂カテドラルでは四天聖剣セイクリッドエッジたちの修業が続いていた。

　ツインテールにした青い髪に黄色いリボンをつけた美少女が、黄金の髪を結い上げた美女と交戦している。実戦さながらの、模擬戦だ。

「弐式・最大装弾精密連射アクセル・サウザンドアロー！」

「弐式・桜花の炎ファイアフラワー・バスター！」

　ルドミラが放った数千の矢を、フィオーレは同じく数千の火炎斬撃で迎え撃った。

　巨大なエネルギー同士がぶつかり合い、大爆発を起こす。ここが異空間ではなく現実世界ならば、おそらく地形が変わっていたほどの爆発だ。

「やるわね、フィオーレさん──」

　黒い弓を構え、口の端を吊り上げて笑うルドミラ。

「わたくしも、この力を使いこなせるようになったようです」

　細剣型の奇蹟兵装を手に、フィオーレが告げた。その剣は、ルドミラのものと同じく漆黒に彩られていた。

　奇蹟兵装・第二解放──混沌形態カオスフォーム。

　先日、ルドミラが身に付けたのと同じ力を、彼女もまた手に入れたのだ。

「うわー、二人ともすごいですね～」

　と、一人の少女が歩み寄ってきた。ツーサイドアップにした銀色の髪に真紅の瞳をした美しい少女である。身にまとうのは、瞳と同色の真紅の衣。

　神の使徒であるルージュだった。

「もう魔軍長クラスなら苦もなく倒せるくらいに強くなってるんじゃないでしょうか。二人ともとても飲みこみがよくて、わたしも教え甲斐があります。神話の時代の勇者並……いえ、それ以上ですね～」

　紅の使徒ルージュが微笑んだ。

「じゃあ、次の段階に行ってみましょうか」

「次の段階……ですか？」

「ええ、試練の第一段階は混沌形態の会得と習熟──これはお二人ともかなりのレベルに達してますからね。そろそろ次に進むべきだと思いますよ～」

　ルドミラの問いに、にっこりと答えるルージュ。

　もともと、この修業は奇蹟兵装の力をさらに引き出すためのものである。その第一段階として、ルドミラは自身の奇蹟兵装『ラファエル』の装弾数を今までの数倍に引き上げることができた。

　混沌形態という新たな奇蹟兵装の力を得ることによって。

　フィオーレも、似たような成長を遂げている。

（第二段階っていうのは、どういう力なの……？）

「お二人とも、攻撃面では飛躍的な進歩を遂げました。となれば、次は防御面ですね～」

　ルドミラの内心の疑問に答えるようにルージュが言った。

「ヒントはもうつかんでいるはずですよ？　奇蹟兵装を起動させるために必要なものは精神エネルギー。言いかえれば心の強さです」

「心の……強さ」

「もっと強く象るんです。自身の心を。その根源を。自分自身の中に宿る、もっとも強い心の形を」

　ルージュが微笑む。

「あたしの心──」

　初めて黒い奇蹟兵装を起動させたときのことを思い起こす。

　自分にとって原点ともいえる記憶──。

　魔族に滅ぼされた村。理不尽な暴力への怒り。悲しみ。絶望。

　そして、そこからの克こっ己き。

　敵が誰であろうと断固として打ち砕き、滅する──暴風のごとき意志。

　ヴ……ヴヴヴヴヴ……！

　次の瞬間、手にした『ラファエル』が鳴動した。

「んっ……!?」

　同時に、ルドミラの全身に熱い何かが駆け巡る。

「これは──」

　気が付けば、服が変化していた。

　薄布でできた黒い衣装に金の装身具、純白のマント。淡い燐光を発した神々しい衣だ。

「ふふ、『黒の法衣カオスジャケット』を出せたようですね。第一段階を突破したあなたたちならスムーズにできると思ってましたよ～」

　ルージュが嬉しそうに微笑む。

　隣を見れば、フィオーレもルドミラとはデザインが違うが、漆黒の衣をまとっていた。
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「ルドミラさんは『敵への憎悪』。フィオーレさんは『自身への誇り』。お二人とも自分の心の根源をよく把握してますね。わたしも教え甲斐があります～」

　言って、ルージュは翼を広げて飛び上がった。

「では、その衣の強度テストと行きましょうか。今からわたしが攻撃するので、お二人とも防御してみてください」

　彼女の手に真紅の剣が出現する。

「あ、もちろん本気は出さないのでご心配なく。といっても、気を抜くと死んじゃうくらいのキツいのいきますからね～。全力で防御してくださいね」

　笑顔で恐ろしいことを告げる神の使徒。

　ルドミラとフィオーレは顔を見合わせ、身構えた。

　──と、そのときだった。

「これは……!?」

　ふいに、ルージュの顔つきが変わる。

「どうかしましたか？」

「今、気配を感じました」

　笑みを消し、珍しく真顔で告げるルージュ。

「神話の時代以来ですね……あれが動き出すのは」

「あれ、とは？」

「神が造り出した対魔王用の決戦兵器──」

　ルージュが厳かに告げた。

「わたしたちが手を下すまでもなく、魔界は滅ぶかもしれませんね」
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「結界の補強？」

　俺はジュダのところまで行き、魔界防衛の相談をしていた。

「一月前に勇者が攻め入ってきて結界が破られた。それは俺の魔法で補強したんだが、重ね掛けはできなかったんだ。お前ならできないか？」

「私にも無理だよ。魔界全土を覆う結界の補強なんて、どれだけ魔力が必要だと思ってるのさ」

　ジュダが苦笑交じりに肩をすくめた。

「結界を作ったのはヴェルファーだけど、それ以降の魔王で結界を弄ろうとした者はいないよ。彼の桁外れの魔力だからこそ作れた結界だからね」

「そうなのか……」

「むしろ、補強だけとはいえ、結界に新たな魔力を継ぎ足しただけでも規格外だよ。並の魔力なら──たとえ魔王クラスのステータスでも、ヴェルファーの結界に弾かれて終わりだろうに」

　感心したようなジュダ。

「魔力だけは本当に高いよね。技術は低いけど」

「……技術が低くて悪かったな」

「あはは、言い過ぎたかな。まあ、その辺りは私が教えてあげるよ」

「頼む」

「気が向いたら、ね」

「……頼む」

　こいつは気まぐれだからな。あまり期待しすぎないようにしよう。

「そもそも、防衛にこだわらずにこっちから打って出る考えはないのかな？　君が人間たちを皆殺しにすれば戦いは終わるでしょ？」

　ジュダがさらりと恐ろしいことを言った。

　以前に、リーガルも似たようなことを言っていたな。

「……皆殺し、か」

「まあ、君の場合は力を弱体化される不安があるけどね」

　と、ジュダ。

　……いや、それ以前の問題だ。

　俺は内心の言葉を飲みこんだ。

　無論、自分や仲間たちの身を守るためなら──それでも無意味な殺しはしたくないが──命のやり取りは、する。

　だが、虐殺となれば話はまったく別だ。

　やっぱり俺は元人間である。敵として向かってくるならともかく、罪のない人間を殺したくはない。

　いや、勇者たちだって十じっ把ぱ一ひと絡からげにして殺したいわけじゃない。

「本当は──誰も死なずに、共存できれば」

　俺は思わず口に出した。

「それが一番いいんじゃないのか？」

　そして、そんな平和がずっと続けばいいんだけどな。

　できれば、百年先も、千年先も。ずっと、ずっと──。

「甘いというか、なんというか」

　ジュダが苦笑した。

「元人間の魔王様は、厄介な精神性をしているね」

「性分だ」

「嫌いじゃないよ。その考え方は」

　ジュダの笑みが苦笑から微笑に変化する。

「それに君がいつまでも健在とは限らない。そもそも戦いに不測の事態はつきもの。思わぬ不覚を取って、君が殺されることだってあり得る」

「……まあ、な」

「君がいなくても機能するような、万全の防備──それを敷くことができれば、魔界に悠久の平和をもたらすことも夢物語じゃない」

「ああ、夢物語じゃない」

　うなずく俺。

「現実に、するんだ」




「ただいま戻りました、魔王様」

　謁見の間に、古めかしい甲冑をまとった髑髏の剣士が現れた。

『不死王ロードアンデッド』の称号を持つ魔軍長リーガル。

　現在、行方が知れない獣帝ゼガートを探すために、人間界まで出向いていたのだ。

「残念ながらゼガートたちの足取りはつかめませんでした。私の手の者に引き続き探索させておりますが、定時報告のためにこうして戻った次第です」

「ご苦労だった、リーガル」

　玉座でうなずく俺。

「ところで──」

　リーガルの視線が、俺の隣に立つ魔族へ向けられた。

　銀色の髪に褐色の肌をした美しい少年へ。

「ああ、お前には紹介がまだだったな。新たに魔軍長に就任した『極魔導マスター』ジュダ・ルギスだ」

「へえ、上級アンデッドか。よろしくね、リーガルくん」

　ジュダがにっこりとリーガルに手を振る。

「ジュダ……!?　まさか、もっとも古き魔族の一人──」

　リーガルがうめいた。

「歴代魔王の誰もが、彼を従えられなかったはず……」

「今代の魔王くんは変わり種だからね。興味が湧いたのさ」

　悪戯っぽく笑うジュダ。

「とりあえずは、魔王軍の仕事を手伝ってあげるよ」

「……色々と変わったところはあるが、有能な奴だ。どうか力を合わせて、魔界のために尽くしてほしい」

　俺はリーガルに、そしてジュダに言った。

「承知いたしました、王よ」

「気が向いた範囲で、ね」

　うやうやしく頭を下げるリーガルと、あいかわらず気楽な口調のジュダ。

　好対照な二人だ。




　──ふいに、全身が震えるような強烈な悪寒が走り抜けた。




　同時に、窓の外で赤い閃光が弾ける。

「なんだ……？」

　仮面の下で眉をひそめる俺。

　地平線の彼方で、真紅に輝く光の柱が立ち上っていた。

　背筋が強烈に粟立った。

　あの場所に、何かがいる。すさまじいまでの威圧感を放つ、何者かが。

「なぜ、魔界にあれが……？」

　ジュダがわずかに眉を寄せた。

「『天想覇王ディヴァインギア』──」

「まさか、あの伝説の……!?」

　リーガルがうめく。

「知っているのか、二人とも」

「ヴェルファーと天軍や勇者軍との戦いで出てきた兵器だよ」

　ジュダが俺に説明した。

「君は、私の夢の中で見たことがあるよね？」

「ああ、そういえば──」

　言われて、はっきりと思いだした。

「だけど、そんな代物がなぜ魔界にあるんだ？」

「さあ、ね？　確認に行ったほうがいいかもしれない」

　と、ジュダ。

「昔のままの性能なら、魔族たちは確実に虐殺されるよ」

「……！」

　俺はごくりと息を飲んだ。

「場所は分かるか？」

「これだけ強大な魔力をまき散らしていれば、ね」

「案内してくれ」

　俺は玉座から立ち上がった。

「魔王様、今の気配は──」

「ねえ、すごい嫌な予感がするんだけど～」

　謁見の間にステラとフェリアが立て続けに入ってきた。これで魔軍長四人がそろったことになる。

「『天想覇王』のようだ。かつて多くの魔族を滅ぼした、天軍の兵器──」

　二人に告げる俺。

　まあ、この説明はジュダからの受け売りだが。

「なぜそんなものが……」

「現れた理由は分からない。神話の時代に、ヴェルファーは三体の『天想覇王』と戦い、大きなダメージを与えた。だけど破壊には至らなかった」

　ステラのつぶやきにジュダが答えた。

「傷を修復するために三体は戦線から離脱した。ヴェルファーは結局、その後の天軍や勇者軍との猛攻で討たれ、残った魔族は魔界まで敗走したんだ」

「動向を探るためにも、『天想覇王』の様子を見てくるべきでは？」

　リーガルが提言した。

「そうだな……」

「よろしければ、私が。場合によっては破壊いたします」

　告げた不死王の全身から、目に見えるほどの闘気が噴き上がる。

「我が剣にふさわしい獲物と存じます」

　……お前、ただ戦いたいだけじゃないか？

　つい内心でツッコんでしまう。

「いや、俺が行こう」

　リーガルの申し出を、俺は断った。

　相手は相当の強敵だろう。魔軍長といえども一筋縄ではいかなさそうだ。

「リーガルは城の守りを頼む。これが陽動の可能性もあるし、そもそも『天想覇王』は全部で三体いるんだ。別々に攻めてこないともかぎらないからな」

「ですが、王自らが軽々しく出るのはどうかと──」

「戦力的には妥当じゃないかな。魔王くんは強いからね」

　異論のありそうなリーガルと、気軽にうなずくジュダ。

「奴らは迷彩機能や空間変異、精神干渉など多種多様の魔術攻撃を操る。魔王くんも備えをしておいたほうがいいね」

「じゃあ、ジュダ。ついて来てくれるか」

「え、私も……？」

　ジュダが驚いたように目を開いた。

「……めんどくさ」

　こいつ、あからさまに嫌そうな顔をしやがった!?

「王命に対して、なんだその態度は」

　息巻くステラ。

「魔王様からの直々のご指名だというのに──」

　あいかわらず忠誠心に満ちたコメントだ。

「…………………………私だって魔王様と一緒に行きたいのに」

　ん？

「君、王命だから怒ってるんじゃなくて、もっと個人的な感情で怒ってない？」

　ジュダが笑う。

「自分が指名されなかったから拗ねてるとか？」

「これはずばり……恋ね！」

　さらにフェリアまで嬉しそうな顔で叫んだ。

「い、いきなり、何を言うか、ジュダもフェリアも！　私はあくまでも、その、えっと、側近としての意見を──」

「あー……その、なんだ。『天想覇王』といえば、神が造った古代兵器だろう？　魔導の精髄ともいうべき代物だ。興味を引かれるんじゃないか、ジュダ？」

　際限なく脱線しそうな空気を元に戻すため、俺はジュダに言った。

「研究材料として、な」

「……！」

　ジュダの顔色が変わった。

「なるほど、いいかもしれないね。同行させてもらうよ」

　──なんとなく、こいつに言うことを聞かせる方法が分かってきた気がする。

「精神干渉攻撃を使う敵なら、あたしもいたほうがいいんじゃない？」

　フェリアがすり寄ってきた。むぎゅっ、と豊かな胸を押し当ててくる。

「フェリア、また魔王様にくっついて……」

「ふふ、ヤキモチ？　やっぱり……恋ね！」

「だ、だ、だから違うと言っている！」

　からかうフェリアに、ステラが顔を真っ赤にした。

「恋愛というやつか……？　そういった機微は、やはり俺には分からぬ」

　うなるリーガル。

　このままだと、また話が脱線してしまいそうだ。

「方針をまとめるぞ」

　俺は無理やり話を本題に戻した。

「俺、フェリア、ジュダで『天想覇王』らしき敵の調査に向かう。ステラには、俺の代理として魔王軍の統率を。リーガルは新たな敵が現れた際には迎撃を。それぞれ頼みたい」

「承知いたしました」

　ステラとリーガルが恭しく頭を下げた。

　──俺はフェリア、ジュダとともに魔王城から出発する準備を整えた。

「あの……魔王様」

　出発間際、正門でステラが声をかけてくる。

「ん？」

「お気をつけて──」

　ステラが俺を見つめる瞳は、わずかに潤んでいた。

「今回の相手は、強敵です。どうかご自愛を……」

「心配するな」

　仮面越しに彼女を見つめる俺。

「俺の力は、お前も知っているだろう。天軍最強の兵器だろうと、すぐに片づけて戻る。留守中のことは頼むぞ」

　そして、俺はジュダ、フェリアとともに出発した。




　俺たちは『天想覇王』の魔力反応があった場所へ向かっていた。おおまかな位置に関してはジュダが探知してくれたから、後は現場に着いてからの探索になる。

　その場所は西部地方にある岩山地帯。神話の時代の遺跡が点在している場所らしい。

　メンバーは、フェリアとジュダに加え、第三軍と第五軍から二人の補佐が数人ずつ。合計で十数人程度の少人数である。

　万が一を考え、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ──ベルには城の上空警備を頼んでおいた。あいつもジュダ同様に気まぐれな性格だから、どこまで戦ってくれるか分からないが……戦力としては頼りになるからな。

「ジュダ、お前はどう見る？」

　歩きながら、俺は銀髪の美少年魔族にたずねた。

「ん？」

「『天想覇王』のことだ。なぜ魔界に現れたんだろう？」

「さあね。現状では情報が少なすぎて分からない、としか」

　と、ジュダ。

「まあ、推測するなら──この間、百の勇者が攻めてきたときに開いた結界の穴から、『天想覇王』も魔界にやって来たんじゃないかな」

「なるほど」

「だけど、あの結界は聖なる力が強ければ強いほど、反発力を増す。『天想覇王』クラスの神性を備えた兵器が通過できるとは思えないんだ」

　ジュダがわずかに眉を寄せた。

「現に熾天使セラフ級奇蹟兵装──最強の勇者たちも前回の戦いには参加していない。彼らの武器は聖性が強すぎて、結界を通れなかったんだろうね」

　俺は黙って彼の説明を聞いていた。

　さすがに魔法関係の分析能力は高いみたいだ。気まぐれな性格は難点だが、やはり味方に引き入れてよかったと思う。




　──俺たちはなおも進んだ。

　夜になり、森の中で野営することにした。交代で見張りを立て、それぞれに仮眠を取ってもらう。

　俺は一人、天幕の中で休んでいた。

「魔王様、いいかしら？」

　フェリアが天幕に入ってきた。

　足元まで伸びた薄桃色の髪に、小悪魔を連想させる美貌。背から伸びたコウモリのような翼や、腰から垂れ下がった尾が、ぴこぴこと動いている。

「何かあったのか？」

　まさか敵襲、と身構える俺に、

「ただ会いたかっただけよ」

　フェリアが微笑んだ。

「ねえ、あたしのこと……どう思ってるの？」

「唐突にどうしたんだ」

　俺は戸惑いつつ彼女を見つめた。

　小悪魔然とした微笑みは、その言葉が冗談なのか、本気なのかを悟らせない。

「あたし、強い男は好きよ」

「魔族にはいくらでも強い男がいるんじゃないのか？」

　意図がわからず、はぐらかし気味の台詞を返す俺。

「魔王様は別格でしょ」

　フェリアは笑みを深めて、すり寄ってきた。

「この間の、あたしの夢の中での戦いはすごかった。魅了されたわ」

「相手が過去の魔王たちだったからな」

　答える俺に、フェリアはさらに顔を寄せた。

　すぐ間近に、彼女の美しい顔があった。さすがにドキッとする。

「ねえ、仮面を取って素顔を見せてくださらない？」

　フェリアがささやいた。
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「いや、これは──」

「ね、魔王様」

　ふうっと吐息が吹きかかる。仮面越しにも感じ取れるくらいに、甘い。

　……こいつ、また魅了魔法チャームを使ってないか？

　いや、そもそもサキュバスにとって、それは生態みたいなものなのか。

「出会ったときから、ずっと想っていたの……あたし、本気だから」

　濡れたような瞳は、俺をまっすぐに見つめ続けている。

「明日のこともある。そろそろ休もう」

　俺は半ば逃げるように、彼女の誘惑を振り切った。

　胸の鼓動が痛いほどに早まっているのを感じながら……。




[image: ]




　ステラは一人、執務室で書類を片付けていた。

　強大な敵──『天想覇王』との戦いに突入する可能性は十分にある。だから、その前に平時の仕事をできるだけ片づけておきたかった。

　フリードの負担を少しでも減らすために。

「後これだけか……さっさと終わらせよう」

　魔王の代理で決裁できるものを片っ端から処理していく。山のように積まれていた書類が、あっという間にその高さを減じていった。

　普通の魔族から見れば、驚くべき処理能力だ。思考能力や反応速度にも長けた眷属である『眼魔がんま』のステラだからこその仕事ぶりだった。

「ふう……」

　きりのいいところまで片づけ、ステラは一息ついた。

「失礼いたします。お茶が入りました、お嬢様」

　タイミングを見計らったように、メイド姿の女魔族が入ってくる。

　緩くウェーブがかかったセミロングの紫髪。地味な容姿に眼鏡をかけた少女である。

　彼女はイレーネ。ステラが公爵令嬢として幼少を過ごしていたころから侍女をしてくれていた魔族だった。彼女が魔軍長として召し抱えられると、それについて来て城で働いているのだ。

「あら、さすがはお嬢様。あれだけあった書類もほとんど片付けてしまったんですね」

　公的な場では、自分のことを魔軍長と呼ばせるところだが、今は二人である。実家で暮らしていたころのように『お嬢様』呼びでも問題ないだろう。

　母から距離を置かれていたステラにとって、イレーネは実の姉妹のように親しめる数少ない相手だった。

「さ、どうぞ」

「ありがとう」

　礼を言って、ティーカップを受け取る。香りのよい紅茶が疲れを癒してくれた。

「無理はなさらないでくださいね、お嬢様」

「これくらいは問題ない」

「お嬢様は少し真面目すぎますから。気を抜くことも覚えないと」

　ふふっと笑って、イレーネがいきなりステラを抱きしめた。

「い、いつまでも子ども扱いするな、イレーネ」

　照れくさくて、つい声をうわずらせてしまう。

「私にとっては、お嬢様はいつまでもお嬢様です」

　イレーネがささやいた。

「妹のようなものですから」

「まったく……」

　言いつつも、ステラの頬はわずかに緩んでいた。外見年齢では同じくらいに見える二人だが、実際の年齢ではイレーネの方が百歳以上も上だ。

　しばらくの間、ステラは姉のような侍女に抱きしめられていた──。




　書類仕事を片付けたステラは、魔王城内を見回っていた。

「あ、ステラ様、お疲れさまです～」

　駆け寄ってきたのは、赤い髪をポニーテールにまとめた女魔族。城内の警備隊長を務めるリリムである。

「城内の様子はどうだ？」

「変わりないです～」

　答えてリリムはため息をついた。

「はあ、魔王様と一緒に行きたかったなー」

「今回の敵は強大な力を持っているようだ。魔王様がお前たちを同行させなかったのは、安全を気遣ってのことだろう」

　ステラがとりなした。

「あたし、魔王様のお役に立ちたかったです」

「それは私も同じだ。だが残された者にも大切な役目がある。お前は魔王城の警護に全力を尽くせ」

「あたしの、役目……」

「魔王様は、別の敵が現れる可能性も考えておられた。私たちはそれに備えるんだ」

「そう……ですね。あたし、がんばります」

　リリムがグッと拳を握る。

「やるぞー、おーっ」

「その意気だ」

　うなずくステラ。

「ありがとうございます、慰めてくださって」

「私は戦略上のことを述べたに過ぎない」

「ふふ、ステラ様って優しい」

「な、な、何を言っている!?　私は、だから、戦略上の──」

　リリムの微笑みに、つい動揺してしまった。以前なら、もっと毅然と接することができたのに、最近の自分は感情が揺らぎやすくなったように思う。

　そう、おそらくはフリードに出会ってから──。

「えへへ、ステラ様も寂しいでしょ、魔王様がいなくて」

「な、な、なななな何を言っているっ!?」

　悪戯っぽく笑うリリムに、ステラはますます動揺した。

　まるで自分の気持ちを見透かされたようだ、と思った。

　仮面の下の、魔王の顔を思い浮かべる。戦士としての厳しさは持ちつつも、優しく、他者を気遣い、そして──どこか愁いを帯びたような中年男の顔を。

（フリード様……）

　心の中でそっとつぶやくと、それだけで頬が熱く火照った。

　とくん、と。胸の奥が、甘く鼓動を打つ。

「うっとりした顔してる」

　リリムが笑う。

「ステラ様、乙女ですねー」

「だ、だから、私は、その──」

　ますます声が上ずった、そのときだった。

「──!?」

　妙な気配を感じ、ステラは真顔に戻る。

「？　どうかしました？」

　リリムの問いに答えず、ステラは額の第三の瞳を開いた。気配の出どころを探る。

（これは……!?）

　ステラはハッとした顔で、リリムを見つめた。

「ついて来てくれるか」

「えっ？」

「魔王城の地下で不審な気配があった。今すぐ動かせる隊を連れて、私とともに向かうぞ」




　ステラはリリムや十数名の兵とともに、魔王城の地下に向かった。階段を下りていき、やがて地下最下層までたどり着く。

「こんな場所まで来るのは久しぶりです～」

　リリムがきょろきょろと周囲を見回した。

「城内警備でも、ここまで立ち入ることはほとんどないだろうからな」

　ステラは額に第三の眼を開き、警戒しながら進む。

　細い通路の左右には、むき出しの巨大な歯車がいくつも回っていた。

　彼女にもそれがどういう機構なのかは、よく分からない。

　魔王城自体に機械的な仕掛けが施されており、有事には戦闘にも使用される──という話は聞いたことがある。その辺りは、第七軍の長である『錬金機将アルケミスト』の管轄だった。

　まっすぐに進み、突き当たりにある部屋までたどり着いた。

『制御室』とプレートに刻まれている。

　その向こうから、魔族の気配がした。

「立ち入り禁止区域のはずだが──」

　ステラはつぶやき、隣のリリムに目配せする。

「行くぞ」

　小声で告げ、身構えつつドアを開けるステラ。

　室内は、あちこちに蒸気機関を思わせる機械装置が並んでいた。その中心に、フードとローブ姿の魔族がいる。

「ひ、ひい、魔軍長様……!?」

　後ずさる魔族。フードの奥の顔は老人のものだった。

「ここで何をしている」

　ステラが老魔族にたずねた。

「は、はい、その……」

「立ち入り禁止区域のはずだが？　第七軍のものか？」

　魔王城の機械装置関係は第七軍が管理している。彼はその一員かと思ったのだが、様子がおかしい。

「わ、私は、その……」

「答えろ」

　心なしかびくりと震えたような魔族。

「その、軍の命令で……そ、そう、任務なんです」

　明らかに態度が怪しい。

　ステラは即座に千里眼を発動した。

　見切る──。

　目の前の魔族の心の揺らぎを。不安を。恐怖を。

　他者の心を完全に見抜くことは、さすがのステラにも不可能だ。

　だが、断片的なイメージであれば──相手が高位の魔族でもない限り、ある程度までは見切ることができた。

　老魔族の背後に、獣のようなシルエットがぼんやりと浮かび上がる。やはり『錬金機将アルケミスト』絡みではない。

「──第七軍の任務というのは嘘だな？　獣帝ギガントロアゼガートから命じられたのか？」

「ひ、ひいっ……」

　たちまち動揺する老魔族。半ば推測だったが、図星だったようだ。

「本当のことを答えろ」

　ステラが一歩近づく。

　とたんに、老魔族の全身が発光した。

「……!?」

「ステラ様！」

　リリムが飛び出し、彼女を押し倒した。

　ぐごぉうっ！

　弾ける閃光。全身を覆う、柔らかな弾力。

　老魔族が自爆し、スライム化したリリムがその衝撃から守ってくれたのだ、と気づいた。

「……ありがとう、リリム。助かった」

「えへへ、お怪我がなくて何よりです」

　スライム状態から人型に戻ったリリムが微笑む。

「それにしても──」

　ステラは前方を見据えた。

　まさか、いきなり自爆するとは。ステラの『眼』で見抜かれるのを恐れたのだろうか。

　──おそらくは、なんらかの企みを。

「そして、その企みは……」

　ぎりっと奥歯を鳴らす。

　まず間違いなく、獣帝ゼガートが首謀者なのだろう。

　ただでさえ、二カ月後に迫った勇者の侵攻に向けて、魔界が大変な時期だというのに、この上ゼガートの問題にも対処しなければならないとは。

「ステラ様……」

「階上に戻ろう、リリム」

　気遣うようなリリムに、ステラは険しい表情のままで言った。




　ステラはリリムや兵とともに階上まで戻った。

「ステラ魔軍長」

　前方から、がしゃ、がしゃ、と甲冑の音を鳴らしながら、髑髏の剣士がやってくる。

「魔王城に何者かが近づいてくる」

　リーガルの問いにステラは首をかしげた。

「何者か……だと？」

　言われて、ハッと気づいた。

　魔界にはそぐわない神聖な気配をまとった何かが、接近している。並の魔族など歯牙にもかけない強大な力を感じた。

「魔王城の地下で不審な魔族が現れたかと思えば、今度は地上とは……魔王様がいないときに限って、トラブルが次々に起きるな」

　ステラは千里眼を発動させ、接近する者の正体を探る。

「まさか、これは──」

　ごくりと喉を鳴らした。

　神話の時代に、神が造り出した最強の兵器。多くの魔族を滅ぼし、始まりの魔王ヴェルファーを討った存在。

「伝説の、『天想覇王』……!?」

　うめくステラ。

「魔王様が向かった場所とは別の地点から現れたようだ」

　リーガルが言った。

「伝説によれば『天想覇王』は全部で三体。やはり別の個体もいたということだろう」

「私たちを城に残してくれてよかった、というところか」

　つぶやき、ステラはリーガルをにらむ。

「魔王城を──そしてこの魔界を守り抜くぞ。私たちは魔王様から直々に留守を預かるよう命じられたのだからな」

「当然だ」

　そのとき、震動がますます激しくなった。

　大気が、悲鳴を上げるかのように震え、軋む。

「来たのか──」

　ステラたちは城の正門から外に出る。

　その、直後。




　──大地が、割れた。




　そこから噴水のように大量の水が噴き出した。

「な、なんというすさまじい魔力だ……！」

　ステラの全身が総毛立った。歴代最強のフリードは例外として、おそらくは魔王クラスと同等か、それ以上。

「リリム、兵を率いて周辺住民の避難を急がせろ」

「はいっ、行ってきます！」

　指示を出すと、リリムは元気よく叫んで去っていった。

「伝説の兵器というだけはあるな……」

　ステラは険しい表情でつぶやく。額に開いた第三の瞳には、はっきりと映っていた。

　地割れの奥にひそむ、巨大な影が。

「来るぞ、リーガル」

　ステラが告げた。

「うむ」

　リーガルは腰の剣を抜き放った。無数の骨を組み合わせたようなデザインの、いびつな長剣だ。

　ほぼ同時に、噴水の中から何かが飛び出してきた。

　竜。

　青い装甲に覆われた全身から水流を間断なく噴き出した、巨大な竜だ。

「これが──『天想覇王』」

　ステラがうめいた。

　青い巨竜は、敵意に満ちた気配でこちらを見下ろしている。

「俺が先陣を切る」

　リーガルが剣を手に進み出た。

「貴公は魔軍の指揮を。援護を頼む」

「……気を付けろよ、リーガル」

「ふん、貴公から気遣うような台詞をもらうとはな」

「あいつは、今まで戦ってきた勇者たちとは別物だ。戦闘能力の次元が違う──」

「ならばこそ」

　表情のない髑髏の顔に、なぜか笑みが浮かんでいるように見えた。

「神話の時代に猛威を振るった神の兵器──我が剣にふさわしい獲物よ」

　武人の、笑みが。
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　翌日、俺たちは『天想覇王』の元へ進んでいた。

「そろそろですね、魔王様」

　フェリアがすり寄ってくる。

「……！」

　あいかわらずこいつと向き合っていると、全身がゾクゾクするような感覚がある。胸が甘く疼くようなときめきを覚えてしまう。

　高位の夢魔は半ば無意識に魅了魔法チャームを放っているらしく、そのせいだろうと彼女から言われた。昨日迫られたときに告げられたのだ。

「どうかなさいました、魔王様？」

　フェリアが軽く首をかしげる。

「……いや、なんでもない」

　俺は小さく首を振った。

「あ、昨晩のことを思いだしたんですね」

「……お前があんなふうに迫るからだろ」

　仮面越しに軽くにらんでしまった。

　俺をからかっているのか、それとも──。

　フェリアはくすりと笑い、俺に顔を近づけた。

「言っておきますけど、あたしがこんな風に迫るのは魔王様だけですからね……」

　と、耳元に小声でささやく。

「フェリア？」

「誰にでもアプローチするような女だと思われたくないので」

　フェリアはまた微笑んだ。

　どこまでが本気なのか、どうにも捉えどころがない。まさに、小悪魔的な笑顔だ。

「ステラだけじゃなくて、あたしのことも気にかけてくださいね、魔王様」

「なんで、そこでステラの名前を出すんだ」

「あら、とぼけてらっしゃるんですか？」

　フェリアはくすくすと笑う。

「とぼけるも何も……」

　本当に分からないんだが。

「備えて」

　突然、ジュダが俺たちの会話に割って入った。

「えっ？」

「──奴がいる」

　短く返ってきた言葉に、俺は仮面の下の表情を引き締めた。

　次の瞬間、




　轟っ！




　俺たちの眼前で、紅蓮に燃え盛る柱が立ち上った。

「邪悪なる者ども、我が元まで来たか」

　柱の中から声が響く。

「この気配──魔王だな」

「……話せるのか」

　俺は炎の柱を見据える。

　おそらく、柱の中にいるのは──、

「我はすべての魔を滅するために、神に造られしもの。魔王よ、汝を破壊する」

　炎の球が、弾けた。

　そいつは真紅の装甲をまとった巨大な獅子となって、俺たちの前に立ちはだかる。

　体長は三十メートルほど。たてがみから紅蓮の炎を吹き出していた。

「こいつが──『天想覇王』か」

　俺はごくりと息を飲んだ。さすがに、巨大だ。

「そのうちの一体、『炎の王』だね」

　と、説明するジュダ。

「ジュダ、何かあれば全員の防御を最優先に」

「りょーかい」

　ジュダが気軽な調子でうなずいた。

「フェリアは精神干渉系の攻撃が来たときに備えてくれ。同じく防御優先だ」

「お任せを」

　フェリアが艶然と微笑んだ。

「戦う前に聞いておきたい」

　俺は一歩前に出た。

「まずお前たちはどこから侵入した？　魔界は結界に守られているはずだ」

「魔と話すことなど何もない」

　炎の王の返事はそっけなかった。

「我が神から授けられた使命は一つ。魔を滅ぼすこと」

　真紅の装甲のあちこちから炎が噴き出す。完全に戦闘態勢のようだ。

　俺は、いつでも迎撃できるように魔力を高めておく。

「もし、俺たちが人間界に手を出さないと言ったらどうする？」

　なおも言葉を継ぐ俺。

「へえ、神の兵器にそんなことを聞くなんて……やっぱりヴェルファーとは違うね」

　ジュダがくすくすと笑った。

「でも、根っこのところは似ているのかもしれない」

「交渉は我の任にあらず。我が任務は戦闘。魔の殲滅」

　炎の王の返事はこれ以上ないほど、そっけなかった。

「ゆえに破壊する。汝らすべてを」

　告げて、地を蹴る炎の王。

　速い──。

　その巨体からは信じられないほどの速度で接近してくる。

「『ボルティックブレード』！」

　俺は雷の剣を生み出した。

　炎の王は避けるそぶりも、防御態勢に入る様子もない。

　受け止める気か──？

　俺は構わず剣を振り下ろす。

　がいんっ！

　金属音が響き、雷の剣が弾け散った。

「これは……!?」

「燃え尽きろ、魔王」

　炎の王のたてがみから火炎が渦を巻いて飛び出した。

「『ルシファーズシールド』」

　魔力障壁でそれをなんなく跳ね返す俺。

　爆発の余波が周囲に飛び散った。背後の魔族たちにもその一部が迫る。

「ジュダ！」

「はいはい、『ルーンシールド』っと」

　俺の呼びかけに答えたジュダが、魔力障壁を生み出した。

　荒れ狂う炎から、自身と魔族たちを守るジュダ。さすがに奴の魔力は高い。攻撃の余波は完封してくれそうだし、気にしなくてよさそうだ。

「なら、後はこいつを破壊することだけに注力すればいいな」

　俺は魔力を集中した。

　いくらジュダが余波を防いでくれるとはいえ、万が一ということもある。広範囲破壊魔法はなるべく使いたくない。

　先日のジュダとの訓練で編み出した、魔力収束型の攻撃でいくか。

「『天想覇王』の表面装甲は神聖銀ミスリルでできているから気を付けてね」

　背後からジュダが言った。

「ミスリル？」

「神が生み出した素材さ。奇蹟兵装の一部にも使われているんだけど、魔力に対して強い耐性を持っている」

　と、解説するジュダ。

「いくら君でも、生半可な魔法では通じないよ」

「なるほど……」

　さっき『ボルティックブレード』が弾け散ったのは、それでか。

　だからといって、破壊力が高すぎる魔法は使いづらい。巻き添えを避けるために、ジュダたちにいったん距離を取ってもらうか──。

　と、考えたところで、炎の王が突進してきた。

「『メテオブレード』『ボルティックブレード』『アクアブレード』『ウィンディブレード』」

　俺は炎、雷、水、風の魔力剣をそれぞれ数百単位で生み出した。

　斬る。斬る。斬る。

　四種の属性の魔力剣は俺の意志で自在に動きながら、赤い巨体をひたすらに斬りつける。

　ばぢぃっ、ばしゅっ！

　斬りつけては、弾け散る無数の魔力剣。やはり、こいつの装甲は強い対魔力性能を備えているようだ──。

「無駄だ。我が装甲はあらゆる魔法を防ぐ。汝の勝ち目はない」

「『ラグナボム』」

　構わず俺は黒色のエネルギー弾を放った。轟音とともに、今までビクともしなかった真紅の装甲の一部が砕け散った。

「これは!?」

　炎の王が初めて動揺の声を上げた。

　どれだけ硬い防御でも攻撃を一点に集中すれば、ダメージは蓄積する。そして、やがては撃ち抜くことができる──。

　かつて戦った四天聖剣セイクリッドエッジルドミラと同じ戦法だ。

「斬り裂き、弾け！」

　俺は魔力を集中し、剣の形をイメージして放った。

　ジュダとの訓練で会得した魔力斬撃。奴に言わせれば、まだまだ収束は甘いらしいが、それでも俺の右手から伸びた黒い魔力は炎の王の装甲を貫いた。

「おのれ……」

　傷を受けた場所から黒煙を噴き出し、後退する炎の王。

　とどめだ──俺は踏みこんだ。

　刹那、

「『ゲート』！」

　炎の王が呪言を叫ぶ。

　同時に、上空に黒い亀裂が出現した。

　あれは、空間の裂け目か!?

　その中に飛びこむ炎の王。

　次の瞬間、亀裂が閉じ始める。異空間に逃げる気か──。

「ジュダ、俺を飛ばせ。奴を追いかける！」

「りょーかい」

　ジュダが俺に向かって手をかざした。

「『グラビティロード』」

　ふわり、と俺の体が浮かび上がる。重力操作系の呪文だろうか。

　弾丸の勢いで俺の体は空中に向かって射出された。飛翔系の魔法よりも、はるかに速い。

　ジュダは、見事に重力をコントロールしているようだ。こういう『魔法の技術』なら、やはりこいつはずば抜けているな。

　上空では、空間の裂け目が急速に閉じていく。

「間に合え──」

　俺は滑りこむようにして内部に侵入した。

「き、貴様……！」

　炎の王がたじろいだように後ずさった。




　赤、青、緑、黄色──色とりどりの光がきらめく異空間。

　その中で、俺は真紅の巨獅子と対峙していた。

「神の兵器である我が、邪悪な魔王などに追い詰められるだと……」

　炎の王がうめく。その全身から、猛烈な火炎が噴き上がった。

　奴の闘志を表わすかのように。

「だが、いい気にならないことだ。悪が栄えた試しなどない──いずれ万能なる神が汝らを滅ぼす」

「滅ぼされてたまるか」

　俺は炎の王をにらんだ。

「魔界は、俺が守る」

「魔族に生きる価値などなし」

「……なぜお前たちは魔族を目の仇にする？　停戦することはできないのか」

「悪しき生命体である魔族に生きる価値などなし。悪しき世界である魔界に存在する価値などなし」

　魔族はすべて滅ぼす、という断固たる意志が伝わってくる。

「やっぱり交渉の余地はない、か」

　ならば──さっさと破壊するか。

　俺は奴に向かって手をかざした。

　魔力を、集中する。狙うは装甲の傷口だ。そこに『ファイア』か『サンダー』辺りを撃ちこめば倒せるだろう──。

「……待て、撃つな」

　炎の王の語調が変わった。

「汝の目的は、我との交渉か？　話を聞こうではないか」

「……急に態度が変わったな」

　訝しむ俺。

　何かを企んでいるのか。

　だが──仮に何かを仕掛けてきても、戦闘能力の差を考えれば十分に打開できるだろう。

　貴重な情報収集の機会だ。せっかくだから聞けることは聞いておこう。

「お前たちはどこから来たんだ？　魔界は結界に守られているはずだ」

　まず、ここは聞いておきたかった。もしかしたら、結界に不備があって、外界との通り道ができているのかもしれない。

「この異空間を通って、魔界まで来たのか？」

「違う」

　炎の王が首を振った。

「ここはどこにもつながらない『行き止まり』の空間だ。我らは結界を通って魔界まで来た。一月ほど前のことだ。結界に穴が空いているのを発見してな」

　急に饒舌になったな、こいつ。

　あるいは、この会話に俺が気を取られている隙を狙って、反撃してくるつもりだろうか。

　とはいえ、情報を得るチャンスではある。このまま会話に乗ることにした。

「じゃあ、その穴がなければ、お前たちは魔界に入ることはできなかった、と？」

「正確に言うと少し違う。聖なる力が強ければ強いほど、魔界に入る際には大きな通り道が必要になる。それこそ結界そのものを消滅させるほどの、な。この間の穴ではとてもサイズが足りなかった」

　と、炎の王。

「神が直接手を下さず、人間に武器を与えて魔族と戦わせているのもそのためだ。我ら『天想覇王』や、熾天使セラフ級の奇蹟兵装を持つ者、あるいは天使や神は……結界に多少の穴を空けた程度では、魔界には入れないのだ」

　つまり天軍や勇者軍の中で強い力を持った者は、結界があるかぎり魔界まで侵攻してくることはない、ってことか。

「じゃあ、お前たちはどうやって魔界まで入った？」

「力を弱めたのだ。極限まで、な」

　炎の王が語る。

「我ら『天想覇王』は聖なる力を限界まで弱体化させた上で、結界を通り抜けた。そして魔界の辺境で休眠に入った。少しずつ力を蓄えつつ、機を待った……そして、汝の力を感じて目を覚ましたのだ」

　いったん弱くなった後、ふたたび魔界で活動できる状態まで力を高めていった、ってことか。

　そんなことが可能なら、本来は結界を通れないレベルの連中──熾天使セラフ級の奇蹟兵装を使う勇者や天使、神なんかも同じ方法で魔界に入れるんじゃないか？

　魔界の防衛体制については、その辺りも考慮に入れておくべきか……。

「じゃあ、次の質問だ。お前たちの狙いは？」

「この世界には、かつて神が失ったものがある……汝ら魔族に奪われたものが」

「えっ」

「……いや、汝らが知る必要はないことだ」

　ふいに、炎の王の気配が変わった。

「そろそろ、おしゃべりの時間は終わりにしよう。我の力は回復した」

　全身から激しく火炎を噴き出し、俺から距離を取る。

「わざわざ会話に付き合い、我が力を取り戻すのを傍観するとは……甘いな、魔王」

　今の会話は俺の隙を窺うためじゃなく、回復のための時間稼ぎだったか。

「甘い？　これはただの余裕だ」

　俺は右手をまっすぐに突き出した。

「回復して早々で悪いが──今度こそ消えてもらう」

　その手のひらに魔力の光が収束していく。

　すでに奴の装甲には傷がついている。そこから撃ち抜けば、一撃で倒せるだろう。

「馬鹿め。貴様も消えるのだ！」

　突然、炎の王が突進してきた。その全身がまばゆく発光する。

　これは──？

　自爆でもする気か!?

「『サンダーバースト』」

　俺はかまわず雷撃を放ち、炎の王を撃ち抜いた。

　大爆発が起きる。

　俺は魔力障壁ルシファーズシールドをすぐに張って無傷である。

「伝説の兵器の割にあっけないな」

　俺がつぶやいた瞬間──。




　強大な気配を、感じた。




「よくやった、炎の王。魔王を閉じこめることに成功したな」

　異空間の外から声が響く。

「自爆での合図も上出来だ。これより我は魔族の殲滅に向かう」

「あいつは──」

　確か、『天想覇王』は全部で三体いるはずだ。

　おそらく、そのうちの一体か。

　炎の王があっけなく倒されたのは、残りの二体に合図を送るためだったのか。あわよくば、その自爆の衝撃波で俺を倒すことも目論んだんだろうが──。

「『メガファイア』！」

　俺は最上級火炎呪文を放った。

　だが、紅蓮の炎ははるか前方で爆発を起こすのみ。

　手ごたえがない──？

　この異空間が広すぎるせいだろうか。空間に裂け目を作って脱出しようと思ったんだが、簡単にはいかないかもしれない。

「ジュダ、フェリア！　俺が戻るまで、残りの二体を食い止めておけ！」

　俺は声を張り上げた。

「魔王様？」

「出られないのかい、魔王くん？」

　フェリアとジュダの声が聞こえる。

　どうやら外まで会話は届くみたいだ。あるいは、フェリアかジュダの力で俺の言葉を探知したんだろうか。

　ともあれ意思疎通ができるのはありがたい。

「攻撃魔法を撃っても手ごたえがない。脱出するのに時間がかかるかもしれない」

　説明する俺。

「その間は、お前たちで魔界を守ってくれ。すぐに俺も行く──」
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　神が造りだした対魔王用決戦兵器『天想覇王』。

　そのうちの一体──水の王。

　ステラは険しい表情で蒼い巨竜を見据えていた。

「なんという魔力量だ……！」

　第三の瞳で走査スキャンし、うめく。

　眼前の敵は、魔王クラスと同等以上の魔力を備えていた。いわば、自分たちが戦おうとしている相手は、魔王と同じか、それ以上の強さということだ。

（勝てるのか……いや、立ち向かえるのか、私たちは）

「奴の弱点は分かったか、ステラ魔軍長？」

　剣を構えたまま、リーガルがたずねる。

「……見つからない。奴の装甲は魔力を弾く。おそらくお前のエナジードレインでもダメージは与えられない。唯一の突破口は物理攻撃だろう」

「ふん。つまり剣で打ち倒せばいいわけか。分かりやすくていい」

　リーガルが無造作に進み出た。

「加勢しようか、リーガル？」

　上空から巨大な竜が降り立った。

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダだ。

「まずは俺が様子を見る。貴公は控えていてくれ」

　リーガルが首を振る。

「『天想覇王』は全部で三体。まだ他にも出てくるかもしれんからな」

「相手の火力は魔王クラスだ。いくらお前が不死の魔物でも、存在自体を消滅させられれば終わりだ。気を付けろよ」

「誰に言っている」

　忠告するステラに、リーガルは不敵な台詞を返した。

「対魔王兵器か。相手にとって不足なし」

　髑髏の剣士と水の王が正面から向かい合った。互いの距離は百メートルほどだ。

「『不死王ロードアンデッド』リーガル・ヴァナ・セントーラ──参る！」

　告げて、地を蹴る髑髏の剣士。

「消えよ、邪悪なる魔族ども」

　水の王が口から水流を吐き出した。

「『ハーデスブレード』！」

　リーガルの斬撃が、それを真っ二つに切り裂く。

「ほう、水をも斬る魔剣か」

「この程度では牽制にすらならんぞ！」

　骨を組み合わせたようなデザインの禍々しい剣を振りかぶるリーガル。

　怒涛の勢いで振り下ろした剣は、

　ばきんっ。

　鈍い音とともにへし折れた。

「我が剣が──」

「奴の装甲は高圧の水による刃で守られているようだ。うかつに近づくな、リーガル」

　ステラが告げる。

「ふん、物理攻撃対策も万全ということか」

　リーガルは折れた剣を一振りした。

　散らばった骨のようなパーツが集まり、あっという間に剣の形に再生する。

「だが、俺と同じく──俺の剣もまた不死。次は貴様を切り裂いてみせよう」

「魔族は、殲滅する。それだけだ」

　水の王が静かに告げる。

　──死闘が、再開された。
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　ジュダは『天想覇王』の一体、風の王と対峙していた。

　全長は二十メートルほど。翡翠色の装甲をまとい、三対六枚の翼を備えた怪鳥──といった姿をしている。

「魔術師型メイガスタイプの魔族。総合ＬＶ６２０。ＭＰ９０００──魔王クラスをも凌ぐ魔力量」

　風の王がジュダをまっすぐに見据えた。

　その瞳が明滅している。

　どうやら相手の力量を測定する機能があるらしい。

「夢魔型サキュバスタイプの魔族。総合ＬＶ２２０。ステータスは幹部クラスの平均レベル。精神に作用する魔術やスキルに特化している」

「あら、あたしの力もお見通し？」

　と、フェリア。

「でもスリーサイズは教えないわよ。魔王様になら教えてあげてもいいけど、ふふ」

「我が装甲に魔法は通じない。兵器に過ぎない我には心がなく、精神作用魔法も通じない。ゆえに、汝らが我を倒すことは不可能」

「自信たっぷりだね」

　ジュダは不敵に笑った。

「なら、その性能を試させてもらおうかな。『天想覇王』と一対一では戦ったことがないからね。天軍最強兵器のスペックがどの程度のものか……興味深い」

　心に湧き上がるのは闘争心ではなく、あくまでも未知の兵器に対する興味だった。

「フェリアくん、君にはサポートと他の魔族の防御を頼みたい。奴の相手は私がするよ」

「勝てそうかしら？」

「さあね」

　たずねるフェリアに肩をすくめるジュダ。

　白銀の髪を軽くかき上げ、微笑む。

「神話の時代に戦ったことがあるけど、そのときは──」

　言い終わる前に、風の王が六枚の翼を羽ばたかせ、空に飛び上がった。

「吹き飛べ、魔族」

　翼の羽ばたきが無数の竜巻を生み出した。

「『メガウィンド』！」

　ジュダは最上級の風魔法でその威力を相殺する。

　威力は、互角。

　互いの放った風がぶつかりあい、ともに消滅した。

「あいかわらず魔力量が高いね、『天想覇王』は……」

　ジュダはわずかに苦笑した。魔王ヴェルファーでさえ手こずらせるほどの戦闘能力は健在、というところか。

「とはいえ、魔法なら私も負けないよ」

「確かに我らの魔法攻撃力はほぼ五分のようだ」

　と、風の王。

「だが──それゆえに、我の勝利は揺るがない」

「へえ……じゃあ、試してみようか」

　ジュダは飛翔魔法を唱え、空中に飛び上がった。

「我に空中戦を挑むか。身の程知らずが」

　風の王が羽ばたく。

「『ブラスティフェザー』」

　六枚の翼から、無数の風の刃が打ち出された。

　それらがジュダの体を切り裂く──と見えた瞬間、その姿がかすんだ。

「むっ？」

「君の攻撃は大味だからね。私には当たらないよ」

　風の王の側面に出現したジュダが笑う。高位の飛翔魔法を無詠唱で発動し、一瞬で攻撃圏内から逃れたのだ。

「ほざけ」

　風の王が緑色に輝く魔力弾を放った。

　その数、実に数千。

「数を撃てば当たる──なんて粗い戦略だね」

「いくら汝が速かろうと関係ない。圧倒的な魔力で打ちのめす」

　魔力弾は空中でさらに分裂した。

　数千──いや、数万単位の魔力弾が四方からジュダに迫る。避ける場所などどこにもない。爆発とともに、ジュダの体は撃ち抜かれ、消滅する。

「手ごたえあったぞ！　口ほどにもない」

　哄こう笑しょうする風の王。

「さすがの汝も避け切れなかったようだな」

「避ける？　そもそも必要ないね」

　ジュダは風の王の背後で笑う。

「何、貴様──!?」

「幻影だよ」

　淡々と説明するジュダ。

「古典的な手だ」

「馬鹿な……!?　気配も魔力も、完全に本物と同じ幻影など──」

「私はこれでも数万年単位で魔法の腕を磨いてきたからね。本物と同等の幻影を作るくらいは簡単なことさ」

　ジュダはくすくすと笑って手をかざす。魔力が集中し、その手に蒼い輝きが宿った。

「君は──『天想覇王』は、確かに手ごわい。だけど、それは三体が連携してきたときの話だよ」

　こうして一対一なら、話は別だ。魔王クラスと同等以上の魔力を持つジュダにとって、勝てない敵ではない。

「さよなら、神の遺物──『アクアバインド』」

　無数の水流が蛇のごとく伸びていき、風の王を縛り上げる。

「う、動けん──」

「『メガサンダー』！」

　表面装甲をたっぷり濡らして伝導率を上げたところで、最上級雷撃魔法を食らわせた。

　魔導と機械技術の混合で作製された『天想覇王』なら、この攻撃は効くはずだ。

「……無駄、だ」

　だが風の王は全身を揺すると、雷撃も水流も弾き飛ばしてしまう。

「我が装甲はミスリル製。生半可な魔法など通じぬ」

「なるほど、最上級魔法すら弾くのか」

「……ふん、今のは我も危なかった。だが、二度とこんなことはないぞ。汝の実力は理解した」

　風の王がうなる。

「かつて戦ったときよりも、はるかに腕を上げた──とな。その認識を持って、汝を確実に消すとしよう」

　戦闘が、再開された。

　ジュダは牽制と本命の攻撃を巧みに混ぜ、幻影を交えたフェイントで風の王を惑わせる。相手の攻撃はほとんどが風属性のため、相性のよい属性の魔法で迎撃し、ほぼノーダメージである。

「おのれ……っ」

　風の王はジュダに翻弄されっぱなしだ。

「言ったろ、君の攻撃は大味すぎるって」

「こざかしい魔法ばかりを使いおって──」

「君が単純すぎるんだよ。自律兵器の宿命ってやつだね」

　戦いは、ジュダが押し気味に進めていた。

　一気に押し切るのは難しいが、ジリジリと押しこみ、勝てる──。

　そう思った矢先のことだった。

「えっ……？」

　視界の端を、緑色の光弾がかすめる。

　流れ弾が魔族たちに向かっていた。空中で高速移動しながら魔法を撃ち合うことに注力するあまり、味方への意識が一瞬逸れたのだ。

（私としたことが──）

　位置関係まで計算して戦っていたはずなのに。

　詰めの部分で、こんなミスをするとは歯がゆかった。

　緑色に輝く巨大な魔力弾が、フェリアや他の魔族たちに向かっていく。ジュダならともかく、他の魔族ではとても防ぎきれないレベルの攻撃だ。

　魔軍長のフェリアとて、得意とするのは精神干渉系の魔法。

　直接攻撃や防御系の魔法では、やはりジュダよりも劣る。

「間に合え──」

　ジュダは空中で加速した。飛翔魔法のスピードを最高速まで上げる。

（──私は、どうしてこんなことを）

　ふいに疑問が湧く。

　自分はなぜ、ここまで必死になっているのだろう。

　魔族とは『力』ある種族。強き者は生き、弱き者は死ぬ──それが魔界のルールであり、ジュダの価値観でもある。

　その、はずだ。

（なのに、私は──）




『危ない、ジュダ！』

『なぜだ、ヴェルファー……なぜ私をかばった……!?』

『友を守るのは……当然だろう……』




　かつての友の声が、脳裏によみがえった。

　あるいは、彼にほだされたのだろうか。

　どこかヴェルファーに似た雰囲気を持つ、彼に。

　人から魔へと生まれ変わった、変わり種の──そして最強の魔王に。

「『ルーンシールド』！」

　間一髪で魔族たちの前に立ちはだかり、魔力障壁を張る。

「なるほど。それが汝の弱点か」

　風の王が六枚の翼を羽ばたかせた。

「この位置関係なら幻影で我を惑わせることもできぬ」

「こいつ──」

　味方を守るために動きが止めたジュダは、相手からすれば格好の標的だろう。

「終わりだ、魔族」

　そして、数万の魔力弾が降り注いだ。

「くっ……！」

　ジュダはありったけの魔力を注ぎ、防御壁を生み出す。『天想覇王』の膨大な魔力をすべて受け止め、弾き、受け流す。

「ぐうううううっ……ううぅぅぅぅぅっ……！」

　さすがに、重い。

　正面から受け止めて、全部防ぐというのは、いくらジュダの魔力をもってしても厳しい──。

　大爆発とともに、周囲一帯が吹き飛んだ。

「ふん、ようやく手ごたえがあった」

　風の王が告げた。

「はあ、はあ、はあ……」

　ジュダの息は荒い。美しい銀色の髪は乱れ、紫の衣装は破れ、褐色の肌のあちこちから血がにじんでいる。

「ジュダ……！」

　背後でフェリアが息を飲むのが分かった。

「あたしたちをかばって……!?」

　他の魔族たちも心配そうな顔をしているに違いない。

　仲間を守るために傷つき、みずから不利な状況に飛びこんでいく──。

「ふふ、私としたことが……彼と同じことをするとは……ね」

　血まみれのジュダが、薄く笑った。
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「『ファイア』！」

　俺が放った豆粒ほどの火球は、はるかかなたまで飛んでいった。

　しばらくして、小さな閃光が弾ける。かなり遅れて爆音が響いた。

　数十キロか、数百キロ……あるいは数千キロ先まで飛んで、そこで爆発した感じだ。

「一体どれくらいの広さがあるんだ、この空間……」

　軽く眉を寄せる俺。

　壁のようなもので区切られた場所なら、それを破壊して簡単に脱出できる。だが、ただひたすらに広大なこの空間から脱出するには、どうすればいいのか？

「最大出力でメガ系魔法を撃ってみるか」

　以前にも魔法の訓練で『メガファイア』を使ったときに、空間自体が破壊されたのを見たことがある。同じ要領でやれば、この空間を壊して脱出できるんじゃないだろうか。

　ただし──。

「威力が大きすぎるのがな……」

　外の世界にまで破壊の影響が及ばないとも限らない。

　いや、待てよ。手持ちの魔法でもう一つ、手立てがある。

「──やってみるか、あれ」

　先日のジュダとの訓練で会得した、魔の斬撃。

　ゴォ……………………ンッ！

　そのとき、遠くから衝撃音が聞こえてきた。

「ジュダやフェリアが戦っているのか……？」

　二人とも強大な力を持った魔族だ。並の相手なら歯牙にもかけないだろう。

　だが、相手は最強と謳われる神の兵器。

　苦戦しているかもしれないし、追い詰められているかもしれない。

「俺も、早く行かないと」

　右手を突き出した。

「──イメージだ」

　自身に、言い聞かせる。

　ジュダとの訓練で編み出した、あの技を。

　もっと鮮明に。もっと克明に。

　炎のような魔力の熱が全身に灯った。

　それを右手に収束させていくイメージ。

　思い浮かべたのは、剣。

　防ぐことは能あたわず、阻むことは叶わず。
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　すべてを断ち切る、魔剣。

　その名は──。




「『収斂型・虚空の斬撃ヴァニティブレード』！」




　俺の右手に、魔力で作られた剣が生まれた。

　真紅の稲妻をまとった、黒紫に輝く剣。色合いは違うが、勇者だったころの主力武器として使っていた奇蹟兵装『グラム』によく似た形状だ。

　次の瞬間、眼前に黒紫の線が出現した。

　俺が振るった一閃の、軌跡──。

　次の瞬間、異空間は両断され、俺は元の場所への帰還を果たす。

「魔王くん……!?」

　すぐそばに、驚いた顔のジュダがいた。

　交戦中だったらしく、全身から血を流している。

「大丈夫か、ジュダ」

「ちょっと怪我しちゃったよ」

　苦笑するジュダ。

「……いや、ちょっとどころじゃない負傷に見えるが」

　上空には、翡翠色の怪鳥の姿があった。六枚の翼を羽ばたかせ、俺たちを見下ろしている。

「あれも『天想覇王』か？」

「『風の王』だね」

　俺の問いに答えるジュダ。

「お前は休んでいろ。交代だ」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　微笑み、後退するジュダ。

「……ジュダ」

　その背中に俺は声をかけた。

「ん？」

「よく耐えた」

　俺は気づいた。ジュダの後方にフェリアや魔族たちがいることを。

　おそらくだが、彼女たちをかばってこいつは大きな傷を負ったんじゃないだろうか。

「よくみんなを守ってくれた。礼を言う」

「……いちおう魔軍長だしね、今の私は」

　背中を向けたまま、ジュダがつぶやく。

　こっちからその表情は見えない。だけど、ジュダが微笑んでいるのが見える気がした。

「後は任せろ」

　ここからは俺が彼らに報いる番だ。

　魔族を束ねる王として──。




　俺は飛翔魔法で飛び上がり、翡翠色の巨鳥と対峙した。

　ジュダほど飛翔魔法に長けていないため、足場がぐらぐらする。

　とはいえ、地上で戦うと、他の魔族たちが巻き添えを食う可能性がある。不得手でも空中戦を挑んだ方がいいだろう。

「汝が二番手か、魔王」

「二番手じゃない」

　風の王を見据える俺。

「俺で最後だ。お前はここで破壊する」

「確かに汝の魔力は強大。だが異空間を脱出するために、相応の魔力を消耗したようだな」

　風の王がうなる。

「今ならば、我にも勝機がある。食らえ──」

　緑色に輝く竜巻が出現した。

　おそらくは、『メガウィンド』級の風属性魔法か。

　それが、同時に二十。前後左右上下からいっせいに迫ってくる。

「逃げ場はないぞ、魔王！」

　風の王が勝ち誇った。

「逃げる？　必要は、ない」

　迫りくる風魔法のすべてが──一瞬で消滅した。

「な、何っ……!?」

　呆然とした声をもらす風の王。

　俺の手には、黒紫に輝く魔力の剣があった。

　六つの竜巻をすべて斬り散らした、剣が。

「おかげでいい練習台になった」

　告げて、その剣──『収斂型・虚空の斬撃ヴァニティブレード』を振りかぶる。

　一閃。

　黒い軌跡が一直線に走った。軌道上の空間が裂け、真紅の稲妻が弾ける。

「がっ……!?」

　奴にできたのは、わずかな苦鳴とも悲鳴ともつかない声をもらすことのみ。

　次の瞬間、音もなく、手ごたえすらもなく。

　最強と謳われる神の兵器は、俺が振り下ろした魔力剣によって両断された──。




　俺は地上に降り立ち、ジュダの元に歩み寄った。紫色の衣はあちこち裂け、血がにじんでいる。

「怪我はどうだ、ジュダ？」

「回復魔法をかけてるけど、すぐには治らないね」

　と、ジュダ。

「魔族が聖属性の攻撃を受けると、治りが遅くなるんだ」

「そうなのか」

「いちおう言っておくけど、君もだからね。天軍や勇者軍との戦いでは、回復魔法はそれほどの効果を発揮しない」

　ジュダが告げる。

「君の攻撃能力は絶大だけど、油断は禁物だ。大きな怪我をすれば簡単には治らない」

「肝に銘じておく」

「──ああ、次の敵と戦うときも気を付けたほうがいい」

　と、ジュダ。

「次の敵？」

「魔王城に、強い魔力を感じる。『天想覇王』の最後の一体──水の王だろうね。この気配は、おそらくアンデッドの彼と交戦しているんじゃないかな」

「リーガルが？」

「魔王くんの留守中に城を攻める──陽動を兼ねていたみたいだね」

　ジュダがつぶやいた。

「あるいは、城の地下にある『アレ』が狙いか。だとすれば、三体があの形態を使う可能性も……」

　ん、どういう意味だ？

　いや、質問は後だ。

「戻るぞ」

　俺は全員に呼びかけた。

　魔王城にはステラやリーガルを残してあるし、ベルもいる。

　とはいえ、『天想覇王』は強敵だ。

　それに、なぜか嫌な予感がした。

　早く戻って、加勢しなければ──。
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　魔軍長リーガルは、蒼い装甲に包まれた巨大な竜と対峙していた。

「──強い」

　さすがに天軍最強兵器と謳われるだけのことはある。

　神話の時代に、多くの魔族を滅ぼした『天想覇王』。その三体のうちの一体──『水の王』。

「相手にとって不足なし」

　リーガルは、骨を組み合わせたような不気味なデザインの剣を構え直した。

「参る」

　全身から紫色の瘴気を噴き出し、それを推進力にして超速で突進する。

「アンデッド風情が」

　水の王が口を開き、ドラゴンブレスを放った。

　青く輝く魔力砲を、リーガルは避けない。それどころか、さらに加速して突っこんでいく。直撃とともに、髑髏の剣士はバラバラになった。

「脆い──いや、これは」

　わずかに訝しむような水の王の声。

「バラバラになったのは、わざとだ」

　リーガルは静かに告げた。全身を構成する骨を分解し、無数のパーツとなって水の王を取り囲む。

「朽ち果てよ」

　リーガルの骨群から、いっせいに白い光があふれた。

『エナジードレイン』。

　アンデッド種族が備える、気力や生命力、魔力など、あらゆるエネルギーを吸い取る力だ。魔力で駆動する『天想覇王』は、魔力がなくなれば動けなくなるはずだった。

　刹那、

「聖王結界バリアフォース展開」

　青い竜の巨体が輝くクリスタルの壁に覆われた。エナジードレインの光はその壁に弾かれ、霧散してしまう。

「ふん、我の魔力を吸い取り、動けなくするつもりだったか？　汝の目論見通りにはいかんぞ」

「ならば、正面から破壊するのみ」

　ふたたび骨群を集合させ、髑髏の剣士の姿を取るリーガル。砕け散った甲冑は魔力を使って再生する。

「リーガル、下がれ！」

　背後からステラの声がした。振り返れば、彼女が数百の魔族を従えている。魔王城の防衛部隊や兵を集めてきたのだろう。

「結界の出力が弱まるまで、残り三秒……二……一……撃てぇっ！」

　彼女の指示とともに、魔族たちがいっせいに魔力弾を放った。数百の光の軌跡が水の王へと吸いこまれる。

「むう……」

　爆光とともに、蒼い巨竜はわずかに後ずさった。

「聖王結界バリアフォースの出力の波や周期を見切ったというのか……これほど正確に……!?」

「次、射角右前方三十度！」

　ステラがふたたび叫ぶ。

　どうやら額の千里眼で相手の魔力の高まりや動きなどを予測し、最適な狙いを指示しているようだ。先ほどのように魔力弾が撃ちこまれ、爆光が弾ける。

「ふむ、見事。攻撃の位置もタイミングも完璧だ」

　黒煙の向こう側から現れた水の王は無傷だった。

「しかし、汝らには火力が足りないようだな。決定的に」

「硬い──」

「奴の外殻はミスリル製だ。簡単には有効打を与えられない。少しずつ削っていくしかないな……」

　つぶやくリーガルにステラが言った。

「削る必要などない。砕けばよいだけのこと」

　リーガルが前に出る。骨を組み合わせたような異形の剣を掲げ、水の王を見据えた。

「あのデカブツは俺一人で十分だ。他の者は足手まといにならないよう引っこんでいろ！」

　吠えたリーガルの全身から瘴気が炎のように立ち上る。それを噴き出し、先ほど同様に──いや先ほどをはるかに圧する超々速で水の王へと肉薄する。

「ほう、まだ速くなるか。だが、しょせんは魔軍長クラス。対魔王用に造られた我の敵ではない」

　水の王は巨体を揺すり、尾を繰り出した。さらに爪を、牙を、次々と叩きつけてくる。

　流れるような連携攻撃だ。

「ちいっ」

　リーガルはそのたびに瘴気を噴出し、方向転換しながら水の王の攻撃を避けた。

　地面が爆裂して吹き飛ぶ。大気が軋み、衝撃波が吹き荒れる。

　水の王の攻撃がどんどん威力を増しているのが分かった。

　おそらくかすっただけでも、リーガルの体など粉々に砕け散るほどの威力を秘めた一撃一撃。いくらバラバラになっても再生できるとはいえ、リーガルとて不滅の存在ではない。体の最小構成部品である骨の一つ一つを完全に砕かれてしまえば、もはや再生不能だ。

（奴の攻撃能力なら、あるいは俺を消滅させられるかもしれんな）

　内心でつぶやきながら、リーガルはさらに加速した。

　かつてない強敵を前に、血がたぎるのを感じる。

　──不思議だ、この感覚は。

　もしリーガルに肉の体があれば、おそらく微笑みを浮かべていただろう。

　心というものをなくして久しい彼だが、戦場にいるときだけは、かつてのような高揚感が湧き上がってくる。

　強大な敵と剣を交えることで。生死の狭間で戦い続けることで。

　愛も情も捨ててしまった彼だが、この感覚だけは変わらない。

（ふん。人間だったころを、少しだけ思い出す──）




　数千年前、まだ人間だったころのリーガルは一人の戦士だった。剣においては並ぶ者なしと言われた手練れであり、多くの魔族と戦った勇猛な剣士だった。

　彼の側には、いつも一人の魔法使いがいた。

　戦場でのみ生きてきた彼にとって、唯一の親友と呼べる男だった。

　その男とともに、リーガルは戦果を挙げ続けた。

　いつしか二人は英雄と呼ばれるようになった。

　そんなあるとき、彼らは強大な魔族と戦った。魔王の側近『魔軍長』の一人である。

　戦いの末、リーガルたちは追い詰められた。

　そして──親友に裏切られた。

「死にたくないんだ、俺は」

　彼はリーガルもろとも魔軍長を魔法で爆破しようとした。

「お前を犠牲にして、俺は生き残る」

「なぜだ……リオン……!?」

「死ね、魔族もろとも！」

　燃え盛る爆炎。

　それが、リーガルが人間として目にした最後の光景だった。

　気が付けば、彼は闇の中にいた。

　太陽がまったく差さない、暗黒の世界──魔界。

　肉を失い、骨だけになりながら、彼は生きていた。

　いや、死ねなかった。現世で強い怨念を残した者だけが転生するという魔物──アンデッドとなっていた。

「俺はもう……人間ではない、のか」

　リーガルは骸骨となった体を起こした。

　自分の中の何かが、決定的に欠落した感覚があった。人間として大切なものが失われた感覚があった。

「そうか、俺は」

　アンデッドになるのと引き換えに──。

「心を、失ったのだ」




　不死王は、刹那の追憶から意識を現実へと戻した。

「俺には人としての心などない。だが──」

　つぶやき、水の王を見据える。

「そんな俺にも、まだ残っているものがある」

　黒い眼窩の奥で、紅の光が瞬く。

「敵に対する憎悪と──武人としての矜持だ」

「負の心だけで動く……まさしく邪悪な魔族そのものよ」

　水の王がうなった。

「ああ、俺は人ではない。魔という存在」

　リーガルの全身から瘴気が炎のように噴き上がる。

「だが戦場にいるときだけは、人間だったころと変わらず──魂が燃え盛る」

　骨の剣を振りかぶり、叫ぶ。

「さあ、俺をもっと燃えさせてみろ、神の兵器！」

「燃える？　違うな。消し去るのだ。汝を。跡形もなく──」

　水の王が青く輝く魔力のドラゴンブレスを吐き出した。

　リーガルは瘴気弾を放って迎撃するものの、ブレスの前にあえなく吹き散らされる。

　と、そのブレスが眼前で軌道を変えた。数百単位の魔力障壁に衝突して。

「ステラか──」

　彼女が魔族部隊を指揮して、絶妙のタイミングで魔力障壁を生み出させたのだろう。

　いくら水の王の攻撃とはいえ、何百という魔族が同時に生み出した魔力障壁なら一発くらいは防げる。

「雑魚どもが！」

　水の王が吠えた。

「まとめて消し去ってくれよう──」

「させないよ～」

　上空から声が響いた。待機していた冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダだ。

「『シャドウブレス』！」

　魔王の乗騎たる竜が、黒い光弾を吐き出す。戦況を見極め、最善のタイミングで加勢するつもりだったのだろう。

　それは、リーガルにとってまさしく値千金の援護だった。

「ぐっ……おおおおおっ……!?」

　さすがにその威力は絶大だ。爆光ととともに、水の王が後ずさる。

「効いたでしょ？　いちおう、フリード様への義理は果たしたかな」

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダが悪戯っぽく笑った。

「動きが止まったぞ──狙え！　目標、敵顔面！　閃光と雷撃魔法！」

　ステラがすかさず魔軍に指示を出す。魔族たちが放った雷撃や閃光魔法が水の王の顔に叩きこまれた。竜の顔が爆光に包まれる。

「こ、これは前が見えぬ──」

「リーガル、今だ！」

（引っこんでいろと命じたのだが──）

　とはいえ、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダもステラも、それぞれ絶妙の援護をしてくれた。彼女たちの連携で、千載一遇の勝機を生み出してくれた。

　そのことには感謝している。後の仕上げは、自分の役目だ。

「おおおおおおおっ！」

　リーガルは咆哮とともに突進した。

　彼我の戦力差を考えれば、これが最初で最後の好機。確実に活かし、敵を破壊する──。

「これで終わりだ……！」

　リーガルが渾身の斬撃を叩きつけた。水の王の装甲から大量の水流が吹き出し、それを跳ね返そうとする。

「『ハーデスブレード』！」

　刹那、リーガルは己の全瘴気を注ぎこんだ。高圧水流をやすやすと切り裂いた骨の剣は、そのまま水の王の中心部を貫いた。

「朽ち果てろ！」

　刀身からありったけの瘴気を送りこむ。

「ぐっ……がああああああっ……！」

　水の王が兵器らしからぬ絶叫を上げた。

　リーガルの放った瘴気は、聖なる気配をまとった水の王にとっては猛毒のようなものだろう。それが体内で爆発的に広がり、蒼い巨竜の体がボロボロに朽ちていく。

　リーガルは剣を引き抜いて跳び下がった。

「すごい……伝説の兵器を倒しちゃいました」

「さすがに、大した戦闘力だな」

　背後で、警備隊長のリリムと魔軍長のステラが感嘆の声をもらす。

「やるねー、リーガル」

　上空では冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダが楽しげに言った。

「貴公らの援護が効いた。礼を言っておく」

　リーガルは彼女たちに告げ、水の王に向き直った。

　すでにその体は残骸と化している。復活してくる気配はない。

「……これで終わりか？　最強と謳われた『天想覇王』があっけないものよ」

　確かに、水の王は強かった。

　だが、神話や伝説で聞いていたとおりなら、もっととてつもない戦闘能力を持っているはずだ。どうにも違和感がぬぐえなかった。

「まだだ！」

　ふいに、ステラが叫んだ。




　──空中に、亀裂が走った。




「亜空間転移現象……!?」

　ステラがつぶやく。

「何かが、来る──」

　空間の裂け目が大きく開いた。

　その向こうから飛び出してきたのは、二つの光球。

　紅と、碧。

「魔軍の戦力評価を修正する。我ら単体では敵わぬ」

「我らの使命は、魔軍の殲滅と魔王城に秘められたものを奪取することだ」

　二つはそれぞれ獅子と鳥の姿に変わり、さらに体の各部を折りたたみながら変形する。

「今こそすべての力を解き放ち、神より与えられし使命を果たすとき」

　水の王が立ち上がり、同じく体を変形させながら、二体と折り重なった。

　次の瞬間、純白の光の柱が立ちのぼる。

「これは──」

　リーガルは呆然とその光景を見つめた。

　全身がひとりでに震えた。

　震えて、止まらなくなった。

　自分が強烈な畏怖を覚えていることに気づく。先ほどまでの水の王とは、まるで別次元の神気オーラに。

「この形態を使うのは、最後の手段。力が強すぎて、魔界そのものを破壊しかねない──」

　光の柱が砕け散った。

「魔王城に眠る『アレ』をも破壊しかねない……だが、魔族たちの殲滅を今は優先する……後々、神の脅威となりかねないゆえに……」

　現れたのは、全長百メートルはあろうかという純白の鎧をまとった騎士だ。背中から十二枚の輝く翼を生やし、右手には身の丈を超える巨大剣を携えている。

　その荘厳な雰囲気は、神や天使を連想させた。

「三体の『天想覇王』が……合体した……!?」

　リーガルがうめいた。

　水の王単体から感じたプレッシャーの数十倍、いや数百倍の圧力を感じる。相対しているだけで全身が押し潰されそうだ。

　まるで、魔界すべてを覆い尽くすほどの神気──。

「……なるほど。これが真の『天想覇王』か」

　伝説になるわけだ、とリーガルが内心でつぶやく。

　刹那、視界が閃光で覆われた。

「っ……!?」

　閃光が大地を一直線に薙ぎ払った。その軌道上にあるものがまとめて焼かれ、吹き飛び、爆裂する。

「こいつ……！」

　リーガルは戦慄した。

　魔王城の一部が吹き飛び、白煙を上げていた。さらに、王都の外に広がる瘴気の森が消滅し、狂気の川が半ば干上がり、絶望山脈が大きく削り取られている。

　地形すら変わるほどの超火力──。

　攻撃範囲内にいた魔族は、おそらく一瞬で蒸発しただろう。

「我は光の王。かつて魔王ヴェルファーを討った最強の兵器」

　三体の『天想覇王』が合体した兵器──『光の王』が静かに告げた。

「その力を持って、魔族をすべて滅ぼす」

「滅ぼすだと」

　リーガルは骨の剣を握り直す。どれだけ圧倒的な力を見せつけられようと、彼の闘志が萎えることはない。

「貴様らはいつも……ただ我らを一方的に……」

　傷つけ、踏みにじり、殺す。

　かつて友に裏切られたときの記憶がよぎる。

　俺は、虐げられ続ける運命なのか。

　いや、違う。

「俺は魔軍長が一人、『不死王ロードアンデッド』リーガル。魔界に仇なすすべてのものを打ち砕く剣なり！」

　理不尽な暴力すべてに立ち向かい、戦う──それがリーガルの根源だ。

「たとえ相手がどれだけ強くても」

　髑髏の剣士は全身に瘴気のオーラをまとった。

　そのオーラを後方に向かって一気に解き放つ。紫色の軌跡を描き、リーガルは爆発的な勢いで突進した。

「──無駄だ」

　光の王が、手にした剣を一閃する。

　直後、リーガルの全身をすさまじい衝撃が襲った。




「俺……は……」

　一瞬、意識を失っていたのだろうか。

　光の王はあいかわらず魔力砲を断続的に放ち、魔界を焼き払っている。

　悲鳴が、叫きょう喚かんが、響き渡る。

「やめ……ろ……」

　立ち上がろうとしたが、力が入らなかった。体がバラバラになっていることに気づく。

「まだだ──」

　リーガルは骨の欠片になった自分の体を浮遊させた。

　アンデッドの彼に『死』という概念はない。生命力ともいえる瘴気さえ残っていれば、何度でも砕けた体を再生できる。

　行動不能になるまで戦い続けるのみだ。

「次、左上方三十度、撃て！」

　ステラはなおも魔族部隊を指揮していた。

「奴の装甲強度は並はずれている！　攻撃を集中させろ！」

　凛とした声で味方を鼓舞しているが、戦力差は明らかである。

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダの姿はなかった。あの気まぐれな竜のことだ。光の王の圧倒的な戦闘力を前にして、逃げ出したのかもしれない。

「……貴公らでは無理だ。俺が行く」

　リーガルは砕け散った体の各部を集め、再生した。

「だめだ、リーガル。奴には勝てない」

　ステラが首を左右に振る。

「とにかく王都の民の避難を優先させよう。それまでの時間を私たちで稼ぐ」

「時間を稼ぐ？　何を弱気な」

　骨の剣を右手にだらりと下げ、光の王に向かって歩みを進めるリーガル。

「奴は、俺が倒す」

　全身から瘴気を噴き出し、光の王に向かって突進した。

「消えよ、矮小なる魔族」

　光の王から無数の光弾が飛んできた。

　腕を、足を、次々と砕かれる。

「俺は……止まらぬ……！」

　砕かれてもなお、リーガルは突進した。

　どれだけ傷付けられようとも──いや、傷つけられるほどに、リーガルの中の闘志は高まっていく。

　どこまでも、高まっていく。

「砕けるものなら砕いてみるがいい！　俺は──たとえ最後の一欠片になろうとも、貴様に一撃を浴びせる！」

　さらに骨のあちこちが消滅した。

「身も心も砕かれても、俺の魂は砕けん！　くらえ──」

　突き出した剣が、光の王の装甲に届いた。不可侵とも思えた装甲にわずかな傷がつく。

　だが──そこまでだった。

　光の王は全身からさらに強烈な輝きを放ち、リーガルを吹き飛ばす。

「がはっ……!?」

　腕も剣も砕け、髑髏の顔面だけになったリーガルは地面に叩きつけられた。

「……ここまで、か」

　体を再生しようにも、エネルギー源となる瘴気が尽きかけていた。

　不死身の体を利用して敵に肉薄し、致命の一撃を叩きこむつもりだったが、相手の攻撃能力と防御能力はリーガルの想像をはるかに超えていた。

「いいかげんに消し飛べ」

　光の王が大剣を掲げ、振り下ろした。

　そこから放たれる光の斬撃波。聖なる気をまとったその攻撃は、リーガルの残存瘴気ごと消滅させるだけの威力を持っているだろう。

「無念……」

　うめいた、次の瞬間。

　ほとばしった黒い輝きが、光の王の斬撃波を消し飛ばした。

「何……!?」

　驚きの声は、リーガルと光の王の双方が発したもの。

「よく耐えたな、リーガル」

　そして凛とした声は、上空から響いた。

「あなたは──」

　呆然と空を見上げるリーガル。

　そこには、黒い竜に乗った仮面の魔王の姿があった。

「待たせて悪かった」

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダからフリードが降り立つ。

　ばさり、とローブの裾をひるがえし、魔王は悠然と進み出た。その全身から黒いオーラが立ち上っている。

『天想覇王』が放つ神気すら飲みこむほどの、超絶魔力のオーラが。

「魔王……様」

「後は任せろ」

　告げて踏みだした魔王の後ろ姿を、リーガルは静かに見つめる。

　正直、フリードのことを心の底から認めたわけではない。力こそ圧倒的だが、精神的な甘さは目に余る。魔王としての資質を備えているかは疑わしい。

　だが今は──今だけは、

「……奴を倒してください、魔王……様」

　彼の力が頼もしい。

　今まで出会ったどんな魔族よりも、頼もしい。

　安堵感と、そして史上最強の魔王が天軍最強兵器に挑む様を見届けたいという興奮が湧き上がる。

　あるいは、人間からアンデッドになって以来、初めてかもしれない。これほど心が熱く、燃え立つのは──。
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　──時間は少しさかのぼる。

　俺たちが魔王城へ戻る途中、行く手に黒い巨竜が現れた。

「ベル……？」

　魔王城に待機させていたベル──冥帝竜ベルガ・エルフィーダだ。

　なぜ、ここに来たんだ？　まさか──。

　嫌な予感が走る。

「大変だよ、フリード様」

　その予感を裏付けるようにベルが言った。

「『天想覇王』が魔王城に現れたんだ」

「最後の一体だな？　俺たちも把握している」

「ううん、一体じゃないよ。三体が合体した」

　と、ベル。

「合体？」

「えっとね、なんか三体が合体してカッコいい感じの兵器になったんだよ」

　なぜか目を輝かせているベル。

「いやー、合体変形ってロマンだよね」

　何言ってるんだ、こいつ。

　──ベルの話によると、どうやら炎の王と風の王の破片が魔王城に現れ、すでに襲来していた水の王と合体。光の王という新たな形態になったらしい。

　その戦闘力は、単体時よりもはるかに高く、ステラやリーガルが苦戦しているんだとか。

　で、ベルは俺を救援に呼ぶために、ここまで飛んできたということだ。

　煌こうっ！

　そのとき、周囲を閃光が照らし出した。

「これは──!?」

　直後、大地が激しく揺れる。

　まさか、光の王とやらの攻撃の余波か。魔王城から遠く離れた、こんな場所にまで届くとは……確かに、尋常じゃない相手のようだ。

「俺はベルに乗って魔王城に戻る。お前たちは後から来てくれ」

　と、ジュダやフェリアに指示を出した。

「ただし十分に警戒して、な」

　光の王の戦闘能力がどの程度なのか、正確には分からない。特にジュダは風の王との戦いで傷を負っているだけに、無理をさせたくはなかった。

　他の魔族たちも、うかつに近づかせたら巻き添えが心配だ。

「──光の王は、強いよ」

　ジュダが告げた。

「何せ、かつての魔王ヴェルファーを倒した兵器だからね」

「何？」

「私も、その姿を見たのは一度だけ。ヴェルファーと相討ちに近い形になり、撤退していった。だけど、もしあの力が存分に振るわれたら──」

　ジュダの表情は険しかった。

「魔界は、壊滅する」

「──分かった。行くぞ、ベル」

　どうやら一刻の猶予もなさそうだ。

「りょーかい」

　黒い竜にまたがると、俺は一路、魔王城を目指した。




　到着したとたん、リーガルが危機に陥っていた。

　俺はとっさに魔力弾を放ち、巨大な白い騎士──『光の王』の斬撃波を防ぐ。

「よく耐えたな、リーガル。待たせて悪かった」

　ベルから降りた俺は、リーガルに声をかけた。

「魔王……様……」

「後は任せろ。ステラたちも下がっていてくれ」

　満身創痍のリーガルや、魔族兵を指揮しているステラに告げて、俺は前に進み出た。

「その紋章は魔王か」

　光の王が俺を見下ろす。

「ちょうどいい。この場で消し去ってやる」

　まさしく、巨人だ。

　その全身から吹きつける威圧感は、物理的な風圧さえ伴い、叩きつけられる。俺は軽く魔力障壁を張り、その風圧を受け流した。

「まずは──どれほどの力を持っているか、見極めてくれよう」

　光の王の眼光が鋭くなる。

　俺のステータスを計っているんだろうか。

「これは……!?」

　と、その声にわずかな狼狽が混じった。

「総合レベル４８００、ＭＰ９３０００……!?　あの魔王ヴェルファーすら、はるかに上回っているだと……！」

　光の王の声が震えた。

「ありえない、こんな能力値は……因果律の誤動作バグでも起きているのか……!?　だが、魔族が運命超越者フェイトブレイカーの領域に到達できるはずが──」

　よく分からないことをつぶやく光の王。

「どうした？　威勢のよさがなくなったな」

　俺は一歩踏み出した。

「……我は神の兵器。魔王を滅するために生み出された存在。たとえ相手がどれだけ強大であろうと、これを討つ」

　大剣を構える光の王。

「これ以上、魔族を殺させないし、魔界を壊させない」

　俺は巨大な白騎士を見据えた。

「お前は俺が破壊する」

「やれるものなら、やってみろ……！」

　言うなり、光の王の体が鳴動する。甲冑に覆われた全身から無数の光球が飛び出した。

「『ホーミングレイ』」

　俺はすかさず魔力弾を数百単位で放った。

　追尾能力を持った魔力弾が、光の王の光球を片っ端から迎撃する。

　空中に爆光の花が咲いた。

　もうもうたる黒煙を切り裂き、光の王が突っこんでくる。振り下ろされる大剣を、俺は魔力障壁で真っ向から受け止めた。

　ばぐんっ！

　強大なエネルギーが衝突した余波で、足元の大地が大きく裂ける。

「さすがに攻撃力は高いみたいだな……」

　俺自身はノーダメージでも、周囲に影響が及びそうだ。

「だったら──『ラグナバスター』！」

　俺が放った魔力砲は漆黒の軌跡を描き、光の王の胴体部に命中する。その勢いで、奴の巨体が浮き上がり、一気に数百メートル上空まで吹き飛ばした。

「追うぞ、ベル！」

「りょーかいっ」

　俺は冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダに乗って、それを追いかける。空中戦に持ちこめば、少しは魔界への被害も減らせるだろう。

「いくぞ──」

　翼を羽ばたかせ、上空で体勢を立て直した光の王に向かって、右手を突き出す俺。

「『メガファイア』！」

　三割ほどの出力で、最上級火炎魔法を放った。空中とはいえ、十割の力で撃つとどれだけの影響が出るか分からない。半ば牽制、半ば小手調べだ。

「ぬん！」

　光の王は大剣を振り回し、火炎を切り裂いた。

「『メガウォーター』！」

　今度は五割ほど。

「ぐっ、これが魔王の魔法……ううううううっ……！」

　それでも、光の王は剣で防いでしまう。弾け散った衝撃が四方に広がり、大気を激しく震わせた。

「フリードさま、下を見て」

　と、ベル。

　見下ろせば、衝撃波だけで大地にいくつも亀裂が走っている。

「これくらいの出力でも周囲を壊してしまうのか……」

　巨大すぎる力っていうのも、厄介なもんだ。

「ふん、ステータスが高い割には、その程度か」

　光の王がうそぶいた。

「確かにお前は強い。だがなんとか凌げそうだ。長期戦に持ちこめば、お前とて疲労するはず……我にも勝機はある」

「勝機なんて与えない。俺は、お前みたいに見境なく環境破壊したくないだけだ」

「くだらん。魔王ともあろう者が、周囲への配慮とは」

　……こいつのほうが、悪役みたいな台詞だな。

「なら、受けてみるか？」

　俺は右手を掲げた。

　大気が、震える。魔界そのものが鳴動する。

　俺の魔力に呼応し、あるいは恐怖するように。

「俺の、全力を──」

　集中する。

　全身の魔力を爆発的に高め、それを右手に集めるイメージ。

　破壊。爆裂。収束。漆黒の剣。

　俺の──魔王だけの、最強の剣。

「『収斂型・虚空の斬撃ヴァニティブレード』」

　静かに告げた俺の手に、黒紫色に輝く魔力の剣が出現した。

　よし、さっきの異空間でやったときはぶっつけ本番だったけど、どうやら上手くコントロールできるみたいだ。破壊力が高すぎて、普段は抑えているメガ系魔法の全開破壊力──それを剣のサイズにまで圧縮した、俺の新たな術式。

「こ、この術は……っ!?」

「俺は魔界を壊したくない。壊させない。だから、この場で──」

　魔力剣を上段に構え、俺は告げた。

「お前だけを解体する」




　竜にまたがり、漆黒の魔力剣を構えた俺と、大剣を掲げた純白の巨大騎士が対峙した。

　互いの間ですさまじい魔力がほとばしり、衝突し、暴風となって吹き荒れる。緊張感が高まっていくのが分かる。

　うかがうのは、必殺のタイミングだ。

「おおおおおおおおっ！」

　先に動いたのは、光の王だった。

　咆哮とともに斬りかかってくる。感情を持たないはずの兵器が、闘志をむき出しにして。

　それだけ昂ぶっているのか、あるいは──。

「それだけ、追い詰められているのか」

　魔王おれのプレッシャーに。

「砕け散れ、魔王っ！」

　振り下ろされた巨大な剣に、俺は右手の魔力剣を無造作に叩きつけた。ざしゅっ、という小さな音がして、光の王の大剣を真ん中から斬り飛ばす。

「な、なんという切れ味──」

　戦慄したように後ずさる巨大騎士。

「行け、ベル」
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　俺は乗騎に命じて奴に近づいた。

「く、来るなぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　恐怖の声を上げる光の王。

「邪悪な魔王があああああああああああっ！」

　その手から無数の光弾が飛んだ。

　だが、無駄だ。俺は追尾型の魔力弾である『ホーミングレイ』を放ち、それらをすべて撃墜する。

「加速しろ、ベル」

「りょーかい」

　ベルが両翼を羽ばたかせ、飛翔スピードを一気に上げる。

　すれ違いざま、俺は魔力剣を振るった。

　斬撃は、四度。光の王の両手足を根元から斬り飛ばす。

「ぐっ……！」

「終わりだ」

　胴体部だけになった光の王に、俺は魔力剣の切っ先を突きつけた。

「あーあ、せっかくカッコいい兵器なのに、手足バラバラだ」

　と、ベル。

「いや、お前どっちの味方なんだよ」

「だってカッコいいものはカッコいいよ。もったいない」

　おもちゃ感覚なんだろうか。こいつの感性はよく分からない。

「まさか、ここまでの力を持っているとは──この我が、まるで歯が立たぬ」

　光の王がうめく。

「お前は魔族を殺し、魔界を壊すだけの兵器だ。ここで破壊させてもらう」

　俺は魔力剣を振りかぶった。

　──刹那、

「フリード様！」

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダが珍しく驚いたような声を上げ、俺を乗せたまま後退する。

「どうした、ベル？」

「こいつの波動……何かおかしいよ！」

「気付いたか。さすがに竜族の最高位『ガ』の眷属──冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダだ」

　光の王がつぶやく。

「だが、気付いたところでどうにもならんぞ。この魔界ごと消し去ってくれよう。神が我に与えた最終兵器で──」

「魔王様、そいつは自爆するつもりです！」

　地上から声が聞こえた。ステラだ。

　その額には第三の瞳が開いている。

「体内の魔力が異様な速さで濃縮されています。このままでは、あと三分ほどで大爆発を──」

「なんだと……」

　ベルが後退したのも、その気配を察知したから、か。

「できれば、魔界そのものは残しておきたかった。神にとって利用価値のある世界。回収しなければならないものもある。だが、魔王がここまでの力を持っているなら、これを滅することが最優先と心得る」

　光の王が淡々と告げる。

　その間も全身の明滅は激しくなっていた。さながら自爆へのカウントダウンだ。

「ちっ……『ルシファーズシールド』！」

　俺はベルから降りた。

「お前は離れていろ。巻き添えを食わないようにな」

　言って、飛翔魔法で奴に接近する。ありったけの魔力を込めて障壁を張った。

　一枚、二枚……とその数を増やし、俺ごと光の王の全身を包みこもうとする。

「自爆の影響を障壁内に抑えこんでやる──」

　だが、何しろ相手は巨大だ。数枚程度じゃ体中を覆うことはできない。

　奴が爆発するまでに、完全に光の王を包みこむことができるか。時間との勝負だった。

「無駄なことを。いかに汝が比類なき魔力を備えていようと、我が体内には神が与えた力が宿っている。何者であろうとこれを封じることなどできん……！」

　光の王の明滅が激しくなる。

　俺はひたすら『ルシファーズシールド』を生み出し、周囲を包んでいく。

　この魔法は術者を起点に発動するため、俺と光の王を一緒に包むしかない。つまり、自爆した際には俺自身もその威力を食らうことになる。

　だが、躊躇している暇はない。迷っている暇もない。

「『ルシファーズシールド』！」

　叫ぶ。

　さらに五枚……十枚……障壁の数が五十を超えた。

　さすがに意識が薄れだす。

　俺の魔力だって無尽蔵じゃない。しかも詠唱をいっさい無視し、通常よりも消耗するやり方で魔力障壁を作っているのだ。

「無駄なあがきだと言っている。我の最後の力は今炸裂する」

「させるか！」

　そして──百枚。生み出した百の障壁が、俺と光の王を完全に包みこんだ。

　同時に、光の王の明滅の激しさが最大限に達する。

「フリード様、駄目ぇっ！」

　ステラが悲痛な顔で叫んだ。

「ご自分を犠牲にするなんて──」

「勘違いするな」

　仮面の下で俺は笑う。

「犠牲になるつもりはない。そして、こいつに魔界は壊させない」

「ならば汝とともに我は砕け散るのみ──終わりだ！」

　告げて、大爆発する光の王。

　あふれ出した輝きが、漆黒の魔界を純白に染め上げた──。
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　魔界には太陽がなく、常に闇がたゆたっている。いちおう月は存在するが、ごく淡い輝きでしかない。

　そんな漆黒の世界を、まるで太陽が現れたような純白の輝きが包みこんだ。

「うっ……」

　あまりのまぶしさに、ステラは目を細める。それでも視線はそらさなかった。

（フリード様……！）

　自らの主の名を、心の中で呼びかける。

　ただ勝利を祈って。ただ無事を祈って。

　やがて爆光が収まり、魔界はふたたび闇に包まれた。

　巨大な白騎士──光の王は跡形もなく消滅している。その爆心地には、ぼろぼろのローブをまとった人影があった。

　魔王の、姿が。

「フリード様！」

　ステラは真っ先に駆け出した。

　彼が無事だった喜びと安堵感で。感情が爆発し、自分を抑えられない。

「よかった、ご無事で……」

　涙声で抱きつく。

「ステラ……心配をかけたな」

「フリード様……！」

　彼の仮面が砕け、ほとんど素顔が露出していることに気付いた。身にまとうローブもあちこち裂けて血がにじんでいる。

「俺ごと奴の周囲を障壁で包んだから、まともに爆風を浴びたんだ。なんとか、仮面やローブがボロボロになる程度に威力を抑えこんだけどな……」

　苦笑するフリード。

「では、新しいものを用意します。とりあえずは、これで……」

　ステラは軍服風の衣装の裾を破り、フリードに渡した。それで口と鼻を覆えば、顔を隠せるだろう。

「どうぞ……」

　布を渡そうとして、フリードと目が合った。

　思った以上に顔が近いことに気付く。たちまち頬が熱くなった。

「あたし……えっと、その」

　胸の鼓動が早まり、頭がぼうっとなった。

「ん、どうした？」

「も、申し訳ありません……なんでもない……です……」

　怪訝そうなフリードに、ステラは慌てて首を振った。あらためて布を渡すと、そっと目を逸らした。

（あたしは……フリード様の臣下よ。こんなふうに想ってはいけない……）

　自身に言い聞かせる。

　臣下として必要なのは、あくまでも忠誠心だ。

　恋心などであっては、ならない。

　だが、フリードの安否を気遣ったとき、はっきりと自覚してしまった。

　彼のことが大切だと。失いたくないと。

　これからも、ずっとそばにいたい、と──。
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「あれは──」

　抱き合うフリードとステラを見つめながら、リーガルがうめいた。

「魔王様の素顔……か……？」

　おそらく光の王の爆発によって、普段つけている仮面が壊れたのだろう。

　遠目だが、確かに見えた。精悍な中年男の顔が。

「あの顔と雰囲気は……」

　まるで、人間のようだ。

　いや──そんなはずはない。

「まさか、な」

　リーガルは自らの考えを否定するように、首を左右に振る。何度も何度も。

　だが、湧きあがった疑念は消えなかった。

　いつまでも、くすぶっていた──。





〈了〉
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　気がつけば、骸骨の魔物になっていた。

「これが俺……なのか……!?」

　彼──リーガル・ヴァナ・セントーラは自身の体を見下ろし、呆然とつぶやく。

　肉というものが一切ない、骨だけでできた体。顔は見えないが、触った感触だとおそらく髑髏になっているだろう。

「なぜ俺は、こんな姿に……」

　つぶやきながら、混濁していた記憶が徐々に整理されてくる。

　リーガルは魔族と戦う剣士だった。

　親友である魔法使いリオンとともに、多くの魔族を討ち、魔王の側近である『魔軍長』の一体と戦った。

　敵は強く、リーガルたちは追い詰められた。

　そのとき、リオンが予想外の行動をとった。リーガルもろとも魔軍長を魔法で爆破したのだ。

『死にたくないんだ、俺は』

　リオンは冷たい目でリーガルを見ていた。

『お前を犠牲にして、俺は生き残る』

『なぜだ……リオン……!?』

　親友の信じられない裏切りに、リーガルは愕然となった。

『死ね、魔族もろとも！』

　止めとばかりに爆炎魔法が放たれる。

　燃え盛る、激しい炎──。

　その光景を最後に、リーガルの意識は途絶えた。そして気がつけば、今の状況というわけだ。

「俺は、魔族に生まれ変わったのか……!?」

　リーガルはまだ自分の身に起きたことが信じられなかった。

「そんな馬鹿なことが──」

　だが、どう考えても、この体は不死の怪物アンデッド──その名の通り、死してなお活動するバケモノたちの総称──のものだ。

　と、

「ここは俺らの縄張りだ。通るんなら通行税を払ってもらおうか」

　前方から声がした。

　野盗の類だろうか。あまりにも定番じみた台詞は、人間界でも魔界でも同じなのだな、と妙な関心をしてしまう。

　リーガルは前方を見据えた。

　虎や狼、犬などの獣人が七体。

「お前たち……気配からすると、下級魔族だな」

　リーガルは彼らを見定め、言った。相手が七体どころか、たとえ百体いようとも彼の敵ではない。

「失せろ、雑魚」

「へっ、アンデッド魔族の中で最下級のスケルトンが何言ってやがる！」

「てめえこそ雑魚じゃねーか！」

　嘲笑する魔族たち。

（スケルトン、か。なるほど、今の俺は魔族として最弱の部類ということだな）

　人間だったときは最強と謳われた、この俺が──。

「おらっ、死ねよ！」

　下卑た声を上げ、魔族たちがいっせいに襲いかかる。剣や槍が、あるいは爪や牙が、いっせいに繰り出される。

　リーガルは迎撃のために剣を構えた。

　いや、構えようとした。

「馬鹿な、力が入らん!?」

　肉を失い、骨だけになった腕は剣を持ち上げるだけで一苦労だ。

「ぐあっ……」

　魔族の一人に蹴り飛ばされ、大きく吹き飛ばされる。

「なんだ、こいつ」

「弱えな」

　嘲笑する下級魔族たち。屈辱だった。

　なんとか立ち上がるが、剣を振ることさえ難儀するこの体では、反撃すらおぼつかなかった。

　なおも獣人たちの攻撃が続く。とても凌ぎきれない。このままでは確実に殺されるだろう。

「……くっ、やむを得ない！」

　リーガルは苦々しい思いを振り切り、一目散に逃げ出した──。




「おのれぇぇぇぇっ！　あんな雑魚どもに後れを取るとはっ！」

　リーガルは悔しさのあまり叫んだ。絶叫だった。敗走したことよりも、自分の無力さが腹立たしかった。

　ボウッ……！

　リーガルの全身から黒い炎に似たオーラが立ち上る。

「これは……!?」

　一瞬の後、そのオーラは消えてしまう。おそらくは──負の感情である『怒り』が瘴気を呼び覚ましたのだ。

　同時に、骨だけの四肢に力がみなぎる感覚があった。

「なるほど、これが瘴気か。そしてスケルトンである俺のエネルギー源というわけだな。怒りや憎しみといった負の感情は俺を強化してくれる──」

　リーガルは理解し始めていた。まだ混乱はあったが、それでも冷静に、魔族としての自分の特性を分析し、把握しようと努める。

「負の感情を糧に自分を鍛え上げればよいのだな。少なくとも、あんな奴らに後れを取らぬよう、もっと強くならねば──」




　以来、リーガルはリオンのことを──自分を裏切った親友のことを思い返しては、剣を振った。

　憎しみが募るたび、己の中から力が湧いてくる感覚があった。

　怨念が、瘴気へと転化され、リーガルを強化する。

　来る日も、来る日も──。

　憎み、恨み、剣を振る。その繰り返しだ。

　己を磨く日々を一年、二年と過ごし、ときには魔族に襲われ、ときには撃退し、ときには敗走した。

　そして、さらに十年、二十年……四十年、五十年とそんな日々が続いた。

「ふむ、少し強くなってきたか」

　振り下ろした剣が大地を深々と切り裂く。骨を組み合わせたような形をした剣には、紫色のオーラがまとわりついていた。

　リーガルが十年単位で蓄積してきた瘴気だ。

　それでも、まだ人間だったころの戦闘能力には及ばない。

「……まあ、焦ることはあるまい。今の俺は、不死の肉体を持っているのだ」

　時間を気にする必要はない。

　鍛錬を続け、いずれは──。




　そうして百年、二百年……と、五百年ほどの時が過ぎた。

　アンデッドは『鍛錬』というものには向かない眷属だ。鍛えるべき筋肉はなく、精神すらもない。

　それでもリーガルは武人としての性で、己を磨き続けた。

　地道に力をつけ、いつしか彼は中級魔族程度の力を持つようになった。最下級のスケルトンとしては、破格の能力である。

　そんな中、人間界への侵攻作戦が実施されることになった。

　主力は、魔王の側近である七大魔軍長の一人──『不死王ロードアンデッド』ライゼルが率いる軍勢だ。

　リーガルは一部隊を任される小隊長となった。

「全員、俺に続け。人間どもを蹴散らす──」

　リーガルは骨の剣を振りかざし、叫んだ。

　部下たちの先陣を切って飛び出す。

「スケルトンごときが！」

「我らの奇き蹟せき兵へい装そうの餌食になるがいい！」

　勇者たちも神の武具──『奇蹟兵装』を手にして向かってくる。彼らの剣や槍が輝き、そこから輝くエネルギー弾がいっせいに放たれた。

「むん！」

　聖なる力の塊であるそれらを、リーガルは剣に瘴気を込めて斬り払う。

「馬鹿な!?　たかがスケルトンが俺たちの攻撃をすべて相殺した──」

　驚く勇者たちを、リーガルは一刀のもとに斬り捨てた。

「ふん、たかが勇者がこの俺に敵うと思うな」

　血まみれの死体を、冷ややかに見下ろす。

　人間を相手に戦うのは、何度目だろうか。

　かつて自分も人間だったという思いは、すでにない。

　感慨も、感傷も、ない。

　いや、アンデッドになったときに──リーガルの中から『心』というものが消えうせたのだ。

　だから彼が剣を振るのは、武人としての本能だった。

　相手が人間だろうと、魔族だろうと──猛者と剣を合わせているときだけは、自身の生を実感できる気がした。

　……アンデッドである自分が『生を実感する』というのも、おかしな話ではあるが。

「我が名はリーガル！　我が剣に斬り捨てられたい者から前に出ろ！　武人として相手をしよう！」

　剣を手に、髑髏の剣士は朗々と叫ぶ。

　すでに、人間だったころの戦闘能力は超えている。

　だが、まだ足りない。まだ満足できない。

「スケルトンごときが！」

　勇者たちが向かってきた。

「もっと力を──」

　振り下ろした剣で、リーガルは正面の勇者を両断した。

「もっと強さを──」

　振り向きざまに叩きつけた剣で、背後の勇者を斬り伏せた。

「さあ、どんどんこい」

　武人としての本能のまま、なおも剣を振るい続ける。戦場に身を置き、戦い続けることで──その先に、自分の求める強さがあると信じて。

「邪悪な魔族め！」

「天に代わって悪を討つ！」

　朗々たる叫び声とともに、二人組の勇者が進み出た。

「す、すみません、隊長……」

　リーガルの部下たちがほとんど倒されていた、

　雰囲気からして、他の勇者たちよりも強い力を持っているようだった。おそらくはより強力な奇蹟兵装を持つ上位の勇者だろう。

　一人は剣を、もう一人は魔法使いのような杖を携えていた。

「他の連中より手練れのようだな。だが──誰が来ようと、斬り捨てるのみ」

　リーガルは闘志をむき出しにして前進する。部下たちを殺された恨みなどではない。

　ただ純粋に、武人として強者とまみえたいという気持ちの高ぶりだ。

「参る！」

　渾身の力を込めて剣を打ちこんだ。他の勇者たちを一刀のもとに斬ってきたその一撃を、彼らはかろうじて受ける。

「ほう、凌いだか」

　リーガルがどう猛に笑った。やはり、他の勇者よりも手ごわい。

「とはいえ、俺の敵ではない。はあああああっ！」

　さらに二合、三合──六合目で二人は大きく後退した。

「つ、強い……！」

　うめく勇者たち。

「だが、退かんぞ。俺たち二人が力を合わせれば、どんな魔族にだって勝てる！」

「そうだな、リオン！　俺たちならば──」

　互いを信頼し合ったように見つめ、ふたたび勇者たちが向かってきた。

（リオン、だと）

　それは彼を裏切った男の名。かつて親友だった男の──名だ。

　もちろん、あれから何百年も経っているから、リオンが生きているはずはない。

　そもそも容姿がまったく違う。同名の別人である。

（なんだ、この感じは）

『リオン』という名を聞いただけで、胸の奥が疼く。存在しないはずの心臓が鼓動を速めるような錯覚。

　怒りか、憎しみか。

　いや、そのどちらでもない。

　そのどちらをも含みながら、そのどちらでも──ない。

「俺の中に残る『人間』の部分か」

　リーガルは歯ぎしりした。

「俺は──」

　未練が、あるのか。人間だったころに。

「だが、もう戻れぬ」

　今の自分は、アンデッド──不死の化け物だ。

　そして、これからも。

「加勢するぞ！」

「我ら勇者が邪悪なる存在を討つ！」

　新手の勇者たちがやって来た。

　彼らが自分を見る目は、当然ながら魔族を見るそれ。

　化け物を見る、それだ。

「そう、俺は魔族だ。このアンデッドとしての体で、存在で、力を磨く。剣に生き、剣に死ぬ──そのために」

　人間であったときも、魔族になった今も。俺が、俺であるために──。

「『ハーデスブレード』！」

　呪言とともに掲げた剣に、毒々しい紫色の輝きが宿る。

　すさまじい瘴気があふれ出すのが分かる。自分でも驚くほどの勢いだ。

　これほどの瘴気を、俺は備えていたのか。

　これほどの恨みを、憎しみを、俺は──秘めていたのか。

「はああああっ！」

　裂帛の気合いとともに、リーガルは剣を振り下ろした。刀身からほとばしる瘴気流。

「な、なんだ、この禍々しい気配は……ぐあっ!?」

　先頭にいた勇者がそれに触れ、あっという間に白骨化した。

　さらに二閃、三閃。

　リーガルが放つ瘴気の斬撃が、勇者たちを次々に朽ちさせていく。

　いや、秘めていたのではない。

　リーガルは気づく。

　彼は、すでにこれだけの強さを備えていたのだ。だが、人と魔族の間で揺れ動く自己が──その力の発揮を妨げていた。

「ならば、俺はもはや吹っ切れたということだ。魔族として生きることに」

　気がつけば、視界の範囲内の勇者はほとんど全滅していた。

　残るは、先ほどの二人だけだ。

「ひ、ひいっ……」

　おびえたように後ずさる彼ら。

「くっ、せめて一太刀……うおおおおおおっ！」

　剣士タイプの勇者が腹をくくったように突進してきた。

「頼む、リオン！　援護を！」

「分かった！　『サンダー』！」

　魔法使いタイプの勇者が雷撃魔法を放つ。その雷撃が剣士タイプの持つ奇蹟兵装に宿り、雷光の剣と化した。

「食らえ、魔族！」

「ぬるいわ」

　何をやろうと無駄だった。

　覚醒したリーガルの戦闘能力は、もはや彼らとは次元が違う。

　無造作に放った斬撃が、勇者の雷撃剣を砕く。瘴気の衝撃波が剣士と魔法使いの勇者をまとめて吹き飛ばした。

「朽ちよ。お前たちの命は俺が飲み干してやろう。最後の一滴まで──」

　リーガルは彼らに手を伸ばした。

　剣を使うまでもない。

　なぜか、理屈ではなく本能で分かった。自分には、すでにその力が備わっていると。

　上級アンデッドが持つ生命吸収能力──エナジードレイン。

　リーガルの手から放たれた紫色のモヤが、彼らを包みこむ。

「くううっ、無念……！」

「だが、俺たちは最後まで……一緒……」

　二人は固い絆を示すように手を握り合った。

「……ふん」

　一瞬──ほんの一瞬だけ、エナジードレインが緩む。

　だが、気を取り直したリーガルは先ほどに倍する力で二人の勇者の生命力を根こそぎ吸い取った。

　彼らは手を握り合ったまま……白骨化して、朽ち果てた。




　これより十数年後、リーガルはその力を認められ、とある戦いで命を落としたライゼルに代わって新たな魔軍長に就任することになった。

　同時に、この称号で呼ばれることになる。

　不死王ロードアンデッド、と。





〈特別収録／不死王、誕生・了〉
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「おねえちゃん……わたしたちのむらをまもって……」

　少女が不安げにこちらを見上げている。小さな体が震えていた。

　最強の勇者──『四天聖剣セイクリッドエッジ』の一人、ルドミラ・ディールはしゃがみこみ、彼女に目線を合わせた。

「大丈夫よ。あたしが──おねえちゃんが、魔族をみんなやっつけるから」

　微笑み、頭を撫でてやる。

　この女の子は、昔のあたしだ──。

　ルドミラは、そう思った。

　かつて魔族に故郷を滅ぼされたとき、無力に震えていた小さな女の子。

　幼き日のルドミラと、彼女の姿が重なっていく。

　──今回の任務地は、ラムド王国の東部に広がる大森林だった。そこに魔王軍が侵攻してきているのだという。

　基本的に、対魔族戦は防衛戦である。人間は魔界に入れないが、魔族はある程度自由に人間界と魔界を行き来できるからだ。

　彼らを追撃するすべはなく、彼らが攻めてきたときに迎撃する──勇者の戦いとは、その繰り返しだった。

　いつまで経っても守るばかり。

　いつまで経っても襲われるばかり。

　いつまで経っても、人々は傷つけられるばかり──。

　そんな現状に、いつか終止符は訪れるのだろうか。

　ときどき、空しくなることもある。

　それでもルドミラは勇者である。この目に映る一人でも多くの人を守り、一体でも多くの魔族を倒す。

　そう、幼き日の自分のような想いをする人が、もう二度と現れないように。

　そんな願いを込めて──。




「あなたがルドミラさんですか。僕、ライル・ライアードといいます」

　挨拶をしてきたのは、ルドミラよりも一つ二つ年下の少年勇者だった。

「ルドミラ・ディールよ」

「あなたと一緒の任務なんて光栄です」

　ライルは目を輝かせていた。

「あの四天聖剣のルドミラさんとともに戦える日がくるなんて──」

「ルドミラでいいわ。年齢も大して変わらないでしょう」

「あ、僕は十六です」

「あたしは十七だから、一つお姉さんだね」

　にっこりとほほ笑むルドミラ。

「は、はい」

　なぜかライルは頬を赤らめた。照れたように視線を逸らす。

　どうかしたのだろうか？

「やばい……めちゃくちゃ可愛い……いいなぁ、ルドミラさん──いや、ルドミラって……好みだ……」

　熱っぽくつぶやいたライルの声は、ルドミラの耳には届かなかった。
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　ラムドの森で、魔族との戦いが始まった。

　優勢なのは勇者軍である。

「魔族どもめ、我らの正義の剣を受けるがいい！」

　神の武具──『奇蹟兵装』を振るい、魔族兵を掃討していく勇者たち。

　誰の顔にも、笑みが浮かんでいた。

　人知を超えた強大な力を振るう快感。正義という大義名分で、虐殺同然の行為を繰り返す愉悦。

　それらがもたらす圧倒的な万能感に、彼らは酔いしれていた。

「そら、次は誰だ──」

　勇者たちがさらに攻め入ろうとした、そのとき、




　るおおおおおおおおおおおおおおんっ！




　不気味な咆哮が響いた。

　次の瞬間、視界を埋め尽くすほどの、大量の魔物が現れる。

「な、なんだ、この数は!?」

「馬鹿な、多すぎる──」

　先ほどまで威勢のよかった勇者たちは、一転して戸惑いと恐怖の声をもらした。

「貴様らは『弱者を圧倒的な力で駆逐する快感』に酔っていたようだが──自分たちが狩られる側に回った気分はどうだ？」

　押し寄せる魔物たちが、勇者軍を討ち倒していく。

「こ、こいつら、いくら倒しても、また出てきやがる！」

「無理だ、逃げるぞ！」

　勇者たちは悲鳴を上げて逃げ出した。

　だが、逃げた先にも魔物の群れがいる。すでに囲まれていたのだ。

「ぎ、ぎゃぁぁぁっ、助けて……」

　逃げ場がなくなり、残った勇者たちも一人ずつ狩られていく──。




[image: ]




　戦場は阿鼻叫喚だった。

「なんて数だ……！」

　少年勇者ライルは呆然とうめいた。

「む、無理だぁぁ、ぎゃぁぁっ……」

「迎撃が間に合わな……ぐあぁぁっ」

　勇者たちの悲鳴があちこちから響いてくる。

　押し寄せる魔物たちの数は圧倒的だった。おそらく数百は下るまい。

　勇者たちも奇蹟兵装で応戦するものの、とてもすべてを倒しきれない。魔物たちの逆襲を受け、一人また一人と倒されていく。

　すでに前線は崩壊し、その後ろに控えていたライルたちの元にまで、魔物たちが殺到していた。

　だが、ライルとて最強である四天聖剣に次ぐ第二階位の勇者である。むざむざとやられるわけにはいかない。

「吠えろ、『レーヴァテイン』！」

　炎をまとった大剣で下級魔族を切り裂くライル。

「はあああああああああああっ！」

　雄叫びとともに、さらに二体、三体と切り伏せた。だが、相手の数が多すぎる。

「くっ、この……！」

　数体に囲まれ、たちまち劣勢になった。周囲でも、他の勇者たちがそれぞれ数の力に苦戦しているようだ。

「ルドミラは──」

　もはや頼りは四天聖剣の彼女のみ。

　とはいえ、やはりか弱い少女である。この数を相手に、どこまでやれるか──。

　ばしゅっ……！

　そんなライルの不安を笑うかのように、彼を取り囲む数体の魔族が同時に消滅した。

　現れたのは、青い髪をツインテールにした美しい少女勇者。鮮やかな黄色いリボンが風に揺れている。

「ルドミラ……！」

　ライルはホッと安堵した。

「報告よりもかなり数が多いみたいね」

　弓を手に歩み寄るルドミラ。

「急に魔物が増えたんです……」

　ライルが答える。

　安堵感で体中から力が抜けるようだ。倒れそうになり、慌ててレーヴァテインを地面に突き立てて体を支えた。

「魔物たちは、一体一体はそこまで強くないんですが、何しろ数が多すぎて……」

「分かったわ。ここからは、あたしが」

　ルドミラが弓を構え直した。

　Ｘ字型の、特徴的なフォルムの弓だ。

　奇蹟兵装『ラファエル』。あらゆる奇蹟兵装の中で最上位に位置する、熾天使セラフ級の武具である。

　最強たる四天聖剣だけが操ることのできる、究極の兵装──。

「消し飛びなさい──」

　ルドミラの弓から放たれた、数十の光の軌跡。

　ほぼタイムラグなしで同時に発射されたエネルギーの矢が、その場にいる魔物をすべて射抜いた。

　絶叫とともに消滅する魔物たち。

「す、すごい……！」

　ライルは呆然と立ち尽くした。

　威力も、手数も、圧倒的だ。

「魔物たちは一定方向から押し寄せてくる──たぶん、あそこに何かがあるわ」

　ルドミラは弓を手に歩き出した。

「ルドミラ……？」

「それを突き止め、破壊する」

「い、いや、でも、まだどれだけの魔物が現れるか分かりませんし──」

　いったん撤退したほうがいいですよ、と言いかけて、ライルは口をつぐんだ。

「ライルくん、あたしたちは勇者よ」

　凛と告げたルドミラの気迫に圧倒されたのだ。

「魔が人々に危険を及ぼす可能性があるなら、これを排除する──それが任務。相手がどれほど強くても、相手がどれだけの軍勢でも」

　言うなりルドミラは背を向け、なおも進む。こちらを振り返ろうともしない。

　おそらく、他の勇者が誰も付いてこなかったとしても、たった一人で魔軍と立ち向かうつもりだろう。

　彼女の背中から、そんな厳然たる意志を感じた。

（命あっての物種だろうに）

　そう思うものの、ルドミラの気迫の前に何も言えない。

　それに、と考え直した。

　彼女の強さは圧倒的だ。このままたった一人で魔族軍を全滅させかねないほどに。

　ならば、彼女についていくことで自分も手柄の一部を得られるのではないか、と──。
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　森の中にひそむ魔族やモンスターを射抜きながら、ルドミラはライルとともに進む。最深部までたどり着くと、一人の魔族がいた。

「よくぞここまで来た！　我は極魔導マスターヅィラーム！　魔王ユリーシャ様に仕えし、栄えある七大魔軍長の一人である！」

　銀色のローブをまとった魔法使い風の魔族である。その手には赤い宝玉を埋めこんだ杖があった。

「魔軍長──魔王の側近ね」

　ルドミラがつぶやく。

　魔神眼ヴィジョン。

　不死王ロードアンデッド。

　獣帝ギガントロア。

　夢魔姫デッドチャーム。

　邪神官プリースト。

　錬金機将アルケミスト。

　そして──極魔導マスター。

　他の魔族とは隔絶した能力を持つ、七体の高位魔族たち。

　話には聞いていたが、こうして実際に相対するのは初めてである。

　だが──それほどの威圧感は受けない。確かに強いことは強いのだろうが、ルドミラの力をもってすれば、勝てない相手ではなさそうだ。

　気配で、それが分かる。

「消えよ、人間──『メテオブレード』！」

　呪文とともに、炎の剣を射出するヅィラーム。

「遅い──」

　ルドミラは神速の矢でこれをあっさりと撃ち落とした。

（やっぱり、大した強さじゃない）

　今のは上級呪文ではあるが、彼女の持つ熾天使級奇蹟兵装なら十分に対抗できる。

　弓術士と魔法使いの戦いは、基本的に遠距離戦だ。そして攻撃の威力でも、おそらくは手数でも、自分はヅィラームを上回るだろう。

　勝てる──。

　ルドミラはふたたび『ラファエル』の弦を引き絞った。

　精神エネルギーが光の矢となり、つがえられる。

「……ふん、私を与しやすしと見たか、勇者よ」

　ヅィラームがフードの奥で笑みをもらした。

「確かに、私は戦闘をそれほど得手とはしていない。だが、我が配下が貴様らを駆逐するであろう」

「配下？」

　眉をひそめたルドミラに、

「さあ、行け──」

　ヅィラームが杖を一振りする。

　ヴ……ン！

　羽虫がうなるような音が聞こえ、同時にヅィラームの背後から無数の魔族兵が現れた。その数は、優に三百を超えているだろう。

　だが、ルドミラはひるまない。

「貫け、『ラファエル』──最大装弾精密連射サウザンドアロー！」

　相手の数に倍する数の矢を放ち、すべてを射抜いた。貫かれた魔物たちはいずれも消滅する。

「ふん、さすがは勇者。しかし、残念だったな。我が配下は無限に増殖するぞ」

　ヅィラームが笑いながら杖を掲げた。

　ヴン……！

　その背後でふたたび異音が響く。

「あれは──」

　ヅィラームの後ろに何かが浮かび上がった。

　巨大な、門。

　その向こう側には、暗褐色に淀んだ空間が広がっていた。

「私が作り出した魔導具。その名も『降魔召喚陣ネガ・ジェネレーター』よ」

　自慢げに語るヅィラーム。

「通常の魔界と人間界の行き来や召喚よりもはるかに高速で、多数の魔族を人間界に送りこむことができる。さすがに高位の魔族は無理だが、中級くらいまでならかなりの数を一気に転移できるのだ」

　中級程度の魔族なら、上位の勇者の敵ではない。

　だが、桁違いの数で攻めてこられたら、さすがに持ちこたえられないだろう。

　現に、先ほどの戦いでライルたちは完全に押し切られていた。

「とはいえ、未完成だがな。今回は人間界での稼働テストを兼ねている。完成した暁には、このヅィラームが人間界の隅々までを魔族で埋め尽くしてやろう」

　背筋がゾッとなった。

「させない──あたしが、そんなことは絶対に！」

「ふん、お前はここで死ぬのだ」

　ヅィラームが杖を振る。

　巨大な門から、ふたたび数百単位の下級魔族が現れた。

　ルドミラは数百の矢を放ち、これをすべて消し飛ばす。

「くはははははは！　確かに強いよ、お前は！　だが無限に出てくる魔族の前に、お前の体力と精神力はいずれ尽きる！　そのときがお前の最期だ、勇者！」

　数百の魔族がみたび出現する。

　それを消し飛ばし、よたび数百の魔族が出現し、それも消し飛ばし──。

　都合、十五度。

「はあ、はあ、はあ……」

　息が切れ始めた。

『ラファエル』の矢はルドミラの精神エネルギーで作り出している。

　それを短期間に数千単位で生み出したのだ。さすがに消耗が激しい。

　まるで、魂そのものが抜け落ちたような脱力感と疲労感だった。

「しょせんは多勢に無勢よ」

　ヅィラームが魔道具を作動させる。

　彼女の疲労を見て、一瞬気を抜いたのだろう。今までよりもわずかに──ほんのわずかに、作動が遅い。

「甘く見ないでよ。四天聖剣を。このルドミラを！」

　その隙をルドミラは逃さなかった。

　消耗した体に鞭打ち、弓を構える。

「撃ち抜け──最大装弾一点突破フルバーストアロー！」

　奇蹟兵装『ラファエル』の最大発射可能数である７７７の矢が一点に集まり、巨大なエネルギーの矢となって突き進んだ。

　ごがあぁぁぁぁっ！

　巨大な光矢がヅィラームの背後にある魔道具を粉々に打ち砕く。

「むうっ……」

「装置を壊したわ。まだ魔族を呼び出せる？」

　弓を構えたルドミラが、勝ち気に告げた。渦巻く風が、青いツインテールをなびかせる。

「き、貴様ぁ……！」

　ヅィラームがうめく。フードの奥の顔は蒼白だった。

「こ、この場は──退かせてもらう！」

　言うなり、去っていく魔軍長。

　さすがに追いかける体力は残っていなかった。




　ヅィラームを仕留めることはできなかったが、戦いはルドミラたちの勝利に終わった。

「おねえちゃん、むらをまもってくれてありがとう！」

　ここに来たときに出会った少女の顔に満面の笑みが浮かんでいる。

「それがあたしの役目だから」

「えへへ、かっこよかったよ……ゆうしゃさま！」

　少女はにっこりと笑い、去っていった。

「僕も助かりました。ありがとうございます、ルドミラ」

　入れ替わりで、ライルが歩み寄る。あちこちに包帯を巻いているものの、重傷というわけではなさそうだ。

「あたしはもう行くね」

　ルドミラは彼に別れを告げた。

「勇者ギルドに戻って、次の任務の指示を仰ぐわ」

「えっ、戦いが終わったばかりなのに」

　驚いた顔のライル。

「今回の報告もあるし、それに──」

　ルドミラは口をつぐんだ。

　ヅィラームが作り出した召喚装置のことが気になっていた。

　あれをもっと量産されたら、人間界に大量の魔族が押し寄せるのではないだろうか。そのとき、自分たち勇者はすべての軍勢を食い止められるだろうか。

「早急に手を打たないと、ね」

　たとえば、こちらから魔界に攻めこむ手立てを見つけ、ヅィラームを──いや、魔王を討ち滅ぼすとか。

「またどこかの戦場で会ったらよろしくね。ライルくん」

　言って、ルドミラは歩き出す。

　次なる戦いに向かって。

　魔族を滅ぼし、人々に平和をもたらすまで──歩みを止めることなく。





〈特別収録／風の四天聖剣・了〉









あとがき




　六志麻あさです。はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。

　おかげさまで、サーガフォレスト様から『愛弟子に裏切られて死んだおっさん勇者、史上最強の魔王として生き返る』１巻に引き続き２巻を出版させていただけることになりました。

　これも１巻を購入してくださった方々のおかげです。本当にありがとうございます。

　本作は『小説家になろう』様に掲載している作品の書籍化となります。内容的には、なろう版の４章から６章を出版に当たって読みやすいように加筆修正したものに加え、書き下ろしのエピソードが収録されています。

　しかも今回は書き下ろしエピソードが２編あります。１巻の倍になってお得！　きっと！

　書き下ろしの内容はいずれもサブキャラが主役の外伝ですね。魔王の側近リーガルの過去話と勇者ルドミラの無双回です。

　また、書籍化ならではの魅力として、今回もカンザリン先生の素敵なイラスト満載です。今巻で初登場のあのキャラやあのキャラなんかも挿絵に入っていますので、ぜひお楽しみいただければと思います。

　さらに、専門店さんによっては特典として、書き下ろしのＳＳがつきますので、購入予定の方はそちらもご考慮いただけましたら幸いです。

　そして、帯を見ていただけましたらお分かりのとおり、本書のコミカライズが決定しました！

　コミカライズは書籍化当初からの目標の一つだったので、とても嬉しいです。これも応援してくださった皆様のおかげです。ありがたやありがたや……詳細につきましては公式サイト等での続報をお待ちくださいませ～！

　ちなみに、なろう版では２巻の続きである７章以降も読めますので、本書が気に入っていただけた方は、ぜひそちらもお読みいただければと思います。

　では紙面も尽きてきたので、謝辞に移りたいと思います。

　２巻を出版してくださった一二三書房編集部様、また１巻同様に様々なアドバイスをくださった担当編集のＥ様、並びに、今回もとても素敵なイラストの数々を描いてくださったカンザリン先生、さらに本書が出版されるまでに携わってくださった、すべての方々に感謝を捧げます。

　もちろん本書をお読みいただいた、すべての方々にも……ありがとうございました。

　それでは、次巻でまた皆様とお会いできることを祈って。


二〇一九年五月　六志麻あさ　　
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